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序 文

熊本県には豊かな自然や歴史的風土のなかで培われてきた多彩な地域文化が数多く残さ

れています。 埋蔵文化財もその中の一つです。 大地のなかで悠久の時を経た遺構や遺物が

現代の我々にその姿を現したとき、私たちは自分たちの過去の足跡を見いだします。 さら

に文化的な豊かさを求める私たち現代人にとって、多くの貴重な情報をもたらします。 た

だ、埋蔵文化財は開発に伴い発見され、調査される場合が多く、過去の文化遺産の保護と

開発の関係をどのように円滑に調整していくのか、今後ますます議論が必要でしょう。

本書は熊本市梶尾町の(仮称)梶尾ニュータウン造成工事事業に先行して行った鶴羽田

遺跡の発掘調査の報告です。 遺跡のある地域は一般に植木台地と呼ばれる洪積世に形成さ

れた地帯ですが、ここにも太古からの人々の生活があったようです。

この鶴羽田遺跡は早くから遺跡と認識されていましたが、その詳細ははっきりとしてい

ませんでした。 今回の調査では10数軒に及ぶ住居跡が出土し、遺物の中には土偶、石棒な

ど特殊なものも出土しました。 このことによって、ここに縄文時代の後晩期の頃に暮らし

た人々の生活の一部を垣間見ることになりました。 調査した箇所は遺跡のほんの一部にす

ぎませんでしたが、調査区外にも遺跡は広がっていくと予想されました。

ここは今また人々の生活の拠点となろうとしています。 このことを考えるとき、何か歴

史の妙味を感ぜずにはいられません。 発掘調査によって遺跡はなくなりますが、多くの情

報を後世に残しました。 そして、この地には再び新たな歴史が刻まれようとしています。

ここに住む人々にとって遺跡は過去のものとしてではなく、同じ大地に歴史を刻んでいく

ものとして一体感が生まれることを期待します。 さらにこのことは、単にこの地域の住民

にのみということではなく、広く県民にとっても重要なことだと思います。

この報告書は、この遺跡から得られた情報をいくらかでも後世に伝え、我が熊本県の歴

史を学ぶ上で、また埋蔵文化財をより深く理解していただくために活用していただければ

幸いです。

最後に、調査の円滑な実施に御理解と御協力をいただいた地元の方々、並びに関係機関、

そして調査に対する指導、助言をいただいた諸先生方に対して厚くお礼申し上げます。

平成10年3月31日

熊本県教育長 松尾 隆樹



例 白
l 本書 は、 1996年1 1月 - 1997年 4月 に か け て実施 し た 、 熊本県熊本市梶 尾町 に 所在す る 鶴羽 田遺跡の 発 掘

調査報告書 で あ る 。

2 調査 は、 (仮称) 梶 尾 ニ ュ ー タ ウ ン造 成工事 に 伴 う緊 急発掘調査 と し て実施 し た。

3 調査 は、 熊本県住宅供給公社 の依頼 を受け て、 熊本県教育庁 文化課 が受託事 業 と し て行 っ た 。

4 整理 ・ 報告 は、 平成 9 年度 (1997年) に行 っ た。

5 出土遺物 は、 熊本県文化財収蔵庫 で整理作業 を行 っ た。

6 発掘調査現場で の実測及 び写真撮影 は、 坂 田和弘 、 北原美和子 、 前川真由美 が主 に 行 い 、 一部阿 南亨、

荒木聖子 も 行 っ た 。

7 遺物 の実測 は、 主 に坂 田 、 本松亜希子 、 水本佳子 が行 い、 一部石器 に つ い て は埋蔵 文化財サ ポ ート シ ス

テム株式会社 (本山千絵 、 富永圭子) に委託 し た。 ま た 、 土器拓影 は整理作業員 4 名 で行 っ た。 遺構製

図及 び遺物製図 は本松 、 水本、 戸 田紀美子 が中心に行 っ た。 遺構写真撮影 は、 主 に坂 田 、 北原、 前川 が

行 っ た。 遺物写真撮影 は徳永琢 磨 (ジャッド ス タジオ) が主 に 行 い 、 一部坂 田 も 行 っ た 。 焼 き つ け は主

に 坂 田 が行 っ た。

8 石器の 石材 は、 本松 及 び坂 田 が肉眼 で観察 し 、 辞典等を参 考 に し て判定 し た。 結果 は、 遺物観察表 に 記

載 し た。

9 遺構内 出土 の炭化物 の C 14年代測定 は、 古環境研究所 に委託 し た。

10 造 物観察表 は坂田、 本松 、 水本が主 に作成 し た。

11 本書 の執筆 は、 坂 田 が行 っ た。

12 本書 の編集 は、 坂 田 が あ た り 、 本松 、 水本、 戸 田 が補佐 し た。

13 出土遺物 は熊本県文化財収蔵庫 に保管 し て い る 。

凡 例
l 本書 に 使用 し た レ ベ ル (L =) は標 高を表 し 、 方位 は磁 北で示 し た。

2 遺構 の 深 さ は、 特 に 断 わ り が な い も の は、 検出面か ら の 深 さ で あ る 。

3 遺構の 図 に お い て 、 遺構番号 は確認で き た遺構か ら 順 に 番号 を振 っ て い っ た。 遺構 の 番号 は頭 に 記号 を

付す こ と で表 し た 。 記号 は以下の通 り で あ る 。

81 : 竪穴住居 跡 8K: 土坑 8D:溝 状遺構 8R: 道路 状遺 構 8X: 不明遺構

4 竪穴住居 跡内 の 硬化面 は、 一点破線で表 現 し た。 道路 状遺構 の硬化面 に つ い て は網 カケ で表 現 し た。

5 土器 の 図 に つ い て は、 復元図及 び完形の 図 に つ い て は、 中心線 よ り 右 に 断面及 び内部を、 左 に表 面 を表

現す る 。 復元不可能な も の は、 断面及 び拓 本を添え た。

6 土器表 面 に赤色顔料 の付着 し たも の は汁主主主 の ス ク リ ント ー ン で表 現 し た。

7 石器の 図 に つ い て は、 基本的 に 第三角 図法を使用 し た。 石器の表 現 で は、 磨研 さ れ た 部分 は の ス

ク リ ント ー ン で示 し た。 特 に 、 磨研方向 が は っ き り す る も の は、 細線で表 現 し た。 顔料 の付着 し た 部分

はお ヱ の ス ク リ ント ー ン で示 し た。
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第I章 遺跡、の位置と環境

第 1 節 地理的環境

鶴羽 田遺跡 は、 熊本市 鶴羽 田町 から梶 尾町 に か け て鶴の原、 羽 田 に か け て の一帯 に所在す る。 こ の う ち 今

回 調査対象地 と な っ た の は梶 尾町 の鶴 の 原温泉団 地 に 隣接す る 地域で あ る。 国 土地理院発行 2 万 5千 分 のー

の地形図 「植 木」 の 図幅 で は、 西 から東 へ2. 55cm 、 南 から 北へ14. 2c皿 を計 る 地点 に あ り 、 北緯3 2度 50分12秒 、

東 経130度 44分54秒 を 中心 と す る 地域で あ る。 以下 こ の遺跡 を 中心 と し た地理的 な 状況 を み て い き た い。

九州 島 は日 本列 島の南西 部 に位置 し 、 温暖湿潤 な 気候 に恵 ま れ て い る。 そ の九州 島 の西 側 中部域 に 熊本県

は位置 し て い る。 そ の た め、 温暖湿潤 に や や 内陸 的 な 気候 も 加 わ っ た風 土で も あ る。

熊本市 の 中心地から み れ ば北方から東 方 に か け て広 く ひ ろ が る台 地 を肥 後台 地 ま た は、 熊本台 地 と い い 、

熊本県 に お け る洪積台 地 の典型 と い わ れ る。肥 後台 地 は い く つ か に細分 さ れ、 植 木町 一帯が植 木台 地、 京町

に近い地域が京町台 地 と呼 ばれ て い る。

鶴羽 田遺 跡 は 、 こ の植 木台 地 に位置す る。 こ の台 地 は、 地質的 に は北部台 地、 さら に 合志台 地 の西 端 に な

る。 北方 に は肥 後変成岩 の 山地、 西 方を金峰 山地に接 し 、 南 方 は細長 く の びて京町台 地へ と つ づ く 。 こ の台

地の地質史 的 な 流 れ を み る と 、 鮮 新世 から 第四紀更 新世 の こ ろ 、 金峰 山外輪山 が噴 出 し 生成 さ れ た。 同一起

源 の 火山岩 は京町台 地 の 基底部 に局 部的 に露 わ れ る とL 寸。洪積世 後期、 最後の氷 期 (ヴュ ルム氷 期) の影

響 を う け て海 面低下 に よ り 有明海 が陸 化 し 、 そ の際 に肥 後台 地、 植 木台 地 の 形成が な さ れ た。 そ し て坪井 ・

井芹両河 川 の 初源 形が形成 さ れ、 流れ始 め た。 さら に沖積世 に な る と 、 い わ ゆ る縄 文、 弥 生両海 進 に よ り そ

の っ と、海 水面が上昇 し 、 坪井 ・ 井芹両河 川 と も 白 川 が運搬 し た 火山灰 に よ り 流れ を 変 え て き た と推 定 さ れ て

い る。

こ の台 地 の表層地質 は、 ロ ーム 層 と熔 結凝灰岩 よ り な っ て い る。軽石 質熔 結凝灰岩 は 新期 の も の で あ り 、

洪積世 ・ 阿蘇 及 び姶 良 カ ル デラ形成に伴 う軽石 流で、 平坦 地で は非溶 結、 谷部で は溶 結 と な る。 白 色 な い し

暗灰 色 の軽石 を暗灰 色 の 火 山灰 で腰 結 し た も の で、 小形の軽石 及 び安山岩礁 を含む も の で あ る。 ま た こ の岩

石 は風 化 し や す く 、 上部 は ロ ーム 質凝灰岩 に移 化 し て い る。 さら に こ の岩石 は著 し い 含水性 の た め に 、 地下

水の保 存 の よ い点が特徴 に あげら れ る。

本台 地の土壌 は表層が黒ボ ク と よ ばれ る 火山灰 で厚 く 覆 わ れて い る。 そ の な か で も こ の一帯 は淡色黒ボ ク

土壌 で あ り 、 肥 後台 地他 に 多 く 分布す る厚 層黒ボ ク 土壌 に比べ火山灰 土壌 と し て の 性格が お と な し く 、 土壊

の養 分状態 も 比較 的良好で生産力 も幾 分高 い と い う。 し か し 、 一般的 に は土 が乾燥 し や す く 水 も ち が悪 く 、

風 化 の 作用 も 大 き い。 こ の よ う な 土地で は従来桑畑 と し て の利 用 が多 か っ た が、 近年開 田工事 が進 めら れ、

潅 水施設が整えら れ て から野菜 の栽培 が拡充 さ れ、 ハ ウ ス栽培 も 盛ん で あ る。

台 地 の 端 に は湧 水点がみら れ、 こ れが人々 の水の供給 地 で あ っ た。 調査地区の一部 に は ゆ る や か な 谷部が

みら れ、 そ の延 長線上 で は急 激 に 落 ち 込 ん で お り 、 そ こ に池 が あ っ た と 古 く から こ の 地 に住 ん で い た 人 の話

が あ り 、 こ こ に湧 水点 が あ っ た も の と 思わ れ る。 さら に台 地を浸食 し て流 れ る 坪井 ・ 井芹 の両河 川 の 流域 に

は火山灰 を 母材 と す る 水田土壌 が堆積 し 、 こ の地域 に水田 を形成 し 生産 基盤の一部を に な っ て い た の で あ ろ

つ。

第 2 節 歴史的環境

鶴羽田遺跡 は、 熊本市 の遺跡地図 に よ れ ば、 先 に も述 べ た よ う に遺跡番 号78 と し て、 鶴羽 田町字 鶴 の原 ・

垣 の外 ・ ー の 口 に 所在 と あ る。 た だ、 実際 の遺跡台帳 に お け る 設定範囲 は広 く 、 今回 調査 し た梶 尾町 付近 も

境界線 内に入っ て い る。 調査地点 は そ の北 の外 れ付近であった。 こ の遺跡内 から の 黒色磨 研系 の土器 の 出土

- 1 -
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は以前から 知ら れて い た が、 遺跡 ・ 造 物 と も に 明確で は な か っ た。 弥生 時代 の銅文 の 出土 し た 地点 も こ の遺

跡内 に 含 ま れ る と い う。 遺物 や こ れ ま で の調査 なと、から 判断 し て、 造 物台帳 に 記 さ れ た 鶴羽 田 遺跡 の 範囲 内

に は、 旧石 器時代 から縄 文時代 、 さら に は奈 良平 安時代 ま で含 ま れて い る 可能性が あ る。 従 っ て、 こ の遺跡

は 複合遺跡、 も し く は遺跡群 と し て捉え た ほ う が よ い と 思わ れ る。

こ の よ う な こ と を ふ ま え た上で鶴羽田遺跡を取 り 巻 く 周辺 の歴史 的環境 に つ い て時代 を お っ て概観 し て い

き たL 、。

01日石器時代

ま ず、 旧石 器時代 の遺跡 は、 本遺跡の周囲 に近年の調査に より次 々 と 明ら か に さ れつ つ あ る。 そ れ も徐 々

に 時代 を遡 っ て い く 傾向 に あ り 、 今 後 も 大 い に 期待 さ れ る 状況 に あ る。

遺跡の西 側 の台 地 に当 た る金峰 山 系 に連 な る熊 本市 の北東 部 に お い て も 万楽 寺遺跡の剥 片尖 頭器、 五丁中

原遺跡の三稜尖 頭器、 ナ イ フ 形石 器、 剥 片尖 頭器、 柿 原 ・ 羽山尻 遺跡の ナ イ フ 形石 器 な ど も 出土 し て い る。

ま た 、 遺跡の南 側 に阿蘇 山 から 伸ひ' る丘陵 地の一つ 立 田 山 の 周辺 に も 、 多 く の こ の時期の遺跡が確認 さ れ

て い る。 ナ イ フ 形石 器 を 出 し た 清水町 万石 の谷口遺跡、 天拝 山 A 遺跡の安山岩 製石槍 、 竜 田陳 内遺跡の三稜

尖 頭器、 庵 ノ 前遺跡の三稜尖 頭器、 台 形様石 器な ど が あ る。

熊 本市 の東 部方面で も 近年 の 調査 に よ っ て、 旧石 器時代 の遺物が知ら れ る よ う に な っ て き た。熊 本市 の石

の 本遺跡 で は、 3 万数千 年前 の石 器が出土 し て い る。

O縄文時代

旧石 器時代 から縄 文時代 へ の変化 は、 地質学 的 に は洪積世 から沖積世 へ の変化、 気候 的 に は氷 期から の温

暖 期へ の 変化 に 伴 う植生 の 変化、 そ れ に伴 う動 物相 の変化を も たら し た。 こ の 大 き な 環境の変化 は当 然 の こ

と な がら 人間 の暮ら し に も 変化 を も たら し た と考 えら れ る。 た だ、 一 口 に縄 文時代 と い っ て も そ の 内容 を一

様 に は とら えら れ な い。 1 万年近 い時の流れの 中で そ の 内容 を大 ま か に 時期区分 に沿 っ て み て い く 。

縄 文時代 早期 は、 ま だ 旧石 器時代 の余波が残 っ て お り 、 遺跡の立地 も 旧石 器時代 と そ れ ほ ど の 違 い は な い

よ う で あ る。 鶴羽 田遺跡の 周辺 で早期 の土器が 出土す る 遺跡 と し て は、 立福 寺町 今熊 の妙見遺跡 ・ 大鳥居町

小堂 の 本 の 大鳥居 遺跡 ・ 和泉町 川東屋敷 の川東 遺跡 ・ 太郎迫遺 跡、 五丁中原遺跡 な ど の数か所が知ら れ て い

る に す ぎな い。 そ の う ち五丁中原遺跡で は早期 の集石 や連 結土坑 と恩 わ れ る 遺構 も 出土 し て い る。

北 に 隣接す る植 木町 で は、 そ の南 部だ け で も 10か所ち か く の早期 に属 す る 遺跡が発見 さ れてお り 、 井芹 川 ・

坪井川上流域 の こ の台 地上 に も 数多 く の未発見 遺跡が存在す る と考 えら れ る。

前期 に な る と 、 こ れ ま で の丘陵 地 に の み限ら れ て い た遺跡の分布状況が変化 し て く る。熊 本県下で は近年

の調査事 例 の増加 に よ り 、 白 川 の沿岸 付近 の立田陳 内遺跡な ど の 低地域や阿蘇 郡西 原村 の 山地付近で も 知ら

れ る よ う に な る。 こ れ ま で貝 塚 を 中心 と す る と みら れて い た前期の様相が地域の拡大 を 展開 し始 め た こ と の

証 左 で あ る の か も し れ なし、。

縄 文時代 早期 と 前期 を分 け る 層 と し て、 今 から 約6000年前 の 火砕 流 に よ っ て形成 さ れ た 火 山灰 土層で、 ア

カ ホ ヤ と呼 ばれ る 黄褐色土層 が あ る。 ま た 、 こ の こ ろ は気候 の温暖 化 に よ っ て 内陸 部へ海 が侵 出 し た 、 い わ

ゆ る 縄文海進 と呼 ばれ る 時期 に も当 た っ て い る。 こ の海進期 に鹿 児島 の鬼界 カ ル デラ起源 と さ れ る ア カ ホ ヤ

火山灰 の降 下が あ っ た の で あ る。 こ の降灰 は当 時の人々 の生活 に か な り の影響 を与 え た と考 えら れ る。 し か

し 、 熊 本県 の 中部域 に こ の層 が そ の ま ま 堆積 し 、 現在の 「 ア カ ホ ヤ」 を 含む層 を形成 し た 可能性 は少 な く 、

雨 水 や そ の流水 に よ り 層 は二次 的 な 堆積の結果、 そ の包 含層を形成 し て い る と考 えら れ て い る。 た だ そ の進

行速度 は 自 然条件 に よ り 地域 ご と に異な っ て い る よ う で あ る。 そ の アカ ホ ヤ 層 の 堆積層及 び二次 堆積層 を こ

の遺跡で は E 層 と し て い る。 こ の 層 の 上面が こ の遺跡で は一つ の遺 構確認面 と し て い る。

ア カ ホ ヤ降 下後を縄 文時代 前期 に あ て る考 え 方があ り 、 そ の 時期 に轟 式土器、 曽畑 式土器 を も っ た 人 々 の
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文化が形成 さ れ た と い わ れ て い る。 鶴羽 田遺跡で はこ の 時期 の様子 は不 明 で あ る。 周辺 で も ま だこ の 時期 の

状況 は よ く ・ わ か っ て い な い よ う で あ る。

さら に 中期 に な る と 、 阿 高式土器を もっ 人 々 が活動 を始 め る。こ の阿 高式土器 の 分布域 は西九州沿岸 の海

辺 部 に集中す る 傾向 が あ り 、 貝塚を形成す る も の が多 い。 ま た 、 朝鮮 半島の沿岸 部 に も 共通す る 文化要素 が

あ り 、 こ の土器 を持 っ た 人 々 が海洋 性 の 強 い文化を形成 し た証 と も な っ て い る。 し か し 、 近年の調査でこ の

土器 を持 っ た 人 々 が内陸 部 に も 進出 し て い っ たこ と がわ か っ て き て い る。鯨 の椎 間板 の圧痕 の つ い た阿 高式

土器 の底部が球磨郡 の 山 中 で確認 さ れ た り 、 内陸 部で土器が点 々 と出 土 し た り と 、 そ の進出 過程 を窺 わせ る

資料が増加 し て き て い る。 そ し て、 こ の阿 高式系統 の土器を持 っ た 人 々 が後期 に な る と 、 大 き く 内陸 部 に 進

出 し 、 遺跡を形成 し て い る。

そ の一方で、 前期から みら れ た縄 文を地文 に す る船元 式土器 の流れを受 け た 竹崎 式土器 を 持 っ た 人 々 は、

阿 高式 に や や先 ん じ て 山 中 に遺跡を残 し て い る の が わ か っ て き た。 竹崎式土器 の 祖型 と さ れ る船元 式土器 は、

瀬戸 内地方で発達 し た も の で あ る。こ の流れを受け た 竹崎 式土器 は、 ワ ク ド石 遺跡 ・ 合志町御手洗 遺跡、 西

原村桑 鶴遺跡 な ど から出 土 し て お り 、 近年 調査 さ れ た菊池 平野 の北辺 に あ る七城町岡 田遺跡で は、 こ の土器

が大量 に出 土 し て い る。

こ の よ う に縄 文時代 早期から 中期 に か け て の 時期 に は、 南九州 や海 から の 文化 の伝播 、 瀬戸 内 な ど の東 か

ら の文化の伝播 が複雑 に から み あ っ た状況があ り 、 そ の 中で人々 のダイ ナ ミッ ク な生活 が展開 さ れ たこ と を

推 測 させ る。 さら にこ のこ と は、 定住生活 が行 わ れ る 一方で、 気候 変動 、 生活 環境 の変化な ど に よ っ て、 活

動拠 点を常に変動 させ て い た当 時の 人 々 の生活 状況を示 し て い る の か も し れ な い。

後期後半 に な る と 磨消縄 文文化 の伝播 と 変移 と と も に遺跡数 は爆 発的 に増加 し 、 遺跡 は 内陸 部 の台 地上 に

も 広範囲 に 分布す る よ う に な る。 北 は菊池川沿岸 部から 、 南 は 白川 左岸 の託 磨原台 地 ま で集中 し て分布 し て

い る。

植 木台 地周辺 に 限 っ て遺跡の 立地 を み る と 、 台 地 に 入 り 込む浸蝕 谷 に 面 し て立地す る場合 が多 く 、 台 地 の

端や河岸 段丘 上 に 存在す る場合 も あ る。 特 に規模 の大 き い遺跡で は、 そ の背 後 に 広 い台 地や平 原 をひ か え て

い る も の が多 い よ う で あ る。出 土す る 土器で は太郎迫 式 ・ 三 万 田式 ・ 鳥井 原 式 ・ 御領式 ・ 天 城 式 ・ 古 閑 式

(上南 部E 式) が あ る。こ の 時期 の遺跡 は短 期間 に出 現 し て姿 を 消す場合 が多 い。

鶴羽 田遺跡の周辺 で は、 太郎迫 遺跡、 四方寄 遺跡、 山海 道 遺跡、 五丁 中原遺跡 な ど が早 く から そ の 存在 を

知ら れ、 規模 の大 き い も の も 多 い。

鶴羽田遺跡の主 要 な 遺物 はこ の 時期 が中心で あ る の で、 よ り 詳 し く 各遺跡 に つ い て概要 を述 べ て おこ う。

太郎迫 遺跡 は、 熊本市 太郎迫町字 大原から 本村屋敷 に か け て の一帯で、 井芹 川 の支 流 で あ る西 谷川左岸 の

標 高70....... 90m に か け て の ゆ る や か な 傾斜 を も っ た台 地上 に 立地す る。縄 文時代 後期 から晩 期 に か け て の代表

的 な 集落遺跡で あ る。戦 後上野辰男氏 に よ り 発見 さ れ、 こ れ ま で数度 の調査が行 わ れ て い る。 特 に 1994年 か

ら 1996年 に か け て農村活 性化住 環境整備事業 と し て圃場整備 に際 し て は、 熊本県 と 熊本市 に よ り 発掘 調査が

行 わ れ た。 太郎迫 式土器 を 中 心 に 、 後期 の辛川 式から晩 期 の 黒川 式 に お よぶ 土器群や石 器、 土偶 な ど、 縄 文

時代 後期後半から晩 期 に か け て の 大量の遺物が出 土 し 、 土坑 群や埋設土器、 竪穴住居 跡 な ど の 遺構が検出 さ

れて い る。

山海 道 遺跡 は、 熊本市 万楽 寺町字甲笹 尾から植 木町辺 田野 に か け て の一 帯で、 井芹 川 上流 と西 田 に 川 に挟

ま れ た台 地上 の標 高100....... 120m に か け て の ゆ る い傾斜 地 に 位置す る。出 土遺物 に は三万田式から晩 期初頭 に

か け て の土器が あ り 、 土偶 や玉類 も 豊富 で あ る。 埋設 土器 な ど の遺構 も多 く 検出 さ れ て い る。 ほ か に 、 縄 文

時代 早期 の 土器や、 集石 遺構な ど も 検出 さ れ て い る。ここ も 、 圃場整備事業 に際 し て発掘 調査が行 わ れ て い

る。
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五丁中原遺跡群 は、 熊本市貫町 ・ 和泉町 に ま た が り 、 金峰 山系から の び た 高燥 な台 地上 に 立地 し て い る が、

台 地裾 部 に は湧 水が多 く 、 生活 条件 と し て は良好で あ っ た と 思わ れ、 縄 文時代 ・ 弥生 時代 を 中心 と し た遺跡

と し て知ら れて い た。 昭和4 3年 に 熊本商科 大学 (現熊本学園 大学 ) に よ っ て 初 め て発掘調査が行 わ れ、 縄 文

時代 晩期 の竪穴住居祉 な どが発見 さ れ て い る。 こ の遺跡の範囲内 で工 業団 地 の建 設が計画 さ れ、 熊本市 教育

委員会 に よ っ て 1994 年から 1995年 に か け て約3万d の範囲が発掘調査 さ れ た。 調査 の 結果 、 農 地 の造 成 な ど

で、 か な り 地形 の 削平 や改 変が行 わ れ て い る に も かか わら ず、 旧石 器時代 から 中世 に 至 る 遺構 ・ 遺物が多量

に 出土 し て い る。 そ の 中 で縄 文時代 早期 の集石 ・ 後期 の竪穴住居祉 が 出土 し て い る。

四方寄遺跡 は、 四方寄町宇 平畑 に所在 し 、 京町台 地基部 の台 地上 に立地す る。 国 道 3 号線の両 側 に 遺跡 は

広 が り 、 以前 は 国 道 の西側の北部 を A 地点、 南 部 を B 地点 と し 、 東 側 は御馬毛 遺跡 と よ ばれ て い た。 現在遺

跡 は土取 り な ど に よ り 旧地形 は ほ と ん ど無 く 、 遺跡 も ほ ぼ壊 滅 し た。採 集資料が 多 い が、 一部調査 さ れて は

い る。 そ れら の造 物や調査な ど に よ っ て、 こ の遺跡を み る と 、 A 地点で は有力 な 遺物包含層が存在 し 、 遺物

は三万 田 式 と 太郎迫式土器が 出土 し て い る。 精製の浅鉢 や組 製の 深鉢 形土器片、 磨製や打 製 の石 器、 土偶 が

採 集 さ れ て い る。 B 地点で は 国 道 3 号線 よ り 西側 の墓 地 に か け て 、 御領式土器が ま と ま っ て 出土 し た と い う。

土器 は精製の浅鉢 や深鉢 、 粗製の 深鉢 の ほ か に壷 形ら し い残欠 も あ り 、 偏平 な打 製石 器や磨製石 器が 出土 し 、

B 地点の北寄 り に は三万図 式土器 も 出土 し て い る。 ま た、 土偶 や紡錘車 形土製品 な ど も採 集 さ れ て い る。墓

地 の近 く で は竪穴住居 跡 の 断面 2 か所が確認 さ れて い る。 断面から採 取 し た 土器 は御領式を主 と し 、 他 に 横

線文 に押点を配 し た三万 田式の精製浅鉢 破片一点が あ っ た と い う。

鶴羽 田遺跡から は、 出土 し た安山岩 製の石 器が多 く 出土 し て お り 、 そ の石 材 の供給 地 と 考えら れ る の が二

子 山石 器製作所遺跡で あ る。 こ の遺跡 は、 菊池 郡西合志町 に所在 し 、 国 指定史 跡 と な り 、 保護 地 と さ れ整備

さ れ て い る。 こ の遺跡 は 昭和 6 年、 坂本経尭 氏 (肥 後考古学 会長) 、 故 大塚了城氏 に よ っ て 注意 さ れ て い た

も の で、 昭和 39年 に 遺跡分布調査で再発見 さ れ、 西合志町 教育 委員会 に よ り 昭和4 0年から4 6年 の六 年間、 第

四次調査 ま で実施 さ れ て い る。 そ の結果、 こ こ に は金峰 山系溶岩 の玄武岩 質安山岩 の露 頭が あ り 、 こ こ で石

器の素 材 を露 頭面から は ぎ取 り 、 打 製石斧 の製品や半製品 を製作 し て い る こ と が明ら か に さ れ た。 さら に主

に偏平 の打 製石斧 や十字 形石 器が製作 さ れ て お り 、 製作 さ れ た石 器 は西合志町 は も ち ろ ん、 西 は熊本市 四方

寄町 、 鹿本郡植 木町亀甲 西、 同色出 を結ぶ 国 道三号線を境 と し 、 東 は菊池 郡旭志村岩 本、 湯舟 、 大津町 鳥塚

を結ぶ鞍岳 山麓 を 限界 と し 、 北 は菊池 郡七城町 一本松 、 菊 池市毛 足から伊野 遺跡へ と 伸 び、 菊池川水系を境

と す る お よ そ 半径15回 に供給 さ れて い る こ と がつ き と めら れ て い る。旭志村 ワ ク ド石 遺跡や澗 水町 三万田遺

跡から 二子 山系 の石 器が お び た だ し く 出土 し て い る。 と こ ろ が、 阿蘇 郡西原村 の 各遺跡、 熊本市 新南 部遺跡、

太郎迫遺跡、 健軍 上 ノ 原遺跡等から も 多 く の打 製石 器が採 集 さ れて い る が、 二子 山系石 器 は見 い 出せ な い と

い う。 こ の こ と は、 本遺跡の 様相 を探 る 上で興 味深 い こ と で あ る。

鶴羽 田遺跡を含 め た熊本平野 周辺 に お け る縄 文時代 後晩期 の遺跡 は、 急 激 に 遺跡が発展 し て い く こ と や大

規模な 集落遺跡の展開、 長期間 に わ た っ て遺跡が形成 さ れて い る 一方で、 あ る 時期 に途絶 え る 時期 が あ っ た

り と 一様で は な い よ う で あ る。 さら に非常 に広範囲 に わ た る斉 一的な土器 の 分布 な ど、 伝播 と い う だ け に と

ど まら な い 遺跡聞 の つ な が り 、 移動 を含め た 定住 の 問題 な ど今後考 えら れ る べ き こ と が多 々 あ る よ う で あ る。

O弥生時代

弥生 時代 に な る と 、 遺跡の あ り 方 は大 き く 変化 し て い く よ う で あ る。縄 文時代 の 晩期末 に な る と 、 こ れ ま

で台 地上 に 多 か っ た 遺跡が低地 に 営 ま れ始 め る。 一方、 丘陵 地 に も そ の 時期 の 遺跡が全 く な く な る と い う わ

け で は な い。 そ れ は食 料生産 基盤が水稲 に変化 し た弥生 時代 に お い て、 水 田 と し て利用 で き る 土地が極 め て

限定 さ れて い た 状況を考 え れば当 然で あ る の か も し れ な い。 た だ、 県 内 で縄 文時代 晩期から 弥生 時代 前期へ

と つ な が る 時期 を 明 確 に 押 さ え た遺跡の調査が そ れ ほ ど な さ れて い な い た め、 そ の 聞 の事情 を正 確 に知 る こ
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と は で き な い。

中期 に な る と 、 徐 々 に遺跡の状況が明ら か に な り 、 低地から 平野 の奥 ま で遺跡 の 分布が広が る よ う で あ る。

さら に後期 に な る と 集落遺跡 は急 に増加 し て く る。 近年の緊急 調査 に お い て か な り の 後期集落遺跡が発掘 さ

れて い る。 五丁中原遺跡の 環濠 集落 な ど は こ の時期の遺跡で あ る。 さら に こ の遺跡で は 時期 が や や不 明確 な

がら 大型の掘 立住建 物 も 出土 し て お り 、 い わ ゆ る 「倭 国 大乱」 に関係 す る 集落 と し て い か な る役 割 を持 っ て

い た の で あ ろ う か。

鶴羽田遺跡で は、 わ ずか な がら 中期 と 後期の土器片が出土 し て お り 、 さら に 以前 こ の遺跡台帳 に い う 「鶴

羽田遺跡」 の 範囲 内 から銅文 が出土 し て い る こ と な ど を考え併せ る と 、 こ の近 く に 弥生 時代 の遺構が存在す

る 可能性 は大 き い。 周辺 の 遺跡 に つ い て具体的 に み て み た い。

梶 尾遺跡群 は、 熊本市梶 尾町字 中尾原一帯で、 坪井川上流左岸 に 位置 し 、 縄 文早期から 中世 ま で の複合遺

跡で あ る。 こ の遺跡群 は 今回 調査 し た 鶴羽 田遺跡 に近接す る も の で、 梶 尾遺跡、 甲佐 大明神遺跡を併せ た も

の で あ る。 近年の発掘調査 に よ っ て弥生 時代 を主 体 と す る 遺跡で あ る こ と が 明ら か に な っ た。 遺跡南 側 の舌

状台 地上の調査で は、 弥生 後期 の環濠 集落が確認 さ れ、 環濠 約100m 、 住居祉 9軒 が 出土 し て い る。 出 土 し

た遺物 は土器が中心で、 あ る が、 住居祉 の 中 な どから鉄鉱 も 出土 し て い る。石 器類の 出土 は比較 的少 な い。

五丁中原遺跡で は、 弥生 時代 後期 の環濠 集落が出土 し て い る。 環濠 集落 は、 北西 から南東 へ緩や か に傾斜

す る台 地 の東 側 ・ 南 側 を 幅 4 m 、 深 さ 2 . 5m のV ま た はY字 型 の 条溝 で囲 ん だ も の で 、 条溝 は 調 査 区 内 で 約

250m が検 出 さ れて い る。 集落の 範囲 は少 な く と も 三万d を越 し 、 熊本県下で も 有数 の規模 で あ る。 竪 穴住

居祉 は約80軒 出土 し 、 遺物で は、 小形佑 製鏡 や銅鉱 が 出土 し て い る。 弥生 時代 中期 の 聾棺 群 も 出土 し て い る。

清水町 遺跡群 に は、 楢 山 A - C 遺跡や八景 水谷遺跡が入 る。 こ の二遺跡 は坪井川 を挟む谷 を 隔 て て 約 500m

し か離れて い な い。楢 山 A 遺跡 は 昭和33 年 に 発見 さ れ た聾棺 遺跡で、 尚網 高校 考古学 クラブ や乙益 重隆氏 に

よ っ て調査が行 わ れ、 100基以上の 聾棺 が あ っ た の で は な い か と さ れ て い る。八景 水谷遺跡で、 は 、 昭和3 0年

と 43 年 に道路工事 や 側溝工事 の際 に聾棺 が発見 さ れ、 調査が行 わ れて い る。 最近 で は 、 平 成 4 年 に熊本市 教

育 委員会 に よ っ て 2 度 発掘 調査が行 わ れ、 弥生 時代 後期 の竪穴住居祉 が数件 検 出 さ れ、 同 時期 の集落の存在

が明ら か に な っ た。

小形佑 製鏡 の 出土で知ら れ る徳王 遺跡 は、 平成 4 年 に熊本市 教育 委員会 に よ っ て 発掘 調査が行 わ れ、 弥生

時代 後期 の竪穴住居祉 を20数件 検 出 し て お り 、 清水町 遺跡群 を併せ て坪井川周 辺 の台 地 に は か な り 大 き な 集

落が存在 し て い た と 予想 さ れ る。

0古墳時代

古墳 時代 で は古墳 が そ の 時代 を特徴づ け る も の で、 こ の植 木台 地周辺で も 多 く の 古墳 が知ら れ て い る。楠

野 かぶ と 塚古墳 、 羽 山塚古墳 、 兜 塚古墳 な どが あ る。 こ の う ち 、 羽山塚古墳 は 円墳 で、 昭和 54年 に 周溝 の 確

認調査がな さ れ、 周溝 の 存在が確認 さ れ て い る。

ま た 、 植 木台 地 の 基盤層 に阿蘇 の溶 結凝灰岩 が あ り 、 そ こ の露 頭面 に 多 く の 横穴群 が みら れ る。梶 尾横穴

群、 竹の 下横穴群、 辻 横穴群な ど が あ る。改寄 、 明徳 、 小糸山、 楠野 地区 も 古墳 と 横穴群 と から な る 地域 で

井上横穴群、 宮 尾横穴群 な ど が あ る。

JR 鹿児島 本線 の 線路 に面す る釜 尾丘陵 の末端 に は国 指定史 跡釜尾 古墳 を は じ め と し て 、 扇 田 横穴群、 橋

口古墳 な ど が あ る。釜尾 古墳 は 直径約18m 、 高 さ 6 m 前後の 円墳 で、 内部構造 は羨 道 が い ち じ る し く 長 く 、

石室 の平面形が三味線胴形の正 方形を呈す る 横穴式石室 で あ る。装飾 古墳 で、 石室 内 部 に は双脚 輪状文、 放

射 状 の 突起 を つ け た 同心 円 文や三角 文の彩 色がみら れ る。

先 に述 べ た五丁中原 遺跡群 で も墳丘 を持つ 古墳 群が確認 さ れ て お り 、 方形周溝墓 と 円墳 で構成 さ れ、 計22

基が出土 し て い る。 中 に は周溝 外径が45m に達 す る 円墳 も あ る。主 体部 は ほ と んど が農 地造 成で破壊 さ れ、
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第2節 歴史的環境

そ の 際 に 人骨 や万剣 類が出土 し た と い う。

こ の古墳 を残 し た人 々 の 集落跡 はい ま の とこ ろ は っ き り し て い な い が、 近辺 に 存在 し てい る も の と 思 わ れ

る。

O歴史時代

近年 の調査 に よ っ て、 徐 々 に律令 時代 以降の歴史 時代 の遺跡 も姿 を現 し始 め た。

太郎迫遺跡で は、 先 の縄文時代 の遺構 に 加 え て、 奈 良・ 平安時代 及 び鎌倉 時代 か ら室 町時代 に か け て の造 物

も 出土 し て お り 、 掘立柱建 物群や土壌墓 な どが検出 さ れて い る。

五丁中原遺跡で は、 8 世紀の カ マ ド 付 き 竪穴住居祉 群、 中世 の掘立柱建 物群 な どが検出 さ れて い る。

八景 水谷 遺跡で は、 奈 良 ・ 平安時代 の遺物・ 遺構が検 出 さ れ て お り 、 特 に遺物 はへラ 描 き の 土師 器や 回転

へラ ミ ガキ の土師 器、 金属 器 を 模倣 し た須恵 器がみ ら れ る な ど、 当 時こ の地域が単な る 集落で な く 官 的 な 施

設 の 存在 し た 地域で は な か っ た か と推 測 さ れて い る。
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第E章 調査に至る経緯

第E章 調査に至る経緯

第 1 節 調 査 に至る経緯

鶴羽 田遺跡 は、 県 の遺跡台帳 お よ び熊本市 の遺跡地図 に よ れ ば、 熊本市 ( 旧北部町) 梶 尾町から 鶴羽 田 町

に か け て広が る 遺跡 と し て範囲 が設定 さ れ て い た。一 方菊池 郡西 合志 町で は遺跡 と の認識 はな さ れて い な か っ

た。 こ の付近で は、 早 く から 地元 の 人 々 に よ り 遺物の採 集 な どが行 わ れ て い た。

熊本県住宅供給公社 は、 熊本市梶 尾町鶴の原から西 合志 町須屋字梶 尾原 の畑 地 に お い て 分譲住宅 地 の造 成

事業 を計画 し た。 こ の こ と に つ い て西 合志 町 に打診 し た と こ ろ西 合志 町教育 委員会 の浦 田信智氏 に よ り当 概

地が熊本市 の遺跡内 に 入 る の で は な い か と い う 指摘があ っ た。 そ こ で公社 は、 熊本市 に遺跡の 有無 を 確認 し

た と こ ろ 、 鶴羽 田遺跡 の 範囲 に 入 る こ と が わ か っ た。 ま た 、 熊本県 の 方 に も連絡 が入 り 、 遺跡の 確認調査 が

指導 さ れ た。 確認調査 は県が行 う こ と と し 、 遺跡の広が り が両市 町 に ま た が る事 が予想 さ れ た た め 、 本調査

に つ い て は 出土状況 に鑑 み当該 教育 委員会 と協議 す る こ と と な っ た。

確認調査 は、 西 合志 町教育 委員会・浦 田信智氏 、 熊本市 教育 委員会松村 真紀子氏 及 び竹 田宏司氏 の 立 ち 会 い

の も と 、 坂 田 が平成 8 年 4月 22日 -25日 に 行 っ た。

調査 は、 調査対象地 に 対 し て任意 に 確認坑 (以下トレ ン チ) を設定 し 、 重機 を使用 し て掘削 し 、 更 に 作業

員 に よ り 精査 を 行 っ た。トレ ンチ は畑 の大 き さ に よ り 2 か所 から 4 か所 程度 設定 し た。 遺物や遺構 の 確認で

き た地点 に つ い て は、 よ り密 接 にトレ ン チ を設定 し た。

調査対象区 に42か所のトレ ン チ (付図 を参照) を設定 し 掘削 し た と こ ろ 、 次 の よ う な 結果 を得 た。 以下 に

報告文から抜粋 し て記す。

ま ず、 確認トレ ン チ の掘削深度 は、 基本的 に 明褐色粘質土層 (四 層) が確認で き る ま で と し た。 確認トレ

ン チ から わ か っ た基本層序 は、 次 の通 り で あ る。

I 層 表 土 (耕作土)。 並 び に /若 し く は客 土。

IIa 層 黒色土 (黒ボ ク)。軟ら か く 粒子が細か い。

IIb 層 暗 褐色土。 や や 粘性 を帯 び赤 み が あ る。 こ こ で は、 縄 文時代 晩期 の遺物 を 多 く 含 む。

E 層 暗 褐色土。 IIb 層 よ り も 明 る い。 アカ ホ ヤ の二次 堆積層。

Na 層 暗 褐色土。 部分的 に確認で き る も の で、 アカ ホ ヤ の染 み込 み とNb 層 へ の漸移 層。

Nb 層 黒褐色土。 粘性強 く よ く 締 ま っ た層。

Va 層 暗 褐色土。 粘性強 い。

Vb 層 - 黒褐色土。粒 子の細か い土で や や クラッ ク が入 る。

Vc層 暗 褐色~灰 褐色砂質土。 よ く 締 ま り 、 細砂粒子 を 多 量 に 含 む。 AT を含 む。

羽 層 黒褐色~暗 褐色土。場所 に よ っ て色が若干 異 な り 、 こ の 層 の 判別 が不 可能 な場 所 も あ る。

クラッ ク が入 る。

w 層 暗 褐色 粘質土。 よ く 締 ま り 、 場所 に よ っ て は上層 と一 体 と な るo

w 層 明褐色粘質土。 よ く 締 ま り 、 わ ず か に 砂離 を含む。

こ れら のトレ ン チ の う ち 、 遺構若 し く は遺物 の 出土を21カ所 で確認 し た。 こ の う ち 、 多量の縄 文時代 後 晩

期 の土器片 な ど の 出土があ っ た の は、 工事 対象区の西側 に予定 さ れ て い た貯水槽 の部分で あ っ た。 そ の 付近

のトレ ン チ で は表 土面から1 5cm -20叩 ほ ど の深 さ で遺物が出土す る 面 と な る。 こ れら のトレ ン チ の 一帯 は 、

西 方向 に 伸 び た丘陵 部が南側 に や や傾斜 す る 地点で あ り 、 こ れ よ り更 に南 に 遺跡 の 範囲 が広 が っ て い く と 予

想 さ れ た。

一方 、 道を挟んで一段降 りた場所の各トレ ンチでも遺 物がIIb 層 の上 面に集中 す る 傾向 で 、 わず か な がら
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第2節 調査の組織

出土 し た。 こ こに も 遺物が出土す る こ と は、 東 か ら西に入 り 込む開析 谷の地形に周辺 か ら 遺物が流れ込ん だ

も の と 判断 さ れ、 遺物 の 入 り 込み方か ら 、 こ の調査区 よ り も更に北東 側 あ る い は北側に 、 周 知 の 鶴羽 田遺跡

と は別に遺跡の あ る 可能性 も で て き た。

以上の こ と か ら 開発予定域の遺跡の広が り は熊本市 側 で の み確認 さ れ、 西 合志町 側 ま で及ん で お ら ず、 工

事 対象 区 の う ち 約6， 000rn' Iこ遺跡が残 っ て い る こ と が わ か っ た。 そ こ で、 遺跡の現地保 存 を協議 し た が 、 工

事 の工 程上 ど う し て も 計画変更 が不可能 な部分で あ る 約4， 000rn'に つ い て は最終的に は 本調 査 が 必要 と な っ

fこ。

そ の後、 調査の工 程に つ い て熊本市 と 県 は協議 を行 い、 県で本調査 を す る事 と な っ た。

県 は平 成 8 年10月 1日 付 け で住宅供給公社 と 調査の委託契約 を結び、 1 1月 よ り 本調査に着手 し た。

第 2 節 調査の組織
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岸 本誠司
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川 口 久司
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第E章 調査の方法と経過

第E章 調査の方法と経過

第 1 節 調査の方法

調査 の 開始 に 際 し て、 主 た る 調査対象 区 は 2 区 に 分かれ、 大 き く I 区、 E 区 と 命名 し た。 以下 に次 の 方法

で調査 を行 っ た。

1 表土剥ぎ
調査区が 2 つ に 分 けら れ る た め 、 表 土剥 ぎ作業 も 2度 に 分 け て行 っ た。 最初 に I 区 を 重機で遺構 の 確認、層

で あ るE 層上面 よ り や や 上 ま で剥 い だ。 I 区 の調査が あ る 程度 進展 し た 後 に 、 E 区 の表 土剥 ぎを行 っ た。

2 調査区の設定

調査区 は、 I 区 を基準 と し て設定 し た。 I 区 は当 初から 遺構 と 遺物 の 多 く 出土 し た西 側 の 一帯で あ る。 I

区 に つ い て は調査区の範囲 は確認調査 に よ っ て設定 し た。

E 区 は、 北 側 の部分 は、 大部分が 1 メ ート ル以上の客 土 を のせ て造 成す る と い う こ と で、 道路 予定地の う

ち 地下 に 埋設物が予定 さ れ て い る 部分 に つ い て の み調査を行 っ た。

I 区 を 中 心 に 各 グリッ ド に 名称 を付 け た。 ま ず、 I 区の東 の 端 よ り西 へ番 号 を 1 ・ 2 ・ 3 … と ふ り 、 I 区

の北から南 へ A ・ B ・ C… と 記号 を ふ り 、 そ の組み合わせ で、 グリッ ド 名 を設定 し た。 と こ ろ が、 H 区 の 調

査の こ と を十分考 え ず に記号 を ふ っ て し ま っ た た め、 E 区 は I 区の北 側 に 位置 し 、 ア ルファ ベット で は設定

がで き な く な っ た。 し か し 、 ア ルファ ベット で通す こ と に し て い た の で、 あえ て 今度 は南 北方向 で A から北

側 に 向 け てZ ・ Y ・ X… と逆 に降 る こ と と し た。 こ れ は先 を見 越 さ ず に 設定 し た 調査者の誤 り で あ る。 ( 第

3 図)

3 実測の方法

遺構の実測図 は 、 遺構 と 認識 し た段階で行 っ た。 た だ、 造 物だ け の 出土状況 も 図化 し た場合 も あ る。 遺構

図 は原則的 に A 2 の方眼紙 に 20分 の l で描 く こ と と し 、 特に細か く 図 を と る 必要が あ る と き は、 10分 の 1 、

5 分の 1 な ど も採 用 し て い る。 基本的 に グリッ ド ご と にメッ シュ を水糸 で張 り 、 実測 し た。 基本的 に遺構 ご

と に 実測す る よ う に し て い る が、 遺構同士 の切 り合 い関係 を示 す た め 、 複数の遺構を一枚 の 図面 に表 現 し た

も の も ある。 埋土 の堆積状況 は基本的 に遺構 ご と と し 、 遺構の切 り合 い が あ る場合 、 一つ に ま と め た も の も

あ る。

4 遺構の調査方法

違 構 は基本的 に 確認 し た面 で遺構 の確認線 を号| き 、 遺構全体を十字 に 分割 し 、 そ の 十字 線 に沿 っ て 幅20cm

の土層確認のベ‘ ルト を設定 し 、 ベ ルト を残 し な がら 遺構内部の掘削 を行 っ た。掘削 に際 し て は、 移植 ゴテ を

使用 し て遺物を残 し な がら掘 り 下 げ を行 い 、 さら に土器片 の集中部分 で は竹 ベラ や竹串 な ど を利 用レ慎 重 に

調査を進 め た。

住居 跡での床面 の 検 出 は、 硬化面が確認で き た と こ ろ は そ の面で整 え、 床面直上の 遺物 は残 し 、 遺構 の 平

面図 に描 き こ ん で い る。 炉穴 も し く は焼土坑 が確認 さ れた場合 は さら に 十字 に 分割 し 、 や は り ベ ルト を残 し

掘 り 下げ た。 そ の 時点で平面図 と断 面図 を描 き 、 ベ ルト を は ず し た 後 に 、 柱穴 の 確認 を行 っ た。

図化 し た 遺物 は番 号 を ふ り 、 一点 ご と に すべて光波測距儀 を利 用 し たト ータ ル ステ ー ショ ン に よ っ て取 り

上げ、 遺物 の三次元処理を行 え る よ う に し た。

こ れら の 作業 を終 え た 後 に 、 完掘 状況の写 真 を撮影 しー 遺構 に つ い て の一連 の作業 を終わ っ た。

第 2 節 調査の経過

本調査 は、 平 成 8 年11月 20 日 から I 区 の表 土剥 ぎ作業 に よ っ て始 ま っ た。
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調査の経過第2節

調査員 は坂 田 ・ 北原 ・ 前川 が 中心 とな っ た が、 途中北原が 他 の現場 に移動 し た り 、 臨 時的 に 荒木 ・ 阿 南が

加 わ っ た り し た。

作業で は最初 の表 土剥 ぎを行 っ た I 区の方から グ リ ッド単 位 に 精査を行 い遺構確認作業 を進 め た 。

こ こ で は、 多 く の竪穴遺構が出土 し 、 し か も切 り 合 い関係 にな る も の が多 か っ た た め 、 そ の関係 を つ かむ

の に 多 く の時間 と労力 を要 し た 。 そ の 結果、 竪穴住居跡 と 思わ れ る 竪穴遺構 を かな り 確認で き 、 集落の一部

の可能性がで て き た。

ま た 、 そ の遺構 に 伴 う 土器 も 多数出土 し た。 調査当初 に土偶 が 出土 し 、 そ の 後 の 作業 の励 み とな っ た。 石

棒 や も う 一点 の 土偶 の 出土な ど、 かな り 内容 的 に は重要 で あ っ た。

E 区 に つ い て は、 I 区 の 作業 の 合 聞 をぬ っ て表 土剥 ぎ作業 を行 っ た。 そ の 後、 I 区の 作業 が一段落付 い た

時点で精査作業 に 入 っ た。 E 区の遺構密 度が薄か っ た た め、 調査 の 中心を I 区 に 置 き 、 E 区 は I 区の 作業 の

聞で調査を進 め る こ と と し た。

最終的 に は、 平成 9 年 4月 16 日 に調査 は完 了 し た。

調査の 行程 は下図 の通 り で あ る 。
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第W章 層序と遺構・遺物の検出状況

第N章 層序と遺構・遺物の検出状況

第 1節 層序

1 層序区分

す で に 調査 に い た る経 過で も述 べ た よ う に 、 こ の調査区 の層序は大き く 、 I 層 ・ lIa 層 ・ IIb 層 ・ E 層 ・

IVa 層 ・ IVb 層 ・ Va 層 ・ Vb 層 ・ Vc層 ・ 羽 層.VlI層.vm層ま で を試 掘段階 で確 認 し て い る 。

今 回 の調査 に お い て、 遺構な ど の 確認を行 っ た のは 、 E 層 の 上面 で あ る 。

2 基本層序 (第 4 図)

確 認調査で得ら れ た 資料 と 調査終盤 に以 前の確 認 トレ ンチ 3 ヵ所 を精査 し て得ら れ た 層序 の情報 から 遺跡

全体を見通 し た 基本層序 を設定 し た。(第 4 図)

こ れら の基本層序は 、 確 認調査 に際 し て の 資料 と 調査区全域 の状況を見通レ決 定 し た も の で あ る が、 地 形

的な 変化 や人為 的な改 変 に よ っ て欠知 し た り 、 付 け 加 わ る 層 も あ る 。 以 下各時代 ご と に そ の あ り 方を 見 て い

く こ と に す る 。

鶴羽 田遺跡の調査区の大部分は 、 縄文時代 の後晩期 の確 認面 で あ るE 層 から 遺物が含ま れて い る 。 遺物だ

け で は あ る が、 旧石 器時代 の ナ イ フ 形石 器や早期 の土器片 も 出土 し て い る の でW 層 に も 遺物 の 存在が有 る 可

能性は あ る が、 確認トレ ンチ に よ れば 、 A 、 B ーし 2 グ リ ッド 付近 で早期 の遺 物 が 出土 し て い る 。 し か し 、

今 回 の調査では そ の層ま では 時間 的な制約 に よ り できな か っ た。 し た が っ て、 こ の 鶴羽 田遺跡 には 、 少な く

と も 早期 の段階 で 人 々 の生活 が営ま れ た 可能性は大き い。 そ の 後、 縄文時代 の 中期 に 一時人 々 が通過 し た 可

能性がー画 から 出土 し た阿 高式土器から窺 うこ と が でき る 。 し か し 、 遺跡の 中心時期はm 層 に 遺構 を 記 し た

縄文時代 後期 末 の御領式土器 を持 っ た 人 々 で あ ろ う 。

1-11 a 

11 b 
111 

IVb 

V a  

Vc 

Vld 
e-
a 

w一
w

I 周・表土層，耕作土。灰褐色をしており、小石まじりのいわゆる耕作土である。部分的には客土も

みられる。厚さは5-10 叩前後を測る。

U a層・黒褐色土周.いわゆる黒ポク厨で、軟らかく粒子が細かい。 I屈と分餓できないところもあり、

約1O-30cmを測る。第E調査区の堆積の厚いところでは、50皿ほどのところもある。

Ub層白黒褐色土厨 Ua層と同じく黒ポク層であるが、やや粘性を幣び赤みがある。第I調査区、第E

調査区ともに、 縄文時代後・晩期の遺物を含む厨であるが、第E調査区では量的に少ない。

E 層.暗褐色土層，やや黄色みを帯びた層で、乾くと更々Lたアカホヤ包含層である。 遺構確認面を

この厨のI:ï萄とLたが、遺構はUb層の途中から掘り込まれているようである。厚さは10田を

測る。この中にもわずかながら造物が混入している。

IVa層・暗褐色粘質土居， アカホヤの染み込みがあるが、 k層よりもLまりが強い土闘でIVb層への漸移

厨である。ここには縄文時代早期の押型文士器や塞ノ神式土器が本来包含されると思われる。

l早さは5-10四ほどである。

IVb眉白黒縄色給質土居，しまりが上層よりさらに強くなり、乾くと堅く締まり亀裂が入る。無造物居。

この届からVI層までがいわゆる「昔土」と呼ばれる。厚さは10-15叩ほどである。

Va層・暗褐色土問，粘性があり、よく締まったプロッテ状の土を含む。l事さは10皿ほとがである。

Vb庖 黒褐色土厨;白色砂粒をわずかに含み、所々にプロyク状の土を含む。上厨よりも粘質が強〈、

いわゆる暗色帯と呼ばれる層であろうか。厚さ5-15叩をìJllJる。

Vc層.暗褐色士J薗.よく締まり、クラックが入り、0.05阻大の白色の細砂粒子を多盤に含み、ガラガ

ラLている。黄色パミスの細粒子と火山ガラスが大畳に含まれており、AT包含層か。厚さは約

20-25c回ほどを測る。

羽a層 暗褐色土層;上層よりやや暗い。クラックが入り、 上崩と性質は似るが、 k層の白色砂粒状の

火山 灰は含まれていなし、。厚さは5-10皿をiJlI同。

羽b周.黒褐色土厨;粒子が細かく、乾くとサラっとしている。l事さは10 叩前後を測る。
羽c周 晴褐色土居; H音褐色土厨・ ややクラックが入り、粘性がでている。I事さはIOcmほどを測る。

羽d層・暗褐色粘質土:粘性がやや強い。部分的にみられ、厚さ 5-lOcmを跡見。

VIe層田暗褐色粘質土;粘性が強くクラyクが入る。厚さは5-10cmを測る。

VUa層:明褐色粘質土居;赤色粘性ローム層。よく締まり、わずかに砂礁を含む黄褐色ローム層である。

第4 図 遺跡層序模式図
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第 2 節 遺構 ・造物 の検出状況

そ の後、 第 E 層 の 黒ボ ク 層 の 形成 さ れ た 時期 には あ ま り 目 立つ た遺構は 検出 さ れ て いな い が、 一人が歩 け

る 程度 の 道は 形成 さ れ た よ う で あ る 。 た だ、 こ の層は 第 E 調査区の堆積 に比べて、 非常 に 薄 く な っ て い る 。

こ れは 、 第 I 調査区 自 体が畑 と し て利用 さ れ る う ち に耕作や削平な ど の 地 形的改 変 を受 け た も の と 思 わ れ る 。

そ の た め、 本来 E 層 の下部 には よ く 見ら れ る包 含層が ほ と ん ど残 っ て いな か っ た 状況を 示す よ う にな っ た の

で あ ろ う 。

第 2節 遺構 ・遺物 の検出状況

遺構の 検 出は 、 本来は そ れ ぞ れ の 時代 ご と に当 時の地表面 で確認すべ き で あ る 。 し か し 、 こ の 作業は 非常

に 困難な 場合 も 多 い。 今回の調査では期 間 の制約 があ っ た こ と も あ り 、 確認調査 に お い て遺物が 出土 し 、 焼

土 も みら れ た班 層上面 を第一の遺構確認面 と し て そ の や や上 ま で重 機 に よ っ て上土 を除去 し て から 確認を行

い始 め て い る 。 そ の た め、 E 層 よ り 上 に あ っ た と 思わ れ る近世以降 の遺構は 完全 に 無視 し て い る 。 ま た、 縄

文時代 早期 の遺構検 出は 時間不足で不十分 に終わ っ た。 こ れは 、 確認調査段階で早期 の土器の 出土を確認で

きな か っ た こ と に よ り 、 調査期 間 の設定を し て いな か っ た こ と に よ る も の で あ る 。

縄文後期以降 の遺構の 検 出 に関 し ては 、 第 E層上面 で行 い 、 ほ ぼ確認で き る 限 りは把握 し た も の と 思 っ て

い る 。 遺構を 検 出 す る に際 し ては 、 包 含層 が ほ と ん ど無 く な っ て し ま っ て い る こ と に追 う と こ ろ が大 き い。

すな わ ち 、 遺物が集中す る 部分 と 焼土 の あ る 部分が遺構の可能性があ る と い う こ と で精査 し て い く と 、 果 た

し て遺構が確認で き る わ け で あ る 。 し か し 、 い つ も そ う う ま く い っ た わ け ではな い。 単 に 地 形的な 落 ち 込 み

に 遺物が堆積 し て い る 場合 も あ る から で あ る 。 そ の よ うな こ と を考慮 しな がら慎重 に調査を進 め た 。

遺物は 、 先 に 述 べ た よ う に 地 形的な 落 ち 込み の場合 に も 出土す る が、 遺構の 場合 の 出土す る率 が高 か っ た。

出土 し た 遺物は ほ と ん ど が破片で、 意図的 に捨 てら れ た よ うな と こ ろ は少な か っ た よ う で あ る 。 た だ、 い く

つ か の住居 跡では ど う し て も 意図的な配 置がな さ れ た も の と 思わ れ る も の が あ っ た。 こ れ に つ い て は遺構の

と こ ろ で詳述す る 。

ま た 、 遺構の 深 い と こ ろ で は遺物の堆積状況 に よ っ ては 層 的 に 分離で き そ うな と こ ろ も あ っ た。 た だ、 現

場 で の詳細な 検討は行 えな か っ た。

- 16 -
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第V章 調査の成果

第 1節 旧石器時代の遺物(第 5図)

本遺跡 で は、 明ら か に 旧石 器時代 の も の と考 えら れ る 遺物 は l 点の み で あ る 。 もう 1 点 こ の 時期 の遺物 と

し て も よ か ろう と 思わ れ る も の が あ り 、 共 に記述 す る 。

ま ずS - 001 は、 C - 2 グ リ ッド から 出土 し た ナ イ フ 形石 器 で あ る 。 出土 し た 層 は、 縄 文 時代 後期 の包 含

層 に あ た るll b -m 層上面 付近 で あ っ た。 安山岩製 で、 長 さ 4.6 c皿、 幅1 .7cm、 厚 さ1 .1 cm を 計 る 。 横長 の剥 片

を利 用 し 、 右側 縁下半部 に は裏面 から 、 左側 縁 に は裏面 に 加 え て 、 稜 上から も刃潰 し 加工 を施 し て い る 。 先

端部 は欠損 し て い る 。 裏面 は剥 離面 を そ の ま ま 残 し て い る 。

もう1 点 の 8 - 002 は、 B - 2 グ リ ッド の 後世 に掘ら れ た イ モ穴中から 出土 し た 黒曜石 の剥 片 で あ る 。 長 さ

2 . 05cm、 幅1 . 2 5c皿、 厚 さ O.4cm を計 る 。 両端 は欠損 し て い る た め 本来 の 長 さ は 不明 で あ る 。 両側 縁 に は使用 痕

と 思わ れ る 微細な剥 離痕が顕著 に認めら れ る 。 何 か付着 し て い る た め 、 器表面 の 様子が不明確で あ る が、 細

石刃 の 可能性が考 えら れ る 。 幅が細石刃 と し て は や や広す ぎ るきら い は あ る が、 こ の側 縁 に つ い た使用痕 は

縄紋 時代 後期 の も の に比べて細か く 、 旧石 器的な特徴 を持つ た め こ こ で取 り 上 げ た 。

こ の調査区内 に は複数 の 確認 トレ ンチ を あ け て い る が、 他 に こ の 時期に と もなう ような 遺物 は 出土 し て い

な い。 層序 の と こ ろ で も 触れ た が、 こ の遺物の 含 ま れ る と 思わ れ る 層 はIV層から V 層 に か け て で あ り 、 かな

り良好 に 層序 は残 さ れ て い る 。 今 回 の調査域 に近 接 し て遺跡 の 存在す る 可能性 は大き い 。 さら に 今 後 の 調査

状況 に よ っ て は さら に類例 は増 え 、 本来 の遺跡 が確認 さ れ る の で はな い か と 思わ れ る 。

第 2節 縄文時代の遺構 と遺物

1 縄文時代の遺構

(1 )竪穴遺構 ・ 土坑

本遺跡 で は、 縄文時代 後期 末 の 御領式土器の時代 を 中心 と し て、 そ れ以 前 の 早期 の 押型文土器や塞 ノ 神式

土器、 前期 の轟 式土器、 後期 の三万 田式、 太郎迫式、 御領式土器、 晩期 の 天城式土器な ど が 出土 し た。 そ の

分布域 は、 い く つ か に 分 けら れ る 。 そ の 中 で、 遺構 と の関係 で とら えら れ る の は、 御領式土器 の 時期以降 で

あ る 。

ζご〉 5-002 

5-001 

ム 。 5cm 

第5 図 石器実測図 (1 ) 



第 2 節 縄文時代の遺構 と造物

早期 から 前期 の土器 は、 主 に調査区の西側 の地域 に集中す る 傾向 が あ る 。 ま た 、 後期 後半 の 土器 も そ の 傾

向 に似通 っ て い る 。

後期 後半の土器( 三万 田式、 太郎迫式) は第 I 調査区の西側 で あ る A - 1 ・ 2 . B - 1 ・ 2 . C - 1 ・ 2 グ

リ ッ ドな ど に 限ら れ る 。 ま た 、 こ の付近 は調査の当初住居跡 を想定 し た場所 で あ り 、 遺物が や や集中す る 場

所 も あ り 、 何ら か の 遺構が あ っ た 可能性 は あ る が、 検 出 す る こ と がで きな か っ た。

縄文時代 後期 末( 御領式) の遺構 は主 に A ・ B ・ C - 3 - 5 、 A ・ B ・ C - 7 - 9 に集中 し 、 多 く の住居

跡 と 土坑が確認 さ れ た 。 た だ、 そ の分布域 が大 き く 2 箇所 に分か れ る が、 そ れ ぞ れ若干 の 時期 差 も し く は遺

構の性格差 が あ る よ う で あ る 。 以 下 に そ れら の こ と を踏 ま え て詳述 す る 。

ま ず、 遺構番号 に関 し て、 調査区全 体 で の凡例 を大 ま か に述 べて お く 。 遺構番号 は確認で き た遺構から 順

に 番号 を振 っ て い っ た た め に 位置 や遺構の 種類に統一性がな い。 ま た、 当初 遺構 と し て とら え て い た も の の

調査を進 め る う ち に 地 形的な 落 ち 込み に過 ぎな か っ た と し て削除 し た も の、 調査途中 に 確認で きな く な っ た

も のな どが あ る 。 そ れら の遺構の 番号 は消滅 し た状態にな り 、 遺構番号が飛ぶ 結果 にな っ た。 こ れ は す べ て

の 時代 に渡 っ て い る 。

縄文時代 の 竪穴遺構が I 区から 多 く 出土 し て い る 。 こ れら の竪穴遺構 は、 住居跡 と 考えら れ る も の と そ の

他の土坑 と 考えら れ る も の に大 き く 分 けら れ る 。 調査時 に は竪穴遺構の う ち い く つ か の 条件 を備 え た も の を

竪穴住居跡 と とら え た。 そ の条件 と は、 炉跡 の有無 ・ 掘 り 込み ・ 床面 の状況 ・ 住跡 の 有無や状態な ど に よ っ

て竪穴住居跡 と そ れ以 外 と に 分 け た。 遺構の名称と し て は、 住居跡 をíSI - J の記号 を付 し た 番号 と し 、 そ

れ以 外 をíSK - J の 記号 に番号を付 し た。 ま た 、 焼土を伴 う 土坑が出土 し た が、 こ れ は 性 格 が は っ き り し

な か っ た た めíSX - J の記号 を付 し た。

遺構の配 置 は偏 り が あ り 、 大 ま か に 2 つ のブロッ ク に 分 けら れ る 。 A' B ・ C の 2 ・ 3 グ リッ ド と A ・ B ・

C の 5 ・ 6 ・ 7 の部分で あ る 。 こ の 2 つ のブロッ ク に含 ま れ る 遺構 に も 若干 の違 い がみら れ る 。 そ れ は西側

の遺構群が東側 の遺構群 に 比較 し て大 き い と い う こ と で あ る 。 こ れ は遺構の 認識 状況 の 差 に よ る 可能性 も あ

る が、 見掛 け 上 は差が あ る も の と 思わ れ る 。

た だ、 調査 し た部分が限ら れ て い た た め 、 南側 の調査区外 に遺構が延 びて い る 可能性が大 き く 、 み て く れ

の 偏 り に は修正 を 加 え る 必要 が あ ろ う 。

で は以 下 に順を追 っ て遺構 の状況を述 べ る 。

081 ー 05

当初 、 B - 1 グ リ ッ ド から C - 1 グ リ ッ ド に か け て楕円形の遺構ら し き 輪郭を確認 し て い た。 し か し 、 ご

ぼ う 作付 け に よ る 細長 い溝 が走 る 旧畑 地 の た め 旧地 形が畝 状 に残 り 、 さら に遺構の 確認層 も 削平 さ れ て い る

よ う で あ っ た。 こ の た め 、 確認作業 を続 け て も 充分 に 遺構の確認がで きな か っ た。 た だ、 硬化 面 と 思わ れ る

面 は一部確認で き た。 こ の一帯 に は遺物が集中す る 傾向 が あ り 、 し か も 炉 か と 思わ れ る 焼土の集中す る 一帯

も あ っ た。 し か し 、 遺構 と し て 明確に輪郭は引 けな い ま ま で あ っ た。 ま た、 柱跡な ど も 確認で きな か っ た。

こ の た め 図 を記載 し て いな い。

081 ー 06( 第 7 図上)

こ の遺構 は調査区の西側 に位置 し 、 C - 6 グ リ ッ ド から C - 4 グ リ ッ ド に か け て検 出 し た。 平面形 は長径

が5 . 2m 、 短径が4.6m を計 る 南西から 北東 に延 び た楕 円形を呈 し て い る 。 遺構検出面から の 深 さ は約 2 - 3

cm で かな り 浅 く 、 ほ と ん ど床面ば か り が残 る 状況で あ っ た。 埋土 も 薄 く 残 る だ け で あ っ た が、 焼土粒 子 と炭

化 物粒 子を 多量 に 含む 明褐色土で、 あ ま り し ま っ て いな か っ た。

硬化 面 は炉の周 り に 部分的 に みら れ た が、 あ ま り は っ き り は し て いな い。 南西から 北東 に延 び た楕円形を

呈 し て い る 。 遺構内 に い く つ か の 浅 い 落 ち 込み は あ っ た が、 い ず れ も 5 cm前後 と ご く 浅 く 柱跡 で はな い と 判
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第 2 節 縄文時代の遺構 と遺物

断 し た。 し か し 、 並 び方 から こ の く ら い の 深 さ で も住 と し て よ い の か も し れ な い。

炉跡 は 中 央 よ り や や南 に位置 し 、 径が約 1 m の 円形を呈す る 地 床炉で あ る 。 床面から の深 さ は20cm ほ どで

あ る 。 埋土の 上面 に は焼土 の 粒子 が厚 く 堆積 し 、 そ の下面 に は焼土 と灰 を含む堅 く 締 ま っ た面 を形成 し て お

り 、 よ く 火 を 受 け て い た こ と が窺 わ れ る 。

OSI - 07 (第 7 図下)

こ の遺構 は調査区の西側 に位置 し 、 C - 7 グ リ ッ ド を 中心に一部 B - 4 グ リ ッ ド にかか る 位置 に あ る 。 81-

06 、 81 - 08 と切 り 合 い関係 に あ り 、 断面観察 に よ り 81 - 06 に切ら れて い る が、 81 ー 08 に は後 続 す る と 判 断 し

た 。

平面形 はNNW -88E 方向 に や や延 びた楕 円形を呈 し 、 長径が5 .7m 、 短径が5. 1m を計 る 。

遺構検出面から 床面 ま で の 深 さ は、 約 6 - 8 cm ほ どで ご く 浅い。 こ れ も 本来 の 遺構 の 掘 り 方で は な く 削平

さ れ た 結果 で あ ろ う 。 住 跡 は一本 だ け 確認 し た。 径が15cm程で深 さ が25cm ほ と・の 円形 の 浅 い も の で あ る 。 他

に も柱 跡の 可能性の あ る も の が あ っ た が、 充分 に確証 が得ら れ な か っ た 。

床 の 硬化面 は炉の東側 に 幅1 . 5m lま ど の範囲 に広 く 広が る 。 一部 は東側 の壁の方向 に延 び て お り 、 入 り 口

の 可能性 も あ る 。

炉跡 は 中 央 よ り や や 西 に あ り 、 長径が110畑、 短径が90阻 の楕 円気味の 落 ち 込 み で、 深 さ は 30 cm ほ ど で あ

り や や大 き め の地 床炉で あ る 。 炉の埋土 は 3 層 に分かれ、 ①層 は 明褐色 の 土で焼土粒子 と炭 化物を含み、 し

ま り が な い。 ②層 は焼土層 の 中心で焼土のブロッ ク を多 く 含 み や や締 ま っ て い る 。 ③ 層 は焼土粒子 を わ ず か

に含み よ く 締 ま っ て お り 、 熱 に よ り 焼 き し めら れ た部分 と 思わ れ る 。

遺構全 体 の 埋土 は細 か い焼土粒子 と炭 化物 を わず、 か に含ん だ や や堅 め の土で、 あ る 。 分層 は で き な か っ た。

81 ー 08 は本遺構 の 西側 を切 っ て い る 。

OSI- 08 (第 8 図上)

こ の遺構 は調査区 の 西側 に位置 し 、 C - 3 グ リ ッ ド から C - 4 グ リ ッ ド に か け て検 出 し た。 81 ー 07、 81 -

06 と切 り 合 い関係 に あ る 。 断面観察 に よ り 81 - 07 に切ら れて い る と 判断 し た。

平面形 は長径が6. 2m 、 短径が5. 2m をi.ll.IJ り 、 南西から 北東 に延 び る楕 円形 を 呈 し て い る 。 遺構検 出 面 から

の 深 さ は約 12cm前後 と 浅 い。 全体的 に大型の も の で あ る 。

埋土 は焼土粒子 と炭 化物 の 粒子 を 多 く 含む土で 明褐色 を呈す、 あ ま り締 ま り の な い土 で あ る 。 炉跡 は遺構

の ほ ぼ中心に位置 し 、 直径が約 70cm の 円形を呈す る 地 床炉だ る 。 床面から の深 さ は、 約 12cm を計 る 。 炉 の 埋

土 は焼土粒子 と炭 化物 の 粒子 を多量に含ん で い る 。 ま た 、 砂粒 も か な り 含 ま れて い る 。 最下面 は よ く 焼 け て

締 ま り 硬化 し て い る 。

住 跡 は 5 本確認 し た。 径が30-40cm程で、 深 さ が床面から 16 -20cm ほ ど の も の で あ る 。 柱 自 体 の 痕跡 は 得

ら れ な か っ た が、 底面 に 径12cm ほ ど の 落 ち 込 み の あ る も の も あ り 、 住 の痕跡の可能性 を示唆 し て い る 。

遺物の 出土 は残存す る 壁面が浅 い た め、 床直の遺物 は非常に少な い。 し か も 遺構内 での接合関係は 少 な く 、

僅か な個数に過 ぎ な か っ た。

OSI ー 1 0 (第8 図下)

こ の遺構 は調査区の西側 に位置 し 、 B - 3 ・ B - 4 グ リ ッ ド を 中心 に 一部 C - 3 グ リッ ド に も かか る。 81-

1 1 と切 り 合 い関係 に あ る 。

直径 は6 .0m -6. 4m を計 り 、 や や不正 形で あ る 。 確認す る の が か な り 困難を極 め 、 一度掘 り 下 げ たラ イ ン

が間違 っ て お り 、 再度土層断面や床面 な どの状態から 確認 し た と こ ろ 、 図 の長波線の よ う に な っ た。 本来の

形 は直径6 .0m ほ ど の 円形で あ る 。

81 ー 1 1 と の切 り 合 い を確認で き ず、 北西側 に若干 掘 り 込み を大 き く し て し ま っ た 。 遺構検 出面から の 深 さ
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第V章 調査の成果

は 10cmから 20cm程で あ る 。 埋土 も 81 - 11 と の関係 から わ か り に く か っ た が、 焼土 と炭化 物 の粒 子が混 じ っ た

締ま り の な い 明褐色土 と そ の下 層 の 暗褐色土で あ る 。

床面 も 硬化 面が確認で き ず、 や や掘 り 過 ぎ た 可能性 が あ る 。 住 穴 と 思わ れ るピッ ト は 3 つ 確認 し た が、 は

た し て こ れで建 つ の か疑問 で あ る 。

炉 は 2 つ 確認 し た が、 い ずれ も 中心 よ り 南西 に 偏 っ て い る 。 中心 に よ り近 い 方が81 - 10の炉跡 で あ り 、 長

径130cm、 短径80cm の楕 円形 を 呈 し て い る 。 床面から の深 さ は 8 -1 0cm ほ ど あ り 、 埋土 は 2 層 に 分 か れ る 。

上層 は こ の遺構全 体 の 埋土で あ り 、 こ の部分で は よ り 焼土粒 子の量が多 い。 そ の下層 は 暗黒褐色 を呈す る が、

焼土粒 子 も 多 く 含む。 そ の下 部 は堅 く 焼 け て締ま っ て い た。 こ れら の炉 も 地 床炉で あ る 。

出土遺物 は少 な く 接合資料 も少 な か っ た。

081-1 1 (第 9 図上)

こ の遺構 は81 - 10 と切 り 合 い関係 に な る も の で、 B - 3 グ リッド を 中心 に C - 3 、 B - 4 グ リ ッド に も 入

る 。 確認す る の が非常 に 困難で、 土層断面の た め の ベ ル ト と 床面 と 思わ れ る 部分 に 残 る 焼土 と炭化 物 の細粒

子 に よ り か ろう じ て81 - 10 と の関係 を とら え 、 遺構の範囲 を推 定す る こ と がで き た。 そ の結果81 ー 1 0 が 新 し

く 81 - 1 1 を切 っ て い る と 判断 さ れ る 。

部分的 に壁面が残 る も の の 、 大部分 は床面の痕跡 が確認 さ れ た 。 痕跡 と 残 さ れ た部分 を 基 に し て輪郭を想

定す る と 、 直径が5.3m の ほ ぼ 円形 を 呈 し て い る 。

残 り の よ い部分で は、 床面ま で の 深 さ は8cm ほ ど を測 る が、 か な り の部分 は削 平 に よ っ て 壁 が ほ と ん ど 消

失 し て い る か、 床面ま で も 消失 し て い る 部分 も あ っ た。 遺構 と 想定 し た範 囲 は焼土粒 子 と炭化 物粒 子が含ま

れて い る こ と と 、 若干 の 土 の柔ら か さ に よ っ た も の で あ る 。

炉跡 は 中心 よ り や や南西 に 偏 り 、 長径102 cm、 短径92 cmを計 る東 西 に延ひγこ楕 円形を呈す る 地 床炉で あ る 。

埋土 は二 層 に分かれ、 上層 の焼土 と炭化 物を多量に含む明褐色土 と そ の下 の焼土 と炭化 物 を僅か に 含む砂粒

の 多 い 層 で あ る 。 深 さ は確認面から約 2 2 cmで、 床面から は1 2 cm を計 る 。

床面 の硬化 面 と 思わ れ る 部分が僅か に炉の周 り に あ る よう で あ っ た が、 そ れ ほ ど明確で は な か っ た の で図

化 し て い な い。

柱穴 は確認で き な か っ た。

081- 1 2  (第 9 図下)

B - 3 グ リ ッド を 中心 に 一部 C - 3 グ リ ッド に も か か る 。 81 - 11 と 一部接す るo ゴボ ウ 穴 に よ る擾乱 の た

め非常 に 遺構の確認がで き に く か っ た。 し た が っ て、 床面近 く で の 確認 と な り 、 一部残 り の よ い 部分 な ど で

輪郭を補 っ た部分 も あ る 。

直径が4.4m -4 .6m の ほ ぼ円形 を想定す る こ と がで き た。 か な り 残 り は悪 く 床面 で どう に か検 出 で き 、 そ

こ から さら に残 し て い た 土層観察 用 の ベ ル ト に よ っ て遺構の埋土を再確認 し た 状態 で あ っ た。

埋土 は ほ ぼ一層 で微量の焼土 と炭化 物 を含む明褐色の土で あ る 。 炉の付近 で は、 こ の 層 も 焼土粒 子が多 く

な り 、 締ま り も な い。 炉の下 層 で は含ま れ る 焼土 と炭化 物 は少 な く 堅 く 締ま る よう に な り 、 炉 の床 面 と な る 。

炉跡 は 中心 よ り や や南東 に 偏 り 、 長径86個 、 短径74cm の楕 円形を呈す る 地 床炉で あ る 。

住跡 か と 想定 し た も の が い く つ か あ っ た が、 掘 り 下げ る と ご く わ ず か の 深 さ し か な く 住跡 と し て は不適切

と し て 図化 し て い な い 。

081 ー 1 3(第1 0図上)

B - 6 グ リ ッド で は遺物 が か な り 多 く 集中 し て い る 部分が あ り 、 出土 し て い た遺物を取 り 上げ な がら 輪郭

を検出 し た。

検出 し た 遺構 は直径が4. 7-4 .9m の ほ ぼ円形で、 検 出面 から の 深 さ が12 cm程で あ る 。 埋土 は ほ ぼ 2 層 に 分
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第 2 節 縄文時代の遺構 と造物

層 で き 、 ①層 は 焼土 と炭化 物 を含み、 柔ら か い 赤樺色土で あ る 。 ②層 は焼土 と炭化 物を含み、 よ く 締 ま っ た

暗 褐色土で あ る 。

硬化 面 は検 出 で きな か っ た。 ま た、 住跡 も 検 出 で きな か っ た。

炉跡 は 中心部 よ り や や北東 方向 に 偏 っ た 地 床炉で あ る 。 形 は当初 考え て い た よ り も 広 が り 、 長軸 方向が1.3

m 、 短軸 方 向 が1 . 14m の や や 方形 ぎみ の楕 円形 で あ る 。 掘 り 込み は床面 よ り 24c皿 を計 り 、 かな り 大 き め で あ

る 。 埋土 は遺構 の 埋土の範囲で捉えら れ る が、 ②層 は焼土 と炭化 物を多量 に含み、 よ く 締 ま っ た 赤褐色土で

あ る 。 そ の最下部 は焼土粒 と炭化 物を僅か に含み、 さら さら し た 砂粒 状の土 とな っ て い る 。 床面 は堅 く よ く

締 ま っ た土で あ る 。

遺物 の 数量 は本遺跡 中 で も かな り 多 く 、 ①層 と ②層 の途中 で や や遺物 の 出土 に 間層 が入 り そ う で あ る 。 ま

た 、 床面近 く に台石 や石 皿が出土 し て い る 。 石 皿 に は や や壁 に 接近 し たS - 1 18が あ り 、 火 を 受 け て い る 。

こ の遺構で 出 土 し た石 器 は火 を受 け た も の が多 く 、 特徴的な こ と と し て付記 し て お く 。

OSI-1 4  (第10図下)

B - 5 グ リ ッド に あ り 、 81 - 13 と東 西 に 並ぷ よ う に検出 さ れ た 。 こ の遺構 は や や不成形 の 方形 の も の で 、

本遺跡 で は唯一の も の で あ る 。 確認 し た当初 は 円形の土坑 と 誤認 し て い た た め に、 遺物を取 り 上 げ、 輪郭を

確認 しな がら 掘 り 進 め る う ち に方形の竪穴遺構であ る こ と がわ か っ た。 南北約 4.0m 、 東 西約 4.0m を 計 る が 、

北東 ~南西方向 に歪み、 ひ しゃ げ た菱 形を呈 し て い る 。

埋土 は大 き く 3 層 に 分 けら れ る 。 ①層 は茶褐色 の や や締 ま り の あ る 土で、 遺物 を かな り 含む。 ②層 は①層

よ り も締 ま っ て お り 、 茶褐色を呈す る 土で あ る 。 焼土や炭化 物の含有量 は少な い。 ③ 層 は よ く 締 ま っ た暗 褐

色の 土で焼土 を わ ず か に 含む。 こ の上層 ま で遺物が入 っ て い る 。

遺構検出面から 床面 ま で の深 さ は約3 0cm ほ ど で あ る 。

床面 の 中央部付近 に は、 約 1 .8m 四方 に渡 っ て非常 に堅 く 締 ま っ た 硬化 面が検出 さ れ た 。

こ の 中央部付近 に は炉跡 と 思わ れ る 掘 り 込み も あ り 、 焼土 も わ ず か に 残 っ て い た。 た だ、 床面 から 僅 か に

5 佃な い ほ どで あ る た め、 は た し て炉跡 と い え る か不明確で あ っ た。

そ の や や南側 に は径25咽 ほ ど の 円形の柱跡 が あ る 。 床面から の 深 さ が10佃 ほ ど で あ り 、 かな り 浅 め の も の

で あ る 。

調査中 は上で確認 し た 円形 と い う 形 に囚 わ れ、 途中 ま で 円形を も と に し て掘 り 下 げて い た た め 、 壁を掘 り

過 ぎ て や や 不正 形 にな っ た部分 も あ る 。

こ の遺構から は多量の遺物が出土 し た が、 大 き く 上層 と 下層 の 2 面 に 分 か れ る 。 上層 は①層から ②層 の上

面 に あ た り 、 当初 埋設土器で はな い か と 考え た深鉢が あ る (第29図 P - 138 ・ 13 9) 。 こ の 遺構 の ほ ぼ 中 心部

に あ り 、 横転 し た 状態 で 出土 し た。 た だ、 口縁部 ま で はな か っ た。 下層 は③ 層 の 上面付近 で あ る 。

多 く の遺物が出土 し て い る 割 に は接合で き る 資料が少な い。 ま と め て廃棄 し た も の か、 寄 せ集 めら れ た も

の で あ ろ う 。

下層 の造 物で は、 石棒 と 土偶 の 頭部、 双刃 の磨製石斧 の 出土 が あ る 。 石棒 と 磨製石斧 は かな り 近 接 し て 出

土 し てお り 、 出土高 もほ ぼ等 し い。 石 棒 は一方の側が石斧 状を呈す る も の で、 北方向 に 頭部 を向 け、 刃 部 の

方がや やレ ベ ル的 に 下が っ た状態で出土 し て い る 。 こ の た め、 そ の 付近 に 立 てら れて い た も の が倒 れ た 可能

性 も あ る 。

土偶 の 頭部 は石 棒 よ り 北方 向 に 1 m ほ ど離れ た 位置で、 顔 面を 下 に し た 状態で 出土 し た。 こ の遺構内 に胴

体部以下 は 出土せず、 調査区内 で も こ れ に つな が る も の は 出土 しな か っ た。

OSI ー 1 6 (第1 1図上)

D - 6 グ リ ッド で検 出 し た も の で あ るが 、 遺構の南半分 は調査区外 で あ る た め全 体像 は不明 で あ る 。
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竪穴遺構実測図(4)
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第 V 章 調査の成果

推 定 で あ る が、 直径が4. 9m で そ の 中心部 に炉跡を有す る 。 検 出面か ら の深 さ は 10 叩で あ り 、 浅 い 方 で あ

る 。 こ の遺構 は調査区 の 端 に あ る こ と に よ り調査区 の壁画 で掘 り 込み の 状況 が わ か る か と 思 わ れ た が、 畑 地

の 耕作 に よっ て表土層 の 10 cm が揖乱を受 け て い た た め結局 は先の深 さ し か わ か ら な かっ た 。

埋土の土層 は大 き く 2 層 ほ ど に 分 け ら れ る 。 上層が焼土 と炭 化物 を含む明褐色土で あ る 。 下層 も よ く 似 る

が、 や や締 まっ た状態 の 明褐色土で あ る 。

床 面 に は硬化面 と 確認 で き る よ う な 部分 は な かっ た。

炉跡 は 壁 に か か る 部分で検出 さ れ た が、 確認で き た範囲で は 直径が70 cm ほ ど の 円形 と推 定 さ れ、 床 面か ら

の掘 り 込み は浅 く 、 5個 程 し か な かっ た。 こ れ も 地床 炉 で あ ろ う か。 炉内 の焼土 は よ く 締 まっ た 赤褐色土で、

そ の最下層 は堅 く 締 まっ て砂粒が含 ま れ る暗 褐色土で あ る 。

出土遺物 は割 と少 な い。

081-1 7 (第11図中)

81 - 16 と切 り 合 い関係 に あ り 、 81 - 16 に よっ て切 ら れて い る 。 遺構 は C - 6 グ リ ッ ド と Dー6 グ リ ッ ド に

かか る 。

平面形 は長軸 が推 定 で4.0 4m 、 短軸 が3.84m を計 り 、 南北方向 に や や延 び る 。

検出面か ら の 深 さ は 10 cm前後 を計 る 。 埋土 は大 き く 2 層 に分かれ、 上層 は暗 褐色 の柔 ら か い 土で 焼土 と炭

化物の粒子 を含む。 下層 は暗 褐色土で上層 よ り や や締 まっ て い る 。

中心部 よ り や や南西 の位置 に 炉跡 が あ る 。 長径10 2m 、 短径0.74m の楕 円 形 を 呈 し て お り 、 南東 ~ 北 西 方

向 に長 く 延 び る 地床 炉 で あ る 。 床 面か ら の 深 さ は 6 咽 ほ ど で あっ た。 埋土 は二層 に 分 か れ る 。 上層 は③ 層で 、

遺構の埋土層で あ る 。

住 跡か と 思わ れ る も の を 3 - 4 つ 確認 し た が、 発掘す る と いず れ も 径が40 咽内外で、 深 さ が 4 佃 前後 と 浅

く 柱 跡 と す る に は難が あっ た。

081 ー 1 9 (第 1 1 図下)

C - 6 グ リ ッ ド で検 出 し た。 8K - 28 と切 り あ い関係 に あ り 、 土層観察 に よ り 8K - 28を81 - 1 9 が切っ て い

る 。

平面形 は長軸 方向 が4.6m 、 短軸 方 向 が4. 2m を計 り 、 南北方向 に や や長 い 楕 円 形 を呈す る 。

検出面か ら の深 さ は 12咽 ほ と、 で あ る 。 埋土 は大 き く 2層 に分かれ、 上層 は炭 化物や焼土 の 粒子 を 微 量 含 む

明褐色土で あ る 。 締 ま り は さ ほ ど な く 柔 ら か い方 で あ る 。 そ の下層 は 上層 に 比べ炭 化物や焼土粒子 の量が多

く な り 、 や や堅 く 締 まっ て い る 明褐色土で あ る 。

明確な 硬化面 は検 出 で き な かっ た が、 炉跡の 周 囲 に や や硬 い部分が あっ た。

柱 跡 と し て不規則 な が ら 5 つ のピ ット を確認 し た。 いず れ も 直径が30佃 前後 を計 り 、 床 面か ら の深 さ が20

叩 ほ ど で あっ た。 埋土 は柔 ら か い茶 褐色土で、 焼土や炭 化物の粒子 を少 量含む。

炉跡 は遺構の中 心部 よ り や や西 に よっ た場所 に あ り 、 長軸 が100 4m 、 短軸 が0 . 78m を計 る 北西 ~南東 に延

びた楕円形を呈す る 地床 炉 で あ る 。 床 面か ら の深 さ は32佃 ほ どで、 あっ た。 埋土 は住居祉 の 埋土 よ り も 焼土 や

炭 化物 の 量が多 く 、 下面 は堅 く 締 まっ て い て炉底を呈 し て い る 。

出土遺物 の う ち 特 に顕著 な も の と し て双刃 磨製石斧 が あ る 。 こ れ は炉 に 近接 し た住 穴の 付近 か ら 出土 し た 。

081-21 (第12図上)

C 、 D - 4 、 5 グ リ ッ ド の 4 つ の グ リ ッ ド に ま た が り 検出 さ れ た 。 残念な が ら こ の遺構の 検出 さ れ た と こ

ろ は南北 に以前の畑 の 区画 が あっ た場所で、 遺構全体 の西側 3 分の l が削平 さ れ て し まっ て い た。

当初遺構 と し て認識 す る こ と がで きず 、 遺物が多量 に集中す る こ と か ら住居 跡の 可能性を想定 し て、 大 ま

か に掘 り 込 みラ イ ン を設定 し た。 掘 り 進 め る 中 で や や想定ラ イ ン が西側 にず れて い た た め修正 を加 え た。 中
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心付近を 先行 し て掘 り 下 げ、 床 面 に 至 り 硬化面を確認 し た。 そ こ か ら床 面 を 広 げて い っ て壁の立 ち 上が り を

出 し た。

最終的 に確定 し た 遺構 の 平面形 は一部推 定な が ら 、 3 .9m の 円形で あ る 。

掘 り 込み は遺構検出面か ら東 側 で20 叩 ほ ど の深 さ で あ る 。 埋土 は大 き く 2 層 に分 か れ、 上層 は焼土 や炭 化

物 の 細 か い粒子 を含む柔 ら か い暗 褐色土で あ る 。 こ の土の色調や硬 さ な ど は地 山 と あ ま り 変わ らず 、 確認 に

際 し て周 囲 の土 と の差が不明瞭で遺構のラ イ ン に誤 り が生 じ た。 そ の下層 は炭 化物 や焼土粒子 の あ り 方、 色

調 な ど が上層 と 似通 っ て い る が、 締 ま り 具合が強 く 硬 い 。

硬化面 は遺構 の 中心部 に 広 く し か も 明確 に 分布 し 、 約 2 m 四方 に広が る 。

住 跡 は 6 個所検出 し た。 遺構の 中心か ら 1 m -1 .2m の範囲 に ほ ぼ等間隔で配置 さ れ て い た 。 一部不正 形

の も の も あ る が径が約30佃 ほ ど で、 床面か ら の深 さ が12-20 叩 を計 る 。 埋土はやや締 ま っ た暗褐色の土で あ っ

た。 柱 痕跡 は確認で き な か っ た。

こ の住居 跡 に は炉跡 は 検 出 さ れず 、 焼土の集中域 も な か っ た。

081-26 (第12図下)

B - 6 グ リ ッ ド を 中心 に 一部 C - 6 グ リ ッ ド に かか る 位置で検出 し た。

平面形 は長軸 が4.2m 、 短軸 が3.8m を計 り 、 南北 に や や長い楕円形を呈す る 。

遺構検出面か ら 14- 16cm ほ ど の深 さ で あ っ た。 埋土 は大 き く 2 層 に分 か れ、 上層が焼土 粒子 と炭 化物を 含

む締 ま り の 弱 い 土で 明褐色を呈す る 。

床 面 に は炉跡 を 中心 に弱 い な が ら も 硬化面が形成 さ れて い る 。 硬化面の広が り は や や南西方向 にず れ る 傾

向 が あ り 、 そ の方 向 に入 り 口 な ど の施設が あ っ た可能性が あ る 。

柱 跡 は 5 個所確認 し た。 炉 の周 り に 1 .4m -1 .8m の 間隔で分布す る 。 一個所2 .2m と か な り 離れ た 部分 も あ

る が、 こ れ も 確認で き な か っ た だ け で そ の 聞 に存在 し た可能性が高 い。 柱 の 穴 は 直径が40 cm前後で、 床 面 か

ら の深 さ が10 -12cm ほ ど で や や 深 い。

炉跡 は遺構の ほ ぼ中心部 に あ り 、 掘 り 方 に よ り 図上で は不正 形 に な っ た が、 本来は径が剖cm程の 円形で‘あ っ

た と 思 わ れ る 。 こ れ も 地床 炉 で あ る 。 床 面か ら の深 さ は 10 cm と や や浅 く 、 焼土の 多 く 含 ま れ る 上層 と 、 堅 く

締 ま り炭 化物 と 焼土 粒子 を わず か に含む下層 に 分 け ら れ る 。

081-27 (第13図上)

B - 6 グ リ ッ ド と C - 6 グ リ ッ ド に ま た が っ て検 出 さ れ た 。

平面形 は 直径が3.7m -3 .5m を計 り 、 北東 ~南西方向 に や や延 び た楕円形を呈 し て い る 。

遺構検出面か ら床 面 ま で の 深 さ は8岨-10 cm を計 り か な り 浅め で あ る 。 埋土 は ほ ぼ 1 層 で 焼 土 と炭 化物 の

細粒子 を含 み よ く 締 ま っ た土で あ る 。

床 面 に硬化面 は確認で き な か っ た。 住 穴 は6個所確認 し た。 大 き さ は22c皿-32c皿 ま で と 、 か な り ば ら つ き

が あ る が、 配置 の 仕方 は 1 m -1 .6m lま ど で割 と 規則 性が あ る 。 床 面か ら の深 さ は 8佃 ほ ど で浅 い 。

炉跡 は遺構 の 中心 よ り や や南東 に 偏 る 位置 に あ る 地床 炉で あ る 。 平面形 は や や南 に 広が っ た 円 に近 い楕 円

形 を呈 し て い る 。 断面の 形状 は す り 鉢状 を呈 し て い る 。

炉 の 埋土 は 2 層 に 分 け ら れ、 上層 は焼土粒を多量に含み締 ま っ た 明褐色土 で あ る 。 下層 は焼土粒を 多 く 含

み き め が細か く 柔 ら か い暗 褐色土で あ る 。

081-29 (第13図下)

B - 7 グ リ ッ ド を 中心に一部 C - 7 グ リ ッ ド 、 B - 8 グ リ ッ ド に も か か っ て い る 。 遺構の集中部か ら は離

れ た位置 に あ り 、 何 ら か の 特殊性が あ る の か も し れ な い。 遺構の北側 の 一郭 は電柱工事 に よ り 1 m x O . 7m

ほ ど の広 さ で 1 m ほ ど 掘削 さ れ て い た。
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第 V 章 調査の成果

遺構の平面形 は、 径が3.6-3.5m の ほ ぼ 円形で あ る 。 遺構検出面か ら 床面 ま で の深 さ は 10 cm ほ ど で か な り

浅い。 床面 に は確実 な 硬化面が顕著 に認め ら れ、 一部東 側 で は壁近 く ま で延 びて い る 。 ま た 、 住 か ら の 穴 も

検 出 で き な かっ た の で こ こ に 出入 り 口 が あっ た可能性が あ る 。

住 穴 は 5 個所検出 し た。 5 つ の 穴 は 1 個所 を除 き l . 1m -1 .3m ほ ど の 間 隔 で ほ ぼ等 し い。 1 個 所 は 先 に 述

べ た 理 由 か ら 検 出 で き な かっ た。 床面か ら の深 さ は 10-12cm と 浅 い 。

炉跡や焼土 の集中 な ど は一切 検 出 で き な かっ た。 炉を伴わ な い住居 跡 と 考え ら れ る 。 こ の遺構 を確認 し た

当初 は、 遺物 は さ ほ ど 出土 し て は い な かっ た が、 少 し掘 り 下げ る と か な り 大 型 の 破片 ま で 出土 し た。 し か し 、

接合作業 に お い て は接合す る 資料 は少 な かっ た。

OSI-31  (第17図下)

C - 6 グ リ ッ ド と C - 7 グ リ ッ ド に ま た がっ て検 出 さ れ た 。 遺構の北東 側 で8K - 30 と 切 り あ い関係 に あ

る 。 土層観察 に よ れ ば、 8K - 30 に よっ て切 ら れて い る 。

直径 は4.6m -4.8m ほ ど で や や東 西方向 に延 び た楕円形状 の平面形 で あ る 。 遺構検出面か ら の 深 さ は 、 約

14cm を計 る 。 埋土 は大 き く 2 層 に 分 か れ る 。 上層 は焼土粒子 を多 く 含み、 軟質の 明褐色土 で あ る 。 下層 は 焼

土粒子 が少 な く よ く 締 まっ た 明褐色土で、 上層 よ り や や暗 い。

こ の遺構の ほ ぼ 中央部 に は炉跡 が あ り 、 直径が56cm-58cm程の や や小振 り の も の で あ る 。 床 面か ら の 深 さ

は 6 cmで、浅 く 、 埋土 も 焼土 や炭 化物を含むが堅 く 締 まっ た土で、 ほ と ん ど掘 り 込 み の な い炉跡で あ ろ う 。

焼土の 量 の少 な さ か ら み て使用期 間 も 短かっ た も の と 思わ れ る 。

床面 に硬化面及 び住 穴 な ど は検 出 で き な かっ た。

遺物の 出土量 は 割 と 多 かっ た。

OSI ー 39 (第14図)

C - 8 グ リ ッ ド を 中心に一部 B - 8 グ リ ッ ド に か け て検出 さ れ た 。 こ の 周 囲 に は他 に顕著 な 遺構 は少 な く 、

一番近 い住居 跡が81 - 29で 5 m ほ ど 離れて い る 。

当初 こ こ に住居 跡が存在す る と は し て お らず 、 8X - 01 と し て埋設土器状 に 2 つ の 深鉢 土器 が 出 土 し て い

た の み で あっ た。 離 れ た位置で も あ り 、 調査 自 体 を後回 し し て い た経緯が あ る 。 い よ い よ 本格 的 に 8X ー 0 1

と 命名 し 、 残 し て い た遺構の調査 に取 り 掛か る と 、 周 囲 に 散布す る 土器 の 出 土 の 仕方 に疑問が生 じ た。 そ こ

で精査 し な が ら 遺物 の 出土状況 と 土の状況 を観察 し て いっ た。 す る と ど う も こ の8X - 0 1 を 中 心 と し て 遺 物

が同心円状 に 分布 し 、 土 自 体 も 周 囲 と 異 なっ て い る の が分かっ た。 そ こ で確認 し た 範 囲 を 遺構 と 想定 し掘 り

進め た 。 は た し て下か ら 遺物が ま と まっ て 出土 し だ し た。 さ ら に硬化面 も 確認で き た。 た だ、 平面形がや や

歪 ん で い た が、 調査の 進展 と と も に 想定 し た 輪郭が誤っ て お り 、 さ ら に南側 に 広 がっ て い く の が遺物 の 出土

状況 で確認 さ れ た 。 こ の遺構 は 、 最終的 に平面形が直径4.6m の 円形 と なっ た。

遺構確認、面か ら 床面 ま で の 深 さ がl lcm を計 る 。 埋土 は大 き く 2 層 に分 か れ、 上層 は焼土や炭 化物 の 粒子 を

わず か に 含み堅 く よ く 締 まっ た暗 茶褐色土で あ る 。 下層 は上層 に似た土で あ る が、 さ ら に堅 く 締 ま り き め も

細か い暗 茶褐色土で あ る 。

床 面 に は炉の南東 側 の 1 m ほ ど の範囲 と 、 南西側 の壁面 に つ な が る よ う な 範 囲 に 硬化面が形成 さ れ て い る 。

住 穴 と し て 4 個所確認 し た が、 いず れ も 小型 の も の で直径が16cm-24cm を 測 り 、 床面か ら の深 さ が 8 cm 程

で あ る 。 並 びか た は か な り 不規則 で あ る 。 こ れ ら の こ と か ら こ の遺構 自 体 の柱 跡 と 考え る 訳 に は い か な い。

炉跡 は こ の遺構 の 中心部 に位置 し 、 長径が50cm、 短径が24cm を計 る 南東 ~北西方向 に 長 く 延 び た 楕 円 形 を

呈す る 地床炉で あ る 。 地床炉で あ る 床面か ら の 深 さ は約30cm を計 り 、 揺 り 鉢状 に なっ て い る 。 埋土 は大 き く

2 層 に分 か れ、 上層 は き め が細 か い柔 ら か い土で焼土や炭 化物を あ ま り 含 ま な い暗 茶褐色土で あ る 。 下層 は

上層 よ り や や 締 まっ た 土 で焼土や炭 化物 を 多 く 含ん だ暗 茶褐色で あ る o
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炉 の 付近 は先述 し た8X -0 1 が 出 土 し て い た と こ ろ で あ り 、 そ れ ら の土器 を取 り 上 げ少 し 下 へ掘 り 下 げ る

と 小型 の 深鉢土器が磨石 の 上 に 据 え ら れて お り 、 そ れが倒 れ た よ う な 状態 で 出土 し た (第 14 図下 ) 。 こ の 土

器 は特殊 な 形態で あ り 他 に 類を み な い が、 御領式土器の範噂に入 る よ う で あ る 。

そ れ ら の土器 や石器類を取 り 上げ る と 焼土が多 く 出土 し 、 炉の北西側 に 広 がっ て い た。 さ ら に掘 り 進 め る

と 炉の壁か ら 底 に か け て張 り 付 け た よ う な 状態で大 型の深鉢形土器の破片 が 出 土 し た。 こ れ ら の土器片 は 同

一個体で は な く 単 に大 型の も の を利用 し た よ う で あ る 。 接合 し て も 炉 自 体の一部 を 埋 め る だ け で は あっ た が、

組み 合 わ せ る と 炉の 壁体 と な る よ う で あ る 。 い わ ゆ る 「埋聾炉」 で あ ろ う 。 こ の よ う な あ り 方を示 す炉 は 唯

一 こ れだ け で あっ た。

051-40 (第15図上)

A - 3 ・ 4 グ リ ッ ド 、 B - 3 ・ 4 グ リ ッ ド に ま た がっ た位置で検出 し た。 81 -41 と切 り 合 い関係 に あ る 。

81 - 41 を81 - 40 が切っ て い る 。

平面形 は長径が5.6m 、 短径が4.4m を計 る 、 東 西 に長 く 伸 び る 楕円形 と 確認 し た。 た だ、 形 態 的 に 他 の住

居 跡 に比べ、 や や長す ぎ る き ら い が あ り 、 焼土坑が 3 個所 ( う ち 1 個所は81 -41 の も の) 検 出 さ れ て お り 、

こ の81 - 40 と し た遺構 は も う 一つ の遺構 と 重なっ て い る 可能性が強 い 。 し か し 、 土層観察 及 び平面観察 の い

ず れで も そ れ を確認で き な かっ た。 そ こ で一応一つ の住居 跡 と し て と ら え て お く 。

遺構検 出面か ら の深 さ は か な り 深 く 、 14岨前後を計 る 。 埋土 は 2 層 に分 か れ、 上層 は堅 く 締 まっ た粒子 の

細 か い土で、 焼土粒子 を含 み や や赤 み がかっ た 明茶褐色を呈す る 。 下層 は上層 に 似 る がや や黒 さ が強 く な り 、

茶褐色を呈す る 。

床 面 に は硬化面 と 呼べ る ほ ど の土の硬化 は な い が、 地山の土 自 体が堅 い土 と なっ て い る 。 柱 穴 を求 め て か

な り 精査 を繰 り 返 し た が、 検出 で き な かっ た。

先 に記 し た よ う に 3 個所 の 焼土 を 伴 う 土坑があ る が、 そ の う ち の一番西側 の 壁近 く に あ る も の は81 - 4 1 の

も の と し て次 に触れ る 。 そ こ で、 こ の遺構 自 体の も の と と ら え た 2 個所の焼土坑を炉跡 と し て述べ る 。

まず 、 こ の遺構の ほ ぼ中心 に あ る も の か ら 述べ る と 、 掘 り 込み は南北側 に長 さ 1 .8m 、 東 西 に 長 さ 約 70 cm

を計 る 。 床 面 か ら の深 さ は約22咽 を計 り 、 さ ら に中 心 よ り 北側 に深 さ 40 四 ほ ど のピ ット が あ る 。 こ のピ ッ ト

は こ の炉穴 に 伴 う か先行す る も の で あ ろ う 。 こ の遺構の埋土 は プ ロ ッ ク 状の 焼土を含み赤褐色を呈す る 上層

と 、 上層 よ り も締 まっ た土 で焼土や炭 化物の粒子 を や や含む暗 褐色土 に 分 け ら れ る 。 ピ ット の 埋土 は焼土粒

子 を多 く 含 む暗 褐色土で、 底部 は よ く 締 まっ て い る 。

も う 一つ の炉跡 は先の も の の西側 に 位置 し 、 80 ..... 100佃 の径でやや北東 ~南西方向 に延 び、 そ う で あ る 。 床

面か ら の深 さ は 17cm を計 り 、 揺 り 鉢状 に なっ て い る 。 埋土 は焼土 と炭 化物 を 多 く 含み、 き め の細か な や や締

まっ た暗 茶褐色土で あ る 。

こ れ ら の炉が こ の遺構 に伴 う と す れ ば地床 炉で あ る 。

051 -41  (第15図下)

81 - 40 と の切 り あ い関係 で あ る 。 81 - 41 が先行す る 。 81 - 40 を調査中 に 炉跡が確認 さ れ た こ と に よっ て 、

さ ら に81 - 40 の 西側 に も う 一つ遺構が あ る 可能性の あ る も の と し て精査を 行っ た。 そ の結果 こ の 遺構 を 検 出

し た。

平面形 は一部遺構が切 ら れて な く なっ て い る が、 推 定 に よ れ ば長軸 が4.6m 、 短軸 が4.0m を 計 り 楕 円 形 を

呈す る 。 遺構検出面か ら の深 さ は約10 皿 を計 り 、 埋土 は大 き く 2 層 に分 か れ る 。 上層 は き め が細か く 軟質 の

土で、 焼土 と炭 化物を少 し 含 む暗 茶褐色土 で あ る 。 下層 は上層 よ り も や や暗 く 締 ま り の あ る 土で、 暗 茶褐色

を呈す る 。

炉跡 は す で に 81 - 40 の調査 中 に 確認 さ れ て い た た め そ の床面か ら の深 さ に な る が、 14cm を計 る 。 埋土 は大
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⑪周 : 明褐色土 ; 焼土粒、 炭化物 を 多 〈 含み、 やや軟らか い
⑪眉 : 明褐色土 ; 焼土粒、 炭化物を少量含み、 やや砂質で硬 〈 し ま る

2 1 4閉

第 1 6図 竪穴遺構実測国側

ρo

 

qo

 



第 V 章 調査の成果

ま か に 2 層 に分か れ、 上層 は炭 化物 と 焼土 を 多 く 含み、 暗茶褐色 を呈す る 。 下層 は上層 よ り 暗 く 堅 く 締 まっ

て光沢 が あ る 。 炭 化物 と 焼土 は多量に 含む。 暗茶褐色を呈す る 。

OSK-09 (第16図上)

こ の遺構 は B - 4 グ リ ッ ド を 中心 に 一部 C - 4 グ リ ッ ド に かか る 。 こ の遺構 は81 - 10 、 81 -0 7、 SIー0 8 の

各遺構 に切 ら れ て い る 。 こ の遺構 は上 の 各遺構が確認 さ れ た 後 に さ ら に遺物の分布 と 地表面の土の乱れ に よっ

て確認 さ れ た 。

こ の遺構 は 3 基 の 遺構 に よ り切 ら れ て い る た め完全 な 形 は不明 で あ る が、 確認 し た 時点で は長径が4. 9m 、

短径が推 定の3.4m の長楕 円形を呈 し て い た も の と 思わ れ る 。

埋土 は細か い 焼土 や炭 化物 が わず か に含 ま れ る 暗褐色土で地山 の土 と大 差 な く 、 締 ま り 具合 も 変わ らず 非

常 に 見分 け に く かっ た。 遺構検 出面か ら の深 さ は、 7 -10 叩 あ る 。

こ の遺構が確認 さ れ る きっ か け に なっ た の は注 目 土器の発見で あ る 。 注 目 土器 は こ の 遺跡で は唯一の も の

(第38図) で、 し か も ほ ぼ完形で あっ た。 注 口 部 を や や下向 き に し た横転状態で 出土 し た 。 こ の 発 見 に よ り

周 り を充分 に精査 し た結果 こ の遺構を確認 し た の で あ る 。

他 に こ の 土器 に 伴 う 遺物 の 出土 は ほ と ん ど な かっ た。

OSK ー 1 8 (第16図下)

C - 6 グ リ ッ ド を 中心 に一部 D - 6 グ リ ッ ド に か け て検出 し た。 8K - 28 と切 り あ い関係 に あ り 、 土 層 断

面の観察 か ら 8K - 28を切っ て い る と 考え ら れ る 。

遺構の確認段階で充分 に 輪郭を捉え き れ て い な かっ た た め に掘 り 誤 り大 き め に掘 り 下 げ た 。 土層確認 の た

め の ベ ル ト と 遺構の下面の輪郭 な ど を再確認 し た結果、 図化 し た よ う に なっ た。

平面形 は や や 不成形 な が ら 直径3.8-4.0m の 円形状を呈 し て い る 。 床 面 と し て は一応平 ら な 面 を と ら え た

が、 硬化面や住 穴 な ど は確認で きず 、 炉跡 も 確認で き な かっ た。

遺構検 出面か ら床 面 ま で の 深 さ は 多少掘 り 過 ぎた部分 も あ る が、 概ね 10 cm前後 で あ る 。 埋土 は周辺 の 遺構

と 類似 し て お り 、 焼土 と炭 化物 の わず か に 混 じっ た 軟質の 暗褐色土で あ る 。

OSK-28 (第16図下)

C - 6 グ リ ッ ド で検 出 さ れ、 8K - 18 と 81 - 19 と の両方 と切 り あ い関係 に あ る 。 土層観察 に よ り 8K - 2 8→

8K - 18→81 - 19 の 順 に切 り あ い の 順番 を想定 し て い る 。 2 つ の遺構 に よっ て切 ら れ た り 切っ た り し て い る

た め形 は十分 と ら え切 れて い な い。 一応円形の平面形を想定 し て い る 。 そ の場合、 残存 し た部分か ら 直径が

4. 1m 程 で あ ろ う 。

こ の遺構内 に は 3 個所の炉跡か と 思わ れ る 焼土 を伴 う 掘 り 込み が あ る 。 こ れ は実際 に こ の一つ の遺構 内 に

複数の炉が営 ま れ た の か、 ま だ他 に遺構が あっ た の か確認で き な かっ た。 た だ、 こ の遺構 に 伴 う と 思わ れ る

炉跡 は、 8K - 28 と 想定 し た 遺構 の 輪郭の ほ ぼ中央部 に あ る も の で あ る 。 直径が約70 cm で 、 遺構確認面 か ら

の深 さ が約lOcm で あ る 。

OSK-30 (第17図上)

C - 7 グ リ ッ ド を 中心 に 一部 B - 7 グ リ ッ ド に か け て検出 さ れ た。 直径が4. 1m -4 .3m ほ ど の や や 楕 円 形

気味の 土坑で あ る 。

遺構確認、面か ら の深 さ は 8 cm程 の か な り 浅 い も の で、 埋土 も I 層 の み で あっ た。 焼土 と 細か い 砂粒 を わず

か に 含み、 か な り締 まっ た 黄褐色 の 土 で あ る 。

遺構内 に顕著 なピ ッ ト 等 は確認で きず 、 焼土の集中域 も な かっ た。 こ の こ と か ら 土坑 と い う こ と に し て い

る が、 形態的 に は住 居跡 の 可能性が な い わ け で も な い。 た だ遺物 の 出土量 は少 な かっ た。

OSIく-32 (第18図上)
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A - 5 ・ 6 グ リ ッ ド 及 び B ー 5 ・ 6 グ リ ッ ド に ま た が り 検出 さ れ た 。 北側 は芋穴 に よ り 撹乱を受 け 、 調査

区 外 に延 びて い る も の と 思わ れ る 。 た だ I 区 の北側 は道路 に よっ て地下 げを受 け て い る た め、 遺構 自 体 は こ

の 確認範囲で し か残っ て い な い。

イ モ 穴を掘 り 下 げ て い る と き 、 か な り ま と まっ た遺物の 集中 が イ モ穴の壁画 で確認 さ れ た の で、 周辺を精

査 し て確認 し た 遺構で あ る 。 遺構確認、面 と 遺構 自 体の埋土が非常 に似通っ て お り 、 明確 に 遺構 の 輪郭を捉え

き れず 多少 掘 り 誤っ た部分 も あ る 。

確認 し た遺構 の 平面形 は北側 が一部切 れて い る こ と も あ る が、 か な り 不定型な も の で あ る 。 東 西 に 5 .6m

ほ ど 南北の 残存長で 4 m ほ ど で あ る 。

遺構確認面か ら の深 さ は 12咽程を計 る 。 埋土 は大 き く 2 層 に分 か れ、 上層 は少 量 の焼土 と炭 化物を含む軟

質の 赤褐色土で、 下層 は炭 化物を含む堅 く 締 まっ た暗 褐色土で あっ た。

床 面 は北側方向 に下がっ て い る 。 こ の傾斜 は E 区 の地形の傾 き に つ な が る も の と 思わ れ、 こ の遺構が浅 い

谷状の 地形 の一部で あ る 可能性 も 示唆 し て い る 。

OSK-33 (第18図中)

A - 7 グ リ ッ ド か ら B - 7 グ リ ッ ド に か け て検 出 さ れ、 81 - 14及 び8D - 15 に よっ て切 ら れ て い る 。 ま た

北側 の一部 は調査区 外 に なっ て い る 。

一部掘 り す ぎや他の遺構 に よっ て切 ら れ た り し て い る の で平面形 は不明確で あ る が、 長軸 が 1 . 5m 、 短軸

が1 .2m を計 る 小判型 の遺構で あ ろ う と推 定 さ れ る 。

遺構検出面か ら 深 さ は約10 cm ほ と、 で あ る 。 埋土 は大 き く 2 層 に分 か れ、 上層 は炭 化物 と 焼土 の 粒子 を含 む

軟質の暗 褐色土で、 下層 は焼土粒子 や炭 化物を わず か に含み、 堅 く 締 ま る暗 褐色土で あ る 。

こ の遺構 は性格が よ く わ か ら な い。 出土遺物 も 特 に ま と まっ た も の で は な く 、 地形的 な 落 ち 込 み の 可能性

も あ る 。

OSK-35 (第18図下〉

B - 6 グ リ ッ ド を 中心 に 一部 B ー 7 グ リ ッ ド 、 C - 6 グ リ ッ ド に か か る 。 81 - 27 と切 り あ い関係 に あ り 、

81 - 27 に よっ て切 ら れ て い る 。

切 ら れ て い る た め本来の 形状 は推 定 と な る が、 直径3.6m ほ ど の 円形 で あ ろ う 。 遺構確認面か ら の 深 さ は

10 cm前後で あ る 。 埋土 は大 き く I 層 で あ る が、 壁面近 く や床 面近 く に や や異 な る 土が入 る 。 大 ま か な 層 は あ

ま り締 ま り が な く 、 焼土や炭化物の粒子 を わず か に含む暗 褐色土で あ る 。 床 面近 く や壁面近 く の土 は や や締

ま り が強 い 明褐色土 で あ る 。

床 面 に 明確 な 硬化面 は確認で き な かっ た が、 わず か に硬化 し た面が あ る 。 ま た、 中心部付近が よ り 土 も 赤

み が増 し 、 焼土粒子 の量 も 増 え る こ と か ら 炉 と し て は確認で き な かっ た が、 火 を 短期 間 に し ろ 、 燃や し て い

た 可能性が あ る 。

柱 穴 と し て確認 し た の は 1 個所の み で あっ た。 直径30 咽 ほ どで、床 面か ら の深 さ は約10 叩 で あっ た。 埋土 を

観察 し た と こ ろ 、 中心部 の 径10 cm ほ と‘ に柱 痕跡 ら し き 落 ち 込み が あっ た。

遺物 は床面直上 に 出土 し た も の は少 な く 、 床面 よ り 5 叩 ほ ど 上 に 多 く 出土 し た。 中 に は か な り 集中 し て 出

土 し た も の も あっ た。

OSK-36 (第19図中)

こ の遺構 は81 - 26、 81 - 27、 8K - 35 の 各遺構 に切 ら れて い る 。 こ れ ら の遺構の切 り あ い関係 は 8K - 36 か

ら 8K - 35 も し く は81ー26の順で8K - 35 を81ー27が切っ て い る 。

半分以上が他 の遺構 に よっ て切 ら れて い る た め に輪郭 は不明確で あ る が、 直径3. 8m ほ ど の 円 形 を 呈 す る

の で は な い か と推 定 さ れ る 。
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第20図 竪穴遺構実測 図(1心

遺構確認面か ら の深 さ は 、 約10 cm を計 る 。 埋土 は 2 層 に分 け ら れ る 。 上層 は全体 に は広 が ら ず、 中心部 の 付

近 に あ り 、 軟質の暗 褐色土で炭 化物や焼土の粒子 を多 く 含む。 下層 は堅 く 締 まっ た暗 褐色土で、 焼土や炭 化

物 の 粒子 を わず か に含む。

床 面 に は特に炉や柱穴 な ど の施設 は確認で き な かっ た。

出土遺物 は少 な く 、 接合す る 資料 も あ ま り な い。

OSIく ー 37 (第四図上)

こ の遺構 は B - 6 グ リ ッ ド で検 出 さ れ81 - 13、 8K - 26、 8K - 36の各遺構 に切 ら れ て い る 。 遺構 の 確 認 に

際 し て は他の切っ て い る 遺構 に 比べて確認 し に く く 、 ど う に か輪郭を ひ い た も の で あ る 。 平面形 は長軸 方向

で5.6m 、 短軸 は推 定 で4.8m ほ ど の東 西 に延 び る 楕 円形で あ ろ う か。

遺構確認面か ら の掘 り 込 み の 深 さ は 10 叩前後で あ る 。 埋土 は大 き く 2 層 に分 か れ、 上層 は焼土 が わず か に
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混 じ る 目 の 荒 い 明褐色土で あ る 。 下層 は細か い砂粒を含み、 堅 く 締 まっ て い る 。 遺構内 に 特 に 柱穴 や焼土 の

集中 な ど は確認で き な かっ た。 出土遺物 は あ ま り 多 く な く 、 破片 も 小 さ い 。

OSK - 38 (第四図下)

C - 6 グ リ ッ ド を 中心 に 一部 B - 6 グ リ ッ ド に か け て検出 し た 。 SI - 26、 81 - 27、 SI - 19 の 各遺構 に よっ

て切 ら れて い る 。 切っ て い る 各遺構の調査終了後、 遺物 の 出土す る 部分を精査 し て い て検 出 し た。

平面形 は各遺構 に切 ら れて い る た め推 定 に な る が、 長軸が5. 1m 、 短軸が4. 6m (推 定) の 北 西 ~ 南東 方 向

に延 び る 楕円形 と し た。

遺構確認面か ら の深 さ は8cm を計 る 。 埋土 は 1 層 で焼土や炭 化物の粒子 が少 量混 じ り 、 堅 く 締 まっ た 茶褐

色土で あ る 。

遺構内 に焼土の集中域や柱穴 な ど は検出で き な かっ た 。

遺物の 出土量 は少 な く 、 接合資料 も少 な い。

OSK - 45 (第20 図上)

B 、 C - 6 ・ 7 グ リ ッ ド に ま た がっ て検出 さ れ た も の で81 - 13 に切 ら れ て い る 。 ま た 、 北側 は調査区 外 に

なっ て お り 、 全体 の 半分 ほ ど が確認で き た だ け で あ る 。 残存幅 は5. 1m を 測 り 、 掘 り 込 み の 深 さ 10 cm を 測 る 。

調査前 は畑 地の 端 に あ た り 、 イ モ 穴 に よ る 撹乱坑がみ ら れ る 。 当初か ら 遺物 の散布が見 ら れ た が遺構 と し て

十分確認す る こ と が で き な かっ た。 た だ、 81 - 13 の壁を確認 し て い る に も か か わ らず そ の 壁 に 遺物 の 出 土 が

み ら れ る こ と か ら 精査 を 重ね て ど う に か輪郭を検出 し た。

埋土 は 2 層 に分 か れ、 上層 は焼土 を少 量含む明褐色土で し ま り が な し 、 。 下層 は 同 じ 特徴 を 示 す が、 こ ち ら

の方が よ く 締 まっ て い る 。 ピ ット を 2 つ 確認 し た が柱跡 と し て は確実 に 押 さ え き れ な かっ た。 調査で き た範

囲が限 ら れ、 遺構の 性格 は不明 で あ る 。

出土遺物 は か な り 多 い ほ う で、 御領式土器が多 い。

OSK - 46 (第20 図下左)

B - 7 グ リ ッ ド で検 出 さ れ た も の で、 81 - 14 に よっ て切 ら れて い る 。 残存 し て い る 範囲で遺構 の 形 を 類推

す る と 長 さ が南北 に l. 1m 、 幅がO. 72m の長楕円形の土坑 と 考え ら れ る 。 た だ、 南側がSI - 14 に よっ て切 ら れ

て い る た め 、 正 確 な と こ ろ は不明 で あ る 。

遺構確認面か ら の深 さ は約20 cm を計 り 、 床 面 は一定で は な い。 埋土 は 3 層 に分 か れ、 ①層が暗 茶褐色 を 呈

す る 土で締 ま り が な く 炭 化物 と 焼土 を わず か に含む。 ②層 は き め が細か く や や締 まっ て お り 、 わず か に炭 化

物を含む。 ③ 層 は上層 よ り も暗 い暗 茶褐色 の土で よ り締 まっ て お り 、 わず か な が ら炭 化物を 含 む。 出土遺物

は、 大 き さ の割 に は 多 かっ た が、 接合で き る 資料 と な る と 非常 に少 な かっ た。

OSK - 47 (第20 図下右)

こ の遺構 は81 - 31、 8K - 38、 81 - 18、 81 - 28の各遺構 に切 ら れ、 こ れ ら の遺構 に よっ て原形が ほ ぼ不 明 と

い う 状況 に なっ て い る 。

各遺構の調査終了後、 周 囲 の精査を進め て い る う ち に こ の遺構 に 気 づ い た も の で、 ご く わず か な 土 の手が

か り を も と に ど う に か一部 を検 出 し た。

検出面か ら の 深 さ は 8 cm ほ ど で浅 く 、 床 面 は や や締 まっ て い る も の の硬化面 な ど は確認で き な かっ た。 埋

土 は焼土 と炭 化物の 細 か い粒子 が含 ま れ、 地山 よ り や や暗 い暗 褐色土で あ る 。

出土遺物 は少 な く 、 破片 も 小 さ い。

OSX - 42 (第21 図上)

C - 9 グ リ ッ ド か ら D - 9 グ リ ッ ド に か け て確認 し た も の で、 南北1. 8m 、 東 西0 . 9 2m を 測 り 多 量 の 焼土

と炭 化物 を伴 う 土坑で あ る 。 一部 イ モ 穴 に よっ て破壊 さ れて い た が、 土坑の南西部分 は さ ら に深 く 落 ち 込 ん

- 43 -



第 2 節 縄文時代の遺構 と 造物

で お り 、 こ こ で確認面か ら の深 さ は 1 .34m を測 る 。 当初風倒木 の疑 い が あっ た が、 最下層 ま で焼土 と 炭 化物

を含み、 遺構 と し て の性格 は不明 で あ る 。 埋土 は 6 層 に分層 で き た が大 ま か に は 4 層 に 分 け ら れ、 最上層 か

ら さ ら さ ら し た 黄褐色の ア カ ホ ヤ 包含層、 締 ま り の な い黄茶褐色の炭 化物 と 焼土を含ん だ層、 そ の 下層 の暗

茶褐色を呈 し 粘質 の 強 い炭 化物 と 焼土を含む層、 最下層 の粘質 の弱 い暗 茶褐色で炭 化物 と 焼土 を 多 量 に 含 む

層 で あ る 。 炭 化物 の 中 に は 出土 し た 当初 は板状の状況 を示す も の も あっ た。 か な り大 量 の炭 化物が ま と まっ

た状態で出土 し 、 意図的 な 焼却作業が行 わ れ た 結果で あ ろ う 。

炭 化物 は古環境研究所 に C 14年代測定 を委託 し た。 そ の結果、 こ の遺構か ら 出土 し た炭 化物 は補正 14 C に

よ れ ば、 3420 :t60 年BP と い う 値を得た。 ま た、 暦年代交点 に よ ればBC170 5 と い う 値 に な る 。 偏 差 を 考 え れ

ば、 BC1760 - 1645 と い う こ と に な る 。 こ こ で 出土 し た多量の炭 化物 は こ の遺構 内 で 木 材 を 燃焼 し た 結 果 生

じ た も の と 判断 さ れ る の で、 こ の遺構の実年代 は中庸を

とっ て ほ ぼ紀元前18世紀 は じ め と な ろ う 。 し た がっ て、

こ の遺構 も 縄文時代後期 の も の と 判断 し て縄文時代の遺

構 と し 、 こ こ に記述 し た。

OSX-43 (第21図中)

D - 9 グ リ ッ ド で確認 し た も の で、 長軸 方向 が北北東

~南南西で、 長軸 が1 .5m 、 短軸 l . 1m を計 る 楕 円 形 の 土

坑で あ る 。 土坑 の南西部分 に は さ ら に深 く 落 ち 込む径50

m ほ ど のピ ット が あ り 、 確認面か ら の深 さ 99佃 を計 る 。

確認面の 南側 に は炭 化物 と 焼土が径40 咽 ほ ど に広がっ て

い た が、 掘 り 込 み な ど は確認で き な かっ た。 埋土 は大 き

く 2 層 に分 か れ、 と も に炭 化物 と 焼土を含む締 まっ た 土

で あ る が下層 の方が よ り堅 く 締 まっ て い る 。 出土遺物 と

し て は石鍛が遺構 の 中位か ら 一点だ け 出土 し た。

こ の遺構 も SX - 42 に 隣接 し 、 遺構 の あ り 方 が類似す

る 。 こ の こ と か ら 一応、 こ の遺構 も 縄文時代 の も の と し 日
� LÞl1 . aa胞 A CID ニエ

て扱 う 。 三三室E22 -
OSX-44 (第21 図下)

D - 10 グ リ ッ ド で確認 し た も ので、 確認ト レ ン チ に よっ

て一部切 ら れ て い る 。 面的 な 確認 は 当初で き な かっ た が、

ト レ ン チ 部分を あ ら た め て掘 り 下 げ土層 を確認 し て い た

と き 確認で き た も の で あ る 。

残存 し て い る 状況 で み る と 、 北東 か ら 南西方向 に 延 び

る 長楕 円 形 の 土坑で あ る 。 幅1 .8m 、 残存長 1 m ほ ど を

計 る 。 深 さ は浅 く 、 確認、面か ら の深 さ 16c皿 を計 る 。 層 は

分層 で きず 、 僅か に焼土 を 含 む暗 赤褐色を呈す る 堅 く 締

まっ た 土で あ る 。

こ の遺構か ら は縄文時代後期の も の と 思わ れ る 土器片

が l 点 出土 し た。 内外器面 と も 丁寧 な 研磨が施 さ れ た浅

鉢形土器 の 頭部付近 と 思わ れ る 。 内外器面 と も 明褐色を

呈 し 、 焼 き も 良好で あっ た。 た だ、 文様や器形全体 の プ
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ロ ポ ー シ ョ ン ま で推 定 で き る よ う な 破片で は な かっ た た め正 確 な 判 断 は 下せ な かっ た。 こ の遺構 自 体 は 先 の

SX -42やSX - 43 の あ り 方 と や や異 な る 様子 は あ る が、 や は り 2 つ の遺構 に 近接 し て い る こ と と 出土 遺物 を

勘案 し て、 縄文時代の遺構 と と ら え こ こ で扱っ た。

2 縄文時代の遺物

(1 )土器

鶴羽 田遺跡出土の土器 は包含層 中 か ら の 出土 と 遺構か ら の 出土が あ る 。 遺構か ら の 出 土 に お い て は、 か な

り ま と まっ て 出土 し た も の も あっ た が、 接合が可能 な 資料 は少な かっ た。 そ の た め土器片 と し て と ら え ざ る

を得な い も の が多 く 、 全体 の 器形を判断で き る も の は少な い。 ま た 、 遺構外か ら の 出土 し た 遺物 は な お さ ら

接合資料 は少 な く 図化 で き る も の も 限 ら れ る 。 文様 の あ る 土器 も 限 ら れ た 部分 し か 出土 し て い な い た め そ の

特徴を 明 ら か に す る の に 十分 と は い え な い。

こ の た め土 器 に つ い て記述す る に あ たっ て、 従来か ら の器形や文様 に よ る土 器型式分類 に 従 う こ と に す る 。

器形 に つ い て は大 き く 深鉢形、 浅鉢形、 椀形、 注 目 形 の 4 つ に分 け る も の と す る 。

本遺跡出土の縄文土 器 は主 に II B 層 か ら E 層 を 中心 に 出土 し て い る 。 土 器 は遺構 に 伴 う も の と 包含層 に 含

ま れ る も の に大 き く 分 け ら れ、 さ ら に 時期差 も 大 き い。 出土数 は型式 に よっ て違 い は大 き く 、 後期末か ら 晩

期 に か け て の遺物数 は格段 に 多 い 。 こ こ で は、 そ れ ら を こ れ ま で の編年の 成果 を も と に し て各土 器 に つ い て

述べ る 。

A 早期~ 中 期 の土器

まず 早期 の土 器 と 考え ら れ る も の は ア カ ホ ヤ の 2 次堆積層 の E 層 か ら さ ら に そ の下 の IV層 の 上面 に か け て

確認 さ れ た 。 数 と し て は少量で あ り 遺構 も 確認で き な かっ た が、 こ の調査区 の 外側 で こ の 時期 の 遺構が存在

す る 可能性が あ る 。 出土分布 の 傾 向 と し て は、 調査区の西側か ら 北西側 の A ・ B - 1 ・ 2 ・ 3 グ リ ッ ド に偏っ

て い る こ と か ら 考 え て、 第 I 調査区外 の 西側か ら 北側 に広が る と 予想 さ れ る 。

次 に こ の時期の土 器 と し て こ の遺跡で出土 し た も の は、 押型文系土 器、 塞 ノ 神式系土器 な ど の 各型式 に 分

け ら れ る 。

【押型文系土器】 (第22図)

出土 し た数量 は ご く 僅 か で あ る 。 P -00 1 は胴部片で、 楕円文が施文 さ れ て い る 。 中 央 部 よ り や や 上 方 の

緩 や か な 屈 曲 を境 と し て そ の 上部 は縦方向 に施文 さ れ、 そ の下部 は右上 が り の横方向 に施文 さ れ て い る 。 施

文の単位 は 6 粒で交互 に 配置 さ れ る 。 施文具 の長 さ は約 3 cm程で あ ろ う 。

P -00 2 は 口縁部片で山型文 を縦走 さ せ て い る 。 単位 は小破片 の た め はっ き り し な い が 、 あ え て い え ば 6

本 の 山型を単位 と し て い る 。 施文具 の 長 さ は 2 cm強で‘ あ ろ う 。 口 層部 に施文原体 に よ る 押 し 引 き が な さ れ る 。

山型の 聞 は 1 .8cm と 間延 ひー し た も の で あ る 。 胎土 中 に は多 く の細砂粒が混入 し て い る 。 白 い 砂雲母が は いっ

て い る 。 器壁 は 8 c皿 で か な り 薄手 の も の で あ る 。

こ れ ら の押型文土器 は 時期 的 に は手向 山式土器 の も の で あ る 。

P -006 は小破片 で あ る が手向 山式土器 と 認 め ら れ る 。 文様 は沈線 と そ の 聞 の 刺突文か ら なっ て い る 。

P -00 7 は撚糸文を主文様 と す る 土器 で あ る 。 長 さ 1 . 5cm ほ ど の原体 を転が し て 文様 を 施 し て い る 。 こ れ も

手向 山式土器 の範曙で あ ろ う か。

【塞 ノ 神系土器】 (第22図)

こ れ も 出土数量 は少 な い が、 P -00 3-00 5、 00 8-0 18が そ れ に あ た る 。

P -00 3、 00 4 は 同一個体 の 土器 の 口 縁部 と 恩わ れ る 。 胎土、 焼成、 色調 と も に よ く 似 る 。 こ れ ら は、 波状

口縁を呈す る も の で 2 - 3 本 の 貝殻条痕 を文様 と し て描 く 。
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胎土 は細か い 白 砂粒 を 多 く 含む が、 よ く 精製 さ れ た 粘土で き め は細か い 。 口 唇部 に は刻 み 目 が入 る 。 焼成 は

や や良好で あ る 。 色調 は 内 外器面 と も 淡黄褐色を呈す る 。

P -00 5 は 口縁部 の 破片で、 文様 は 口 層部 に刻み 目 、 そ の下 に 2 - 3 本 の 沈線 と そ れ を 囲 む 刺 突文 と 貝 殻

の押引 文が横走す る 。 や や 中央部が膨れ る 。 黒 ウ ン モ の含有量が多 い 。

P -00 8 は まず 撚 り 糸文 を 縦走 さ せ、 次 に 横方向の平行す る 沈線を施文す る 。 さ ら に 縦 方 向 の 刺突文 を 撚

り 糸文 の な い 部分 に 施 し て い る 。 器壁 は 1 cm ほ ど と 薄 い が、 復元径 は か な り大 き く な り そ う で あ る 。 こ れ は

鹿児島で い う 「石坂上式」 土器で あ ろ う か。 こ れ を 人 に よっ て は塞 ノ 神式土器 の 古式 の も の に し て あ り 、 こ

こ に入 れ た 。

P -00 9-0 18 は いず れ も い わ ゆ る 「塞 ノ 神式土器J で あ る 。 施文 は いず れ も 沈線 に よ る 区 画 と そ の 中 の 撚

り 糸文 に よっ て い る 。 た だ器面調整、 色調、 焼成 な ど は各個体 に よ り 異なっ て い る 。

【貼付突帯文土器】 (第22図)

P -0 25 は 口縁部で あ る 。 ラ ッ パ状 に 開 く も の で そ の 口縁部 の 外器面 に 縦方 向 の 隆帯 と 横方 向 の 隆帯 を そ

れぞれ貼 り 付 け て い る 。 縦 に 1 cm間関で、 や や斜め に貼 り 付 け 、 ナ デ調整 を施 し て い る 。 さ ら に横方向 に 間隔

は任意 で あ る が隆帯 を 貼 り 付 け て い る 。 貼 り 付 け た後 に こ れ も ナ デ調整 を し て い る よ う で あ る 。 内器面 に は

煤の付着がみ ら れ、 煮炊 き に利用 さ れ て い た の か も し れ な い。 胎土 は 白細砂粒や ウ ン モ な ど の細砂粒 を 多 く

含むが、 き め は全体 と し て良 い 。 焼成 も 良 い ほ う で あ る 。

こ の土器 は確認ト レ ン チ の E 層 の下部付近で出土 し た も の で、 こ の時期の遺物 の 存在 を予想 さ せ る 契機 と

なっ た も の で あ る 。

次 に前期か ら 中期 に か け て の土器 を み て み よ う 。 こ の 時期 の土器 も 出土点数 は非常 に少 な い。

【縄文土器】 (第22図)

P -0 19-0 22 は縄文 を 器表面 に 施 し て い る 。 こ の う ち P -0 19 は、 縄文 に 加 え て張 り 付 け 刻 み 目 突帯 を 付

け て い る 。 一部の み残っ て い る が 5 mm ほ ど の 隆帯を貼 り 付 け、 そ こ に 刻み 目 を付 け て い る 。 こ れ ら 4 点 と も

胎土 は似通っ た も の が あ り 、 同一個体 の破片の可能性 も あ る 。 胎土中 に は多 く の 白 い細砂粒が含 ま れ て お り 、

中 に は 1 mmを越え る よ う な も の も あ り 気泡 も か な り み ら れ る 。 焼成 は良好で あ る 。

こ れ ら は一応船元式土器か竹崎式 の範鴎で あ ろ う 。

【縄文 + 突帯文土器】 (第22図)

P -0 23、 0 24 は縄文 を 地文 と し て徴隆起帯を貼 り 付 け て い る 。 か な り 磨耗 し て い る が、 地文 と し て の縄文

が うっ す ら と 見え る 。 節 な ど は不明 で あ る 。 こ れ ら の土器を上記の縄文土器 と 分離 し た が、 同 じ も の で あ る

可能性 が あ り 、 竹崎式土器 に 入れ る べ き か も し れ な い。

【岡高式系土器】 (第22図)

P -0 30 が そ れで、 1 点の み の 出土で あ る 。 E - 10 グ リ ッ ド に破片 の み が 出土 し て い た 。 丹念 に 周 囲 を 精

査 し 遺構や他の破片 を 見つ け よ う と し た が見つ か ら な かっ た。 こ の よ う な 出土 は 内 陸 の 遺跡地内 に よ く み ら

れ る 状況 で、 単独で か な り大 き い 破片 が 出土す る 。 な ぜ そ の よ う な 出土 を す る の か不明 で あ る 。

土器 は 口縁部付近だ け で、 全体 の 1 /10 ほ ど が出土 し た。 口 層部 に 刺突文 を施 し 、 口 縁部 に 凹線 に よっ て

横線、 縦線、 渦巻 き 文 を組み 合 わ せ て施文 し て い る 。 胎土 に は わず か な が ら 滑石が含 ま れ て い る ら し く 、 な

で る と つ る つ る し た手触 り が あ る 。 器表面 は 暗赤褐色 を呈 し 、 よ く 焼 き し め ら れて い る 。

B 後 ・ 院期 の縄文土器

こ れか ら 述べ る 後 ・ 晩期 の 土器が こ の遺跡の 中心 と な る 時期 の 遺物で あ る 。 こ こ で は こ れ ま で の 土器研究

の 成果 を ふ ま え 、 土器 の形式分類 と 型式分類 に つ い て順を追っ て述べ て い く 。
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まず 、 後 ・ 晩期 の 土器 に つ い て こ れ ま で の他遺跡の資料を も と に し て形式的な 分類 を行 い た い。

ア 形式分類 こ の遺跡で 出 土 し た後 ・ 晩期 の土器を、 深鉢形、 浅鉢形、 椀形、 注 目 形 と 分 け て考 え る 。 こ

の 中 に は ど ち ら に 分 け た方が よ い の か明確で な い も の も あ る 。 深鉢形 と 浅鉢形 と の 中 間 的 な 形態で、 鉢形 と

す べ き も の で あ る 。 し か し 、 こ の 遺跡で 出土 し た土器類だ け で は形態差を十分 に つ か め な かっ た の で、 基本

的 に 「鉢形」 と い う 用語 は使用 し な い こ と に し た。 な お 分類 に 際 し て は 、 熊本県教育委員会報告第 144集

『 ワ ク ド 石遺跡』 で示 さ れ た 形式的分類 に負 う と こ ろ が大 き い。

深鉢形土器

A 類

土器の形態が基本的 に 口縁部、 頭部、 胴部、 底部の 4 つ の部分か ら なっ て い る も の で あ る 。

A - 1 類 は 口縁部断面が弱 く 逆 「 く 」 の字状 に折れ曲が り 、 口 縁部が波状を呈 し て い る も の で あ る 。

A - 2 類 は 口縁端部の 断面が三角形を呈 し 、 外器面で 1 条の帯状 の 面 を つ く り 、 そ こ を 口 縁部及び 口 縁部

文様帯 と し て利用 し て い る も の で あ る 。 口縁端部 は水平 と なっ て い る 。

A - 3 類 は 口縁端部が水平 に な り 、 口 縁部幅 も 広 く な る も の で あ る 。 頭部か ら 口縁部 に か け て の屈折の度

合 い で二つ に細分で き る 。 頚部上端が外反 し 口縁部が内傾 ま た は 直立す る も の と 、 頚部か ら 単 に折れ曲 が る

だ け で、 口 縁部 も 真っ 直 ぐ 外傾 し て い る も の が あ る 。 そ れぞれを A - 3 a 類、 A - 3 b 類 と す る 。

A - 4 類 は A - 3 類 の 口 縁端部の 4 ヵ 所 に 山形の小 さ な 突起が付 け ら れ た も の で基本的 に 水平 な 口縁で あ

る 。 た だ こ れ に つ い て は破片で あ る 場合、 A - 3 類 と の差異を認め ら れ な い 可能性が あ る 。

B 類

A 類 の 口 縁部 に み ら れ た帯状の 口 縁部 に あ た る 部分がな い も の で あ る 。 基本的 に 頭部、 胴部、 底部の 3 つ

の 部分 に 分 け ら れ る も の で、 頭部の先がそ の ま ま の びて 口縁端部 に な る も の で あ る 。 そ の端部 は水平 に なっ

て い る 。 胴部以下の あ り 方 は A 類 と大 き な 差異 は な い。

C 類

底部か ら 立 ち 上が り 、 胴部、 口 縁部 ま で ほ ぼ まっ す ぐ に の びて終わ る も の で あ る 。 A 類 に み ら れ た 口 縁部

や A 類 ・ B 類 に み ら れ た 胴部 の屈折 な ど が な い も の で あ る 。

C - 1 類 は土器の 最大 径が 口 縁端部 に な る も の で あ る 。

C - 2 類 は 口 縁部近 く で外湾 し 、 口縁端部が土器 の 内 側 に 傾 い て い る も の で あ る 。

D 類

土器が基本 的 に 口縁部、 胴部、 底部の 3 つ の部分か ら なっ て い る も の で、 こ れ ま で の 分類 に 入 ら な い も の

を こ の類 に し た。 口 縁部 と 胴部の形態か ら 2 つ に分 け ら れ る 。 D - 1 類 は 口 縁部か ら 胴部、 さ ら に 底部 ま で

ほ ぼ直線的 に お り る も の で あ る 。 D - 2 類 は 口縁端部外面 に粘土組を張 り つ け、 突帯 と し た、 い わ ゆ る 突帯

文土器で あ る 。 突帯 に は刻 み 目 がつ け ら れて い る 。

議鉢形土器

A 類

基本的 に 口 縁部、 頭部、 胴部、 底部の 4 つ の部分 に 分 け ら れ る も の で、 深鉢形土器 の A 類 に あ た る も の で

あ る 。 深鉢形土器の丈を短 く し た様 な 器形で あ る 。 口縁部 に は文様帯 と 呼べ る 一条の屈折部 を 持 ち 、 頚部 は

弱 く 内 湾 し な が ら大 き く 外反す る 。 底部 は や や上 げ底 に なっ て い る 。

山形の波状 口 縁 の も の と 平坦 な 口縁の も の と に分 け ら れ、 そ れ ぞ れ A - 1 類、 A - 2 類 と す る 。

B 類
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基本的 に 口 縁部か ら 緩 や か な 丸 み を も っ た嗣部 に い た り 、 そ の ま ま 底部 に い た る も の で あ る 。 口 縁部 は回

折 し 、 ほ ぼ直立す る よ う に な っ て い る 。 こ の類の底部 は い わ ゆ る 丸底で あ る 。 口縁部の文様の有無か ら、 B 

l 類 と B - 2 類 に 分 け ら れ る 。 た だ本遺跡で は 出土点数 は少な い。

C類

B 類 に似 た 器形で あ る が 口縁部 は 明 瞭 な 屈折部 を持 ち 、 胴部 は 直線的 に伸 びて底部 に そ の ま ま い た る も の

で あ る 。 口縁部、 胴部、 底部の 3 つ の 部分か ら な る も の で あ る 。

D 類

基本的 に は 口 縁部、 頭部、 胴部、 底部の4つ の部分か ら な り 、 底部 と 胴部の境が明瞭 で は な く い わ ゆ る 丸

底の形状 を し て い る 。

D - l 類 は胴部か ら 内湾 し な が ら 、 強 く 外反す る 頭部か ら 口縁部が直立 し て い る 。 口 縁部幅 の 器高 に 対す

る 割合 は小 さ い 。 水平 な 口縁端部 で あ る 。 こ の類 は器高 に対す る 口 径の割合の大小で二つ に 分 け る こ と が で

き る 。 D - l a 、 D - l b 類 と す る 。

D - 2 類 は D - l 類 の 口縁端部 に 4 つ の小 さ な 山形の突起を付 け た も の で あ る 。 こ の類 も 器高 に 対す る 口

径の割合の大小で二つ に 分 け る こ と が で き る 。 D - 2 a 、 D - 2 b 類 と す る 。

D - 3 類 は 口縁部が形骸化 し て お り 、 頭端部 を わ ずか に つ ま み上げた と 思 わ れ る ほ ど に な っ て い る 。 ま た

頭部の割合が相対的 に 大 き く な り 、 額部が長 く の び た形状 に な っ て い る 。 そ し て頭部 の外反がそ れ ほ ど で も

な く 、 直線 に近 く な り 、 口 縁部近 く で は外湾 ぎみ に な っ て い る 。

D - 4 類 は 口縁部、 頭部が形骸化 し て い る 。 口縁部 は段状 に な り 、 頭部 は短 く 湾曲か ら 折れ る よ う な 外反

に な っ て い る 。 こ の類 も 器高 に対す る 口径の割合の大小で二つ に 分 け る こ と がで き る 。 D - 4 a 、 D - 4 b

類 と す る 。

D - 5 類 は 口縁部 と 頚部が一体化 し 、 も は や 区別で き な く な っ て い る 。 さ ら に 胴部上半 と 下半 の 境 に 明確

な 回折が み ら れ る よ う に な っ て い る 。 胴部上半が外湾 し な が ら 内側 に 傾 い て い る 。

椀形土器

底部か ら 立 ち 上が っ た 胴部が そ の ま ま の びて 口縁端部 に な っ て い る 。 口 径 に 比べ て器高が低 い も の で あ る 。

底部 は丸底で あ る 。 口 縁部付近 で や や 直立す る 印象を受け る 。 か な り 大型品 も あ る よ う で あ る 。 た だ、 こ の

形態の土器 は こ の遺跡で は 出土点数が少 な い。

注 口 土器

注 目 土器 は 時期 に よ っ て そ の 形態が変化 し て い る 。 注 口 土器 は こ れ ま で の他遺跡 の 資料 に よ り 大 ま か な 分

類が行わ れ て い る 。 特殊 な 用途が想定 さ れ る 土器で は あ る が、 そ の 時期 に 応 じ た 変化が他 の 土器 と 呼応 し て

み る こ と がで き そ う で あ る 。 た だ、 鶴羽 田遺跡で は注目土器 と し て は 1 点 の み の 出土 で あ る 。 破片 の 中 に 注

目土器が含 ま れ る 可能性 は あ る が、 十分 に捉え て い な い。 こ の 、 1 点 だ け 確認 し た 土器 に つ い て は 御領式土

器の と こ ろ で述べ る 。

イ 型式分類

こ の遺跡で 出土 し た後 ・ 晩期 の 土器を詳細 に観察 し た と こ ろ 、 磨消縄文系土器、 黒色磨研系土器、 刻 目 突

帯文系土器 に 大別で き る 。 な か で も 出土数が も っ と も 多 い の は黒色磨研系土器 で あ る 。 し か も 、 こ れ ま で の

土器型式 に 従 え ば、 三万田式 ・ 太郎迫式か ら 天城式、 黒川式、 山 の 寺式 と 複数型式 に わ た っ て い る 。 磨消縄

文系土器で は太郎迫式土器、 刻 目 突帯文系土器で は 山 ノ 寺式 と 時期 的 に 限定 さ れ て い る の に比べて も 多 い。

ま た 、 こ こ の 第 I 調査区で多 く 出土 し た 竪穴遺構 は主に 黒色磨研系土器 に 伴 う も の で あ る と 思わ れ る 。

こ の遺跡の大部分 は後 ・ 晩期 の 土器で し め ら れて い る 。 こ れ ら の 時期 の 土器片 に つ い て は こ れ ま で詳細 な
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型式分類が な さ れ、 型式 も ほ ぼ定着 し て い る 。 こ れ ま で の成果 を ふ ま え つ つ、 こ の遺跡か ら 出土 し た 土器 に

つ い て進 め て い く 。

縄文時代後期後半以降の 土器型式 に つ い て は多 く の研究者の研究が あ り 、 そ の研究の 上 に 現在 の 型式 の変

遷が あ る 。 た だ、 当 然の こ と な が ら 全 て に 見解の一致 を み る も の で は な く 、 研究者 に よ っ て そ の 変選 は若干

の相違が あ る 。

熊本県地方 の 後期後半 に お け る 土器研究で は富田紘一氏 と 島津義昭氏の土器型式の 変遷案が こ れ ま で示 さ

れ て き て お り 、 そ れ ら を も と に し な が ら 鶴羽 田遺跡出土の土器を型式分類 し て い く 。 た だ、 鶴羽 田遺跡出土

の土器 は 時期 的 に 限定 さ れ る も の が多 く そ の ほ か の 時期の土器 は 出土点数 が か な り 少な く な る が、 出土 し た

土器の一応 の 流 れ を み る た め に土器の変遷を述べ、 土器説明の 目 安 と し て お く 。

両氏の 研究 に よ れ ば、 後期後半か ら 縄文晩期 ・ 弥生時代 に い た る 土器型式変遷 と し て次 の 型式変遺が考え

ら れて い る 。

(鐘崎式→北久根山式→西平式→) 太郎迫式→三万 田式→鳥井原式→御領式

(後期晩期 の 境)

→天城式 (上南部 E 式) →古閑式→黒) 1 1式→山 の 寺式→夜臼式 (→板付式→)

鶴羽田遺跡で は数量的 に ま と ま っ て 出土 し た の は御領式か ら 天城式 に か け て の土器で あ る が、 他 に も 出土

数量 は少な い も の の太郎迫式~ 山 の 寺式 ま で の土器が あ る 。 出土点数を考え れ ば中心 に な る も の を主 に 記述

す れ ば よ い の で あ る が、 あ る 程度の流れを考え全般的 に ふ れて い き た い と 思 う 。

以上の こ と を ふ ま え て こ れか ら 後 ・ 晩期 の土器の詳述を行 う に 際 し 、 先 に述べ た よ う に 磨消縄文系土器、

黒色磨研系土器、 突帯文系土器 に大 ま か に分 け 、 さ ら に そ の 中 を型式的 に 分 け て記述す る 。

【膳消縄文系土器】 (第23図)

こ の系統 の 土器 は調査区内 で の 分布域が限定 さ れ る 。 主 に B - 1 - C - 1 グ リ ッ ド で 出土 し て い る 。 調査

区で い え ば西側 の 端近 く に な る 。 こ の付近 は耕作 に よ る 削平が進 ん で お り 、 土層 の 撹乱 も 進ん で い た。 そ の

中 で土器の集中部分 が い く つ か み ら れ、 そ の付近 に焼土の集中域 も あ っ た。 こ の た め遺構 の 存在 も 予想 し 、

か な り 精査 し た が確認で き な か っ た。 そ の一帯 に こ の系統の土器が集中す る よ う で あ る 。 た だ、 出土 し た土

器 は数量的 に 少 な く 、 そ の す べ て に 磨消縄文が施 さ れて い る わ け で は な い。 そ こ で、 代表的 な 部位 と 恩わ れ

る 部分 を 図化 し 、 そ れ に つ い て述べ る こ と に す る 。

深鉢形土器 は 口縁部が波状 の も の と 平坦な も の に分 け ら れ る 。 A - 1 類 と B - 4 類 と に 分 け ら れ波状 口 縁

に は狭 い 回 曲部 が あ り 、 そ こ に文様帯が形成 さ れ る 。 文様 と し て沈線文、 磨消縄文、 凹点文の組み合わ せ が

み ら れ る 。 第23図 の P - 032、 034-040が こ の例 に あ た る 。

そ の下部 に は 無文域が あ り 、 口 縁部 は頚部 に 向 か つ て す ぼ ま り 、 そ こ を境 に し て急激 に ふ く ら む。 そ の頚

部か ら 胴部 の上部 に文様帯が形成 さ れて い る 。 文様の要素 と し て磨消縄文、 沈線 に よ る 平行線、 沈線 に よ る

r X J 字文、 沈線 に よ る 鋸歯状文、 刺突文な どがあ る 。 さ ら に 底部 は や や径の小 さ い上 げ底 と な っ て い る よ

う で あ る 。 P - 042-054、 056、 057が そ れ に あ た る 。 刺突文 は頭部 の く び れ部 に み ら れ、 P - 043、 046、

050、 052 な ど に み ら れ る 。 鋸歯状文・は P - 041-:-044 に み ら れ る 。 P - 042 は磨消縄文 に 伴 っ て み ら れ る 。

口 縁部が平行 に な っ て い る も の は 口 縁部が弱 く 内傾 し て お り 、 そ の部分がや や肥厚 し て無文様帯を形成 し

て い る 。 P - 033が そ れ に あ た る 。 こ の遺物 は胴部以下 に つ い て は よ く わ か ら な い が、 胴 部 に も 文様 帯 が 存

在す る 可能性が あ る 。 焼成 は 良好で硬 く し ま り 、 色調 は こ の時期 の 土器 と し て は他 と 異 な り 明褐色を呈 し て

い る 。

浅鉢形土器 は こ の遺跡で確認 し た も の は少な く 、 P - 032、 041 が そ れ で あ ろ う 。 P - 032 は 口 縁部 で あ る
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第 2 節 縄文時代の遺構 と 造物

が蝶 ネ ク タ イ 状 の 突起 を も ち 、 そ の外器面 に沈線 に よ る 文様を入れて い る 。 文様 は 中央で ク ロ ス し た結 び 目

様 の も の で あ る 。

P - 041 は胴部 と 思わ れ、 沈線 の 聞 に鋸歯状文 を施 し て い る 。 口縁部 と 底部 に つ い て は不明 で あ る 。 た だ 、

こ の土器 は高杯形 の 可能性 も あ る 。

こ の ほ か の 器形 も あ る と 恩わ れ る が、 こ こ で は確認で き な か っ た。

こ れ ら の遺物 は文様 の 状態か ら 考え 、 少 な く と も 2 時期 に は分 け る こ と は で き そ う で あ る 。 磨消縄文が強

く 施文 さ れ た も の と 、 そ の縄文が消 え 、 文様が形骸化す る 段階で あ る 。 そ の う ち 磨消縄文が は っ き り と 認め

ら れ る も の は太郎迫式の 中 に入 る も の で あ ろ う 。 太郎迫式土器 は器形 と し て 深鉢形、 鉢形、 浅鉢形、 椀形、

高杯形、 皿形が想定 さ れて い る が、 こ の遺跡で は そ の う ち の深鉢形 を 中心 に確認、で き た。 こ の土器の特徴 に

文様の磨消縄文 と r X J 文 が あ る 。 先 に述べ た よ う に こ の特徴が は っ き り と み ら れ る も の が あ る 。 し か し 、

P - 045、 P - 051 の よ う に 磨消縄文が消 え 、 r X J 文 は か ろ う じ で あ る も の の あ ま く な っ た も の が あ り 、 こ

の 型式 に 次 ぐ も の と す べ き か、 そ こ か ら さ ら に進 ん だ段階 と 捉え る べ き か今後 の 考慮 を要す る 。

深鉢形土器 に は A - 1 、 A - 3 、 B - 1 、 C - 1 類が あ り 、 A - 1 、 B - 1 類が大半を し め る 。

文様 を持つ も の は A - 1 、 A - 3 類で あ り 、 B - 1 類 に つ い て は は っ き り し な い。 文様帯 は 口 縁部 と 胴部

上半部の二つ の 部分 で あ る 。 な お、 A - 3 類 は胴部上半部 に文様帯を も つ か ど う か は っ き り し て い な い。

浅鉢形土器 に は良好な 資料 が な く 明確で は な い が A - 1 、 B - 1 、 F - 1 類が存在す る よ う で あ る 。 ま た 、

文様 は細 い平行沈線、 磨消縄文、 貼 り 付 け粘土浮文で構成 さ れ る ら し い。 A - 1 類 は深鉢形土器A - 3 類の

文様構成 と 同 じ も の も あ る よ う だ。 ま た、 口縁部を 四分割 し た 口縁端部 に粘土を貼 り 付 け 、 浮文 と し て い る

も の も み ら れ る 。 た だ、 こ の類 は高杯形土器 と 類似す る た め 、 破片だ け で は明確で は な い。

B - 1 類 は や や 内傾す る 口縁部 に 特徴的 な 細 い 3 本の平行沈線 を 引 い て い る 。

【黒色磨研系土器】

黒色磨研系土器 と し て以下で扱 う 土器 に つ い て は、 三万 田式 に は じ ま り 御領式で完成 し 、 古閑式で拡散 し

て い く 過程が想定 さ れて い る 。 た だ、 こ の系統の土器の祖型 は 磨消縄文系土器 の 末 に つ な が る も の で あ る の

は確かで、 全体の プ ロ ポ ー シ ョ ン 、 文様帯の あ り 方 な ど共通す る も の が多 い 。 そ の一方で、 新 た な 研磨 を 加

え る こ と で土器表面の調整を 図 る と い う 技術の進展が こ の 系 の土器を特徴づ け る 。

鶴羽田遺跡で 出土 し た土器の う ち 大部分 は こ の 中 に含 ま れて い る も の と 考 え ら れ る 。 竪穴遺構の 形成 さ れ

た 時期 も こ の土器 の 盛業期 で あ る 。 出土 し た土器の点数 も 最多 で あ る 。 こ れ ら の土器 に つ い て こ こ で詳細 に

記述を 行 い 検討すべ き 所で は あ る が、 こ れ ま で と 同様の記載 を行 う こ と は困難を伴 う 。 ま た 、 こ れ ら を 明確

に 区別す る に は十分 な 全体像 を示す資料が必要 と 思わ れ る が、 そ れ を 果 た す べ き 完形資料 は少な い。 し た が っ

て、 以下で は形式的 に 分 け ら れ た遺物を も と に各要素 に よ っ て型式 ご と に 遺物 の 分類 を 記述 し て い く こ と に

す る 。 た だ、 破片 の み で構成 さ れ る 型式の記述 に す ぎな い た め、 こ れ ま で の 土器研究の成果を も と に 記述せ

ざ る を え な い 場合が多 々 あ る 。 ま た 、 破片の み で あ る の で や や 従来 と 異な る 基準 を設 け る 場合 も あ る 。 こ れ

ら に つ い て は調査者の判断 に よ る も の で あ る 。

三万 田式土器 (第23図 P - 055) 

こ の型式の 土器 は、 い わ ゆ る 黒色磨研系土器の初現型式 と し て知 ら れ、 表面 に丁寧な 研磨が施 さ れ て い る 。

こ の た め よ く 光・沢を持つ も の が あ る 。 さ ら に磨消縄文技法 は な く な り 、 細線羽状文が施 さ れ る よ う に な る 。

現在の と こ ろ 器種 と し て深鉢形、 浅鉢形、 椀形、 注 目 形、 高杯形土器が知 ら れ れ る 。 こ の遺跡で も 三万 田 式

と 考え ら れ る も の が出土 し て い る 。

P - 055 は そ の例で浅鉢形土器 の 口縁部 の一部 と 考え ら れ る 。 山形の突起部が あ る が、 破損 に よ り そ の 形
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状 は不明 で あ る 。 外器面 に は二本の平行沈線の上下 に細か い綾杉文が丁寧 に 施 さ れ、 突起付近で二本 の 平行

沈線が X 字状 に 交 わ り 、 突起方向 へ と 向 か っ て い る 。 小 さ な 刺突が交差部分 に あ る 。 突起部分 に は 内器面か

ら 外側へ向か つ て穴 を あ け て い た可能性が あ る 。

器壁 は 薄 く 、 6 mm ほ と‘ で あ る 。 胎土中 に は細か い砂粒が多 く 混 じ る が、 よ く 精製 さ れて い る よ う で あ る 。

内器面 ・ 外器面 と も 丁寧 な 磨研が施 さ れ、 黒褐色 を呈 し て い る 。 ほ ん の一部 に し かす ぎな い た め全体像 を つ

か め な い の が残念で あ る 。

出土状況か ら 見て も こ の調査地内 に こ の 時期の遺構が存在す る 可能性 は 薄 い 。

鳥井原式土器 (第24図 P - 063) 

こ の型式 の土器 は三万 田式 に 後続す る も の と と ら え ら れて い る 。 鳥井原遺跡の 調査 に 際 し て 出土 し た 後期

末~晩期 の 土器が第 1 -第 4 群 に 大別 さ れて い る 。 こ の う ち の第 1 群 と 第 2 群 と さ れ た も の を鳥井原式土器

と し 、 第 1 群 の 土器 は浅 く 刻 ま れ た 頭か ら 尾 ま でが著 し く 長 い 羽状文 と 三角 文 を も っ 土器 で あ り 、 第 2 群 の

土器 は器形が同 じ な が ら 羽状文が消滅 し た も の で あ る 。

深鉢形土器 は 口縁 に 2 - 3 条 の 凹線 を 施 し 、 文様帯の下半 に 巻貝 な ど に よ る 押点 を も っ 。 内 湾 ぎ み の 球形

の胴部を も つ も の な ど が あ る 。

こ の遺跡で は P - 063 に み ら れ る よ う に 幅広 の 口縁部の文様帯 に二本 の 回線文が施 さ れ た も の し か な く 、

長 い 羽状文の あ る も の は な い よ う で あ る 。 A - 4 b 類で あ ろ う 。

浅鉢形土器類で は鉢形の 胴部で 口 緑部が立 ち 上が る 鉢形土器、 口縁部 と 頭部下半~胴部上端 に 凹線 に 羽状

文 を描 く も の と 凹線 だ け の も の が あ り 、 山形突起 を も つ も の も あ る 。 ま た 、 体部 の 上縁が外反 し て 口 縁部 に

な る も の や 口縁帯 に 回線 を 施文す る も の 、 な か に は細線羽状文 を 付 け る も の が あ る 。 胴部 は長 く 伸 び劇肌状

に な る 。 胴部か ら 強 く 内 湾 し て 口縁部が立 ち 上が る も の 、 ま た文様帯を も っ 鉢形土器、 浅鉢形 の 大型化 し た

担鉢形の 土器 な どが あ る 。

御領式土器

御領貝塚出土の土器 に よ っ て型式設定 さ れ た も の で あ る 。 九州縄文土器編年の 基礎 を作 っ た 小林久雄氏 は

こ れ を く末期〉 と し 、 山 内 清男氏 は 〈晩期〉 と し た が、 御領貝塚の発掘 と 報告 を 行 っ た 坪井清足氏 は御領式

を後期末 と 位置づ け、 今 日 こ れが定説 と な っ て い る 。

御領式土器型式 は後期後半~晩期前半の土器を み る 上で基準 と な っ て お り 、 御領式を中心に型式変化 に よ っ

て さ ら に 新 た な 分類が行 わ れて き て い る 。 さ ら に 黒色磨研系土器 と し て は確立完成 さ れ た 土器 と い わ れ る 。

こ の遺跡の 土器 は ほ ぼ こ の 型式か ら 続 く 天城式 に比定 さ れ る も の が多 い。

器種 と し て は深鉢形土器、 浅鉢形土器、 椀形土器、 注 目 形土器が知 ら れ、 非常 に 画一化 さ れ た も の と な っ

て い る 。 本遺跡 に お い て も 各器種が出土 し て い る 。

深鉢形土器で は 口 縁部 に 1 - 3 条 の 幅 は 狭 い が沈線 と は呼べ な い 回線 を め ぐ ら し 、 頚部下端 に段状の界線

を め ぐ ら し た も の が多 い。 口縁部の 沈線 は こ の遺跡の場合、 ほ と ん どが 2 条 と な る も の で あ る 。 ま れ に 凹点

文を施す場合 も あ る 。 他 に 口 縁部 の 文様帯 と し て の屈 曲部 は あ る も の の 無文 の も の や 、 口 縁部 の 文様帯が な

く 外反 口縁を も つ も の が あ る 。 さ ら に 御領式 の特徴 と し て凹線 と 凹線 の 聞 を 突帯状 に 盛 り 上が っ た よ う に 作

り だ し て い る も の が あ る こ と で あ る 。 胴部で は 層 の 界線を も つ も の と も た な い も の が あ る 。 こ の 器形が御領

貝塚で は総個体数 の44% を 占 め て い た。 鉢形を な す粗製土器 も あ る 。 器形上の 特徴 と し て、 深鉢形や 浅鉢 形

で は胴部か ら 頚部へか け て の 屈折部が鳥井原式 と 比べ角張 っ て い る 。 ま た 、 回 折部付近 で 明 ら か な 接合面が

あ り 、 そ こ か ら は が れ た 状態 に な っ て い る も の が多 い。

浅鉢形土器で は小型 の 皿 ・ 椀 な ど、 器高 に対す る 口径の割合の大小が明確 に な り 、 二つ に細分す る こ と が

可能 に な っ て く る 。 < く 〉 字形 口 縁 を も っ椀形土器、 口縁部 に 2 - 3 条 の 凹線 を め ぐ ら す も の や、 口 縁下端
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に 楕 円 形 の 凹文を施す も の も あ る 。 皿形の体部 に 強 く 外反 し て端部が立 ち 上が っ た 口縁 を も っ 土器 や 口 縁 に

山形突起 を も つ も の も あ る 。 頭部が短 く 、 内傾あ る い は外反す る 鉢形土器 も あ り 、 ほ と ん どが山形突起を も っ

て い る 。

注 目 土器 は小型化 し 、 胴部断面が算盤玉状 に な る 。 細線羽状文 は ど の 形式 に も も は や み ら れ な い。

以上の こ と を ふ ま え 、 図 に基づ き 具体的 に遺物 を み て い こ う 。

ま ず、 深鉢形土器 は 4 類 に 分 け ら れ る 。

A - 3 類 の 全体 の 器形 は鳥井原式 と あ ま り 変化 し て い な い が、 口縁部幅が短 く な り 、 か っ ち り と し た 印象

を 受 け る 。 ま た、 土器の最大径が胴部 と 頭部の回折部 に あ り 、 頭部か ら 口縁部 に か け て は 内 傾す る 。 胴部 か

ら 頭部へ の屈折部 は鳥井原式 ま で あ っ た丸みが無 く な り 角張 っ て く る 。 頭部か ら 口縁部 に か け て の 頭部上端

は鳥井原式 よ り 強 く 、 し か も 短 く 外反 し て い る 。 文様帯 は 口縁部 に あ り 、 基本的 に二本の 凹線文が引 か れ る 。

そ の 回線文 は し っ か り と 引 か れて い る 。 深鉢形土器で は A - 3 a 類 と し て P - 058-061、 066、 0 70 - 0 72 な

ど が あ る 。

胴部 と 頭部 の屈折部 よ り や や頭部寄 り に、 い わ ゆ る 界線 と 呼ばれて い る 一つ の段が め ぐ っ て い る 。 こ れ は

鳥井原式 ま で み ら れて い た 頭部 の 屈 曲部分 の名残で あ ろ う か。

こ の部分で は P - 115、 1 16が そ の特徴を示す。

A - 4 類 の 器形 は A - 3 類 と ほ と ん ど変わ ら な い。 山形の突起 の あ る 部分 は二本の 凹線 の う ち 上 の l 本 が

山形 に な る 。 口 縁部下端 に 凹点が付 く も の が あ る 。 P - 074、 075 な どが あ る 。

B - 1類 は全体の 器形 と し て頭部が内傾せず、 ほ ぼ直立 し て い る 。 こ の た め 口 径 と 最大 胴 部 径 が ほ ぼ 同 じ

か、 や や 口 径が大 き く な る 傾 向 に あ る o 胴部か ら 頭部への回折部 は角 張 る 。 P - 079、 089な どが こ の類で あ

ろ う か。

小型 の 深鉢形土器 (第38図 P - 306) が 1 点で は あ る が、 81 - 39か ら 出土 し て い る 。 形 態 的 に こ の 型式 に

近 い た め こ こ で述べ る こ と に す る 。 胴部 と 頭部の境に界線がみ ら れ、 胴部の屈 曲 は や や丸み を帯 びて い る 。

高 さ が10.05cm、 口 縁径が11 .3畑、 嗣部径が9. 1 叩 を測 る も の で、 ほ ぼ完形で あ る 。 胎 土 に は 砂粒 を 含 み 、 焼

成 も 良好で あ る 。 た だ、 作 り と し て は決 し て見栄え の よ い も の で は な く 、 器壁の厚 さ が0 . 9 cm前後 を 測 り 、

底部 に 至 っ て は 1 .3cm ほ ど と 非常 に 厚 く 、 手担 ね 的 な 土器であ る 。 最大径 は 口縁部 で あ り 、 口 縁部 に は 文様

帯 と し て の屈折部 は み ら れ な い。 底部 は上げ底 と な っ て い る 。 形態的 に は深鉢形土器 の B 類 の 範 鴎 に含 ま れ

ょ う 。

こ の土器 は遺構 の 中 で は炉の あ っ た 場所の 上 に 石 に 置 か れ た よ う な状態で出土 し て い る 。 偶然 そ う な っ た

の か、 遺構の廃棄 に 際 し て そ の よ う に配置 し た も の か調査中 に は確認 し 得 な か っ た。 た だ、 こ の土器 は形態

と し て は特殊 な あ り 方を し て い る が、 外器面の上部 に 付着 し た 煤な と、 か ら 考え る と 、 実用 品 と し て火 を 使 う

行為 に利用 さ れて い た も の と 思わ れ る 。

次 に浅鉢形土器で あ る が、 B - 2 、 C - 1 、 D - 1、 D - 2 類がみ ら れ る 。

B - 2 類 は 器形 に お い て は鳥井原式の そ れ と ほ と ん ど変わ ら な い。 た だ、 口 縁部幅が短 く な っ て い る 。 文

様帯 は 口縁部 に あ り 、 二本の平行凹線文が引 かれて い る 。 無文 の も の も あ る よ う だ。

C - 1 類 は P - 114 と し て確認 さ れ る が、 胴部以下の形態 は接合で き て い な い た め詳細 は わ か ら な い 。

D - 1 類 は頭部が胴部 と の囲折部か ら 短 く 内傾 し た あ と 強 く 外反す る と こ ろ に特徴が あ り 、 頭部 と 胴部、

頭部 と 口縁部 と の回折部 は 強 く 角 張 っ て い る 。 文様帯 は 口縁部 に あ り 、 二本の平行回線文が 引 か れて い る 。

口縁部幅 は鳥井原式 よ り 短 い が し っ か り と 直立す る 。

D - 2 類 は二つ に 細分 さ れ る 。 胴部や頭部が外 に 傾 き 、 器高 に対 し て 口 径 の 割合 が大 き く な る も の と 、 胴

部や頭部が外 に そ れ ほ ど傾かず、 特 に頭部 は直立気味 に 内湾す る た め器高 に 対 し て 口 径の 割合が小 さ く な る
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も の で あ る 。 屈折部 は角 張 る 。 文様帯 は 口 縁部 と ま れ に頭部下端部 に あ る 。 口 縁部文様 は二本 の 凹線文 が 引

か れ て お り 、 山形突起 の 口 縁部下端 に は凹点文が押 さ れて い る 。 胴部文様 は深鉢 の 界線 に近 い 回線 に な る よ

う だ。

椀形土器 と し て は、 こ の 時期 の も の は不明確で あ る 。 た だ、 ミ ニ チ ュ ア 土器 と い え そ う な 第38図 に 示 し た

P - 307が あ る 。 こ の土器 は破片で は あ る が 口縁部、 胴部 の屈 曲部、 底部 の 3 つ の要素か ら な っ て お り 、 口

縁部が最大径を も っ 椀形土器 と い え よ う 。 た だ、 こ の土器 と 同 じ も の は な い の で や や特殊 な 意味合 い の も の

で あ る 可能性が あ る 。 こ の 土器 の 内器面 に は赤色顔料が付着 し て い る 。 そ の付着範囲が限 ら れて い る こ と や

外器面 に は い っ さ い み ら れ な い こ と な と‘か ら 考え る と 、 こ の土器内 に 赤色顔料 を蓄え て い た 可能性が あ る 。

第38図 の P - 305 の 注 目 土器 は本遺跡で唯一出土 し た も の で あ る 。 ほ ぼ完形品 と し てSK ー 09 よ り 単独 で 出

土 し た も の で あ る 。 注 目 部 を や や下 に し て横 に倒れ た状態で 出土 し た。 こ の注 目 土器 は こ の 時期 に含 ま れ る

可能性が大 き い た め こ こ で述べ る 。

出土 し た SK ー 09 の埋土 は地山 と 非常 に よ く 似 た土で、 当初 は遺構で は な く 地山 と し て 処 理 し て い た 。 し

か し 、 こ の遺物が 出土 し た こ と で何 ら か の遺構の可能性がでて き た た め 、 再度精査 を行 っ た と こ ろ 微妙 な 埋

土の違 い を発見 し 、 遺構を捉え る こ と が で き た。

注 目 土器 は 口 縁部の径が8.6畑、 頭部か ら 口縁 ま で の高 さ 3 .5cm、 胴部 の 最大径l l cm、 注 目 部 の 接合 部 か ら

の 高 さ 4.3咽 を測 る 。 口 縁部 は胴部か ら ほ ぼ直線的 に外反 し な が ら 立 ち 上が り 、 口 唇部近 く で 一本 の 浅 く 狭

い 回線が一周 す る 。 口 唇端部 は狭 い 平坦面を形成 し て い る 。 口縁の付 け 根 は、 口 縁部 自 体の 重み の た め に や

や沈み込ん で い る 。

注 目 部 は接合部分か ら ほ ぼ垂直 に 立 ち 上が り 口近 く に な っ て急激 に外反す る 。 口 部 は 口 縁部 と ほ ぼ水平の

高 さ に な り 、 や や外側へ落 ち て い る 。 接合部分 は胴部の上部 に 頭部 と 接す る よ う に な っ て い る 。

胴部 は算盤玉状 に な り 、 胴 の 一番張 っ た部分 に二本の平行回線が は い り 、 下 の 凹線 の 下部 で最大径を計 る 。

回線 は 注 目 の 付 け根付近で上の 凹線が両側か ら せ り 上が り 、 山状 の と が り を形成 し て い る 。 こ れ は深鉢形土

器の A ー 1 類 に み ら れ る 波状 口縁 の 凹線 の 描 き 方 に似て い る 。

胎土中 に は黒雲母や長石 な ど の細砂粒を多 く 含む も の の よ く 精製 さ れ て い る 。 焼成 は良好で あ る が、 器壁

が薄い た め も ろ く な っ て い た。 底部 は 中央がや や平坦 に近 く な っ た 丸底で あ る 。 底部外器面の 中心部分 は よ

く 利用 さ れ た の か器表面が あ れ て い る 。

器表面 自 体 は よ く 研磨 さ れ て い る 。 さ ら に そ の表面 に は赤色顔料が塗布 さ れ て い た よ う で、 部分的 な が ら 、

顔料 の付着が み ら れ る 。

全体的 に み る と 、 目 立つ 文様 は な い も の の非常 に整 っ た プ ロ ポ ー シ ョ ン を し て い る 。 な お 、 こ の土器 は御

領貝塚出土 の 注 目 土器 の 破片 に 類似 し て い る よ う で あ る 。

天城式土器

晩期前半の 型式 と し て は、 黒川洞穴の発掘 に よ り 黒色磨研土器 と 条痕文土器の組み 合 わ さ れ た 土器が知 ら

れ、 晩期初頭の黒川 式 と さ れ た。 し か し 、 そ の後の調査の進展 に よ り 、 九州各地で黒川 式 と 御領式の 聞 を 埋

め る 土器群が知 ら れ る よ う に な っ た。 菊池市天城遺跡で は三万 田式 ・ 鳥井原式 ・ 御領式 な ど の 各型式の 土器

に ま じ っ て御領式土器 と 類似 し な が ら も 異 な る 土器群が抽 出 さ れ た 。 深鉢形土器 で は 口 緑部 の 文様が よ り 狭

い 沈線 で あ っ た り 、 浅鉢形土器 に バ リ エ ー シ ョ ン が生 じ て い る 一群で、 天城式 と 命名 さ れ た 。

器種 と し て は深鉢形土器、 浅鉢形土器、 椀形土器 な どがみ ら れ る 。 ま た、 浅鉢形土器で の 器高 に 対す る 径

の割合の大小 に よ る 二分化が よ り 明確 に な っ て く る と い う 。

文様 は縮小化が進み、 は っ き り し た 文様帯 は深鉢形土器の 口縁部な ど に 限 ら れ、 そ の 文様 も 平行沈線文が

粗雑 に 引 か れ、 数 も 一定 し て お ら ず三本以上が一般的で あ る 。 浅鉢形土器 の 口 縁部 に も 沈線文が み ら れ る が
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l 条の み と な り 、 と も に 文様の本来の意味が薄れて き た の か、 変化 し て き た も の と 思わ れ る 。

器形 は胴部か ら 頭部 に か け て の屈折部の 角 張 り が弱 く な り 、 角 度 も 大 き く 緩 や か に な っ て い る 。 こ れ は浅

鉢形土器 に も み ら れ る 傾向 で あ る 。

器面調整 で は、 浅鉢形土器以外の 磨 き が粗 く な り 、 特 に 深鉢形土器で は胴部以下 の 部分 は部分的 な 磨 き が

主流 に な っ て い る 。 磨 き の前 に行 わ れ た 条痕がか な り 残 っ て い る 。

深鉢形土器 に は、 A - 4 、 B - 1 類がみ ら れ る 。

A - 4 類 は深鉢形土器の 口 縁部が内傾せず、 直立す る か や や外傾 し て お り 、 口 縁部幅 も 少 し 広 く な る 。 ま

た 、 胴部 も 緩 や か な ふ く ら み を持 っ て お り 、 重心が下が り 安定 し て い る 。 最大径 は胴部か ら 頭部 へ の屈折部

に あ り 、 頭部 は や や外湾 し な が ら 内傾 し て し ま っ て い る 。 胴部 と 頭部の屈折部外面 に は界線が無 く な っ て し

ま っ た も の も あ る が、 粗 く な っ て い る も の の か ろ う じ て確認で き る も の も あ る 。

な お、 こ の類 は御領式 に み ら れ た 口 唇端部の き っ ち り と し た平坦な 面が丸 ま り な が ら も 残 さ れ て い る 。 口

縁部の 文様帯 は あ る が、 幅 は広が り 、 狭か っ た 回線 も し ま り が な く な っ て い る 。 P - 1 19、 143 な ど が そ れ で

あ る 。

文様帯 と し て 口縁部 に帯部 を も つ が、 無文化 し た も の も 引 き 続 き あ る が、 そ の 幅 は広が り 、 屈 曲 も 弱 く な

り 、 頭部 と の境 も 明瞭 さ を欠 く よ う に な る 。 第27図の P ー 102、 105- 1 12 は そ の 特徴 を 示 し て い る よ う で あ

る 。 ま た、 第36図 の P - 267 も こ の 中 に含 め る べ き で あ ろ う か。 た だ、 こ の土器で は頭部 と 胴部 の 境 に 界線

の 痕跡 と 思わ れ る も の が か な り 明瞭 に 引 かれ て い る 。

B - 1 類 は A - 4 類 の底部か ら 頚部 ま で の 特徴 と ほ ぼ一致す る 。 口縁部 の 文様帯 に 当 た る 部分が無 い も の

で、 明確に御領式 と の 差が見分 け に く い。 た だ、 頚部か ら 底部 に か け て の特徴か ら こ の 中 に含 ま れ る も の と

判断がで き る 。

P - 1 14 は こ の 時期 の も の で あ ろ う が、 か な り 丁寧 な 磨 き が内器面、 外器面 と も に 施 さ れ 、 作 り と し て は

よ い も の で あ る 。 P - 143 も こ の 中 に含 め て よ か ろ う 。

こ れ ら の底部 は ま だ若干の上 げ底気味で は あ る も の の平坦化が進行 し て い る よ う で あ る 。

浅鉢形土器で は、 D - 1 、 D ー 2 類がみ ら れ る 。 両類 と も 口縁部 は し っ か り と し た 立 ち 上が り を示すが、

そ の 幅 は か な り 短 く な り 、 沈線文 は基本的 に l 本- 2 本で構成 さ れ る が、 1 本線の み へ と 近づ い て い る 。 ま

た 、 D - 2 類の 山形突起 も 形式化が進ん で い く 傾向 に あ る 。 た だ、 山形実起の 下 に 付 け ら れ る 凹点文 は形式

的 で は あ る が ま だ残 さ れて い る 。 P - 218、 231 な どが そ れで あ る 。

椀形土器 は こ の 時期 の も の と し て 明確に は不明で あ る が、 P - 259 な ど が そ の 中 に 入 る の で は な か ろ う か。

他遺跡の例 で は、 手握ね の よ う な 状態で粗雑な 作 り に な る も の も あ る と い う 。

こ の 時期 の 注 目土器 は鶴羽田遺跡で は 出土 し て い な い。

古閑式土器

天城式土器 に 後続す る も の と 想定 さ れ て い る の が、 上益城郡益城町の古関遺跡を標識遺跡 と す る 古閑式土

器 で あ る 。 古閑遺跡の調査で出土 し た土器 は黒川式直前の も の と 考え ら れ、 一括 し て古閑式 と 呼ば れて い る 。

御領式以来の 形式が さ ら に形骸化 し 、 異形の鉢形土器 な どが出土す る 。 ま た、 土器の成形 ・ 整形 ・ 調整 ・ 焼

成が甘 く な り 、 雑 な 土器が多 く な っ て く る 。 黒色研磨土器 に 変化があ ら わ れて き た よ う で あ る 。 鶴羽田遺跡

か ら 具体的 に古関式 と す べ き 土器 は非常 に 少 な い。 器種 も 限 ら れ る 。 図化 し な か っ た が、 口縁部の縁帯が広

が り 退化 し 、 頭部 と の境 を 示す よ う に 口縁側 を押 さ え、 そ の下部が隆起す る よ う な 形態 の 浅鉢形土器の一部

が あ る 。 そ の胴部以下 は粗め の条痕 に よ る 調整がな さ れて い る 。

な お、 こ の古閑式 は 2 - 3 型式 に 細分 さ れ る 可能性が指摘 さ れ て い る 。

古関式 に は滋賀里11式 の 浅鉢 を伴 う こ と が知 ら れて い る 。 外器面の 口縁 よ り 下 の 部分 に 細線 に よ る 重弧文
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や 平行沈線 を施す も の が あ る 。 さ ら に こ の 期以後、 浅鉢形土器 の み に黒色lðt磨 の 技法が み ら れ、 深鉢形土器

は表面 の 条痕 を そ の ま ま 残す も の が主流 と な る 。

ま た 、 御領式 ・ 天城式 に比べ器形の規則性が な く な り は じ め 乱雑化が進み 、 器面調整 も 粗雑 に 行 わ れ る よ

う に な る 。 な お 、 古閑追跡で は浅鉢形土器 の 比率が47. 2 % と 高 く 、 形式の 多 様化 と 考え ら れ て い る 。

黒川式土器

中部九州 の 中 で、 熊本県地方 で は 古閑式 の 後 に 設定 さ れ る 土器型式 の良好 な 追跡が知 ら れて お ら ず、 当 地

域 で の 型式名 の 設定 は さ れて い な し 、。 そ の た め現在 ま で論文、 報告書な ど で 用 い ら れ て き た 鹿児島、 宮崎地

- 69-
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方の型式名 で あ る 黒川式を そ の ま ま 使用 す る 。 そ の た め 、 本来の黒川式土器の 内容 と は異 な る 部分 が あ る と

思わ れ る 。

黒川式土器の段階に な る と 、 器面調整や胎土 に お い て深鉢形土器 と 浅鉢形土器 の差が さ ら に 広が る 。 深鉢

形土器の 器面調整 は 粗 い 条痕 に よ っ て仕上 げ ら れ て い る 。 一方、 浅鉢形土器 は胎土が よ く 精製 さ れ た 良好な

も の で、 器面調整 で も 丁寧 な 研磨が施 さ れて い る 。

器種 と し て は深鉢形土器、 浅鉢形土器、 椀形土器な どがあ る 。

深鉢形土器 に は、 A - 4 、 C - l、 D - l、 D - 2 類が あ る 。 A - 4 類 は 口縁部、 頭部、 胴部の各部が前型

式 よ り 、 い っ そ う 屈 曲 が弱 く な り 直線的 に な る 。 前段階 ま でみ ら れ た 胴部 の ふ く ら み も な く な っ て き て い る

よ う で あ る 。

C - l 類が こ の型式 に な っ て 目 立 つ て く る 。 古閑式の C - l 類が胴部の 口縁剖斑 く で外湾 ぎみ に丸みを持 っ

て い た の に比べ、 黒川式 は 口縁部 ま で直行す る 器形や、 胴部 の上位がわ ずか に 逆 「 く 」 の字状 に固 曲 す る 突

帯文系土器の深鉢形土器 に 近 い形状を示す も の も あ る 。 こ の類 に は 口縁端部 に 蝶 ネ ク タ イ や そ れ を半割 し た

よ う な 突起飾 り が付 く も の が あ る 。

D - l 類 は胴部上端が外側 に折れ曲 が り 、 口縁部の よ う に な っ た も の で、 い わ ゆ る 聾形 を な す。 資料 と し

て は少な い 。 第36図の P - 257が こ の範暗に入 る 。

D - 2類 は D - l 類の 口 縁端部外面や、 や や下部 に 断面三角 形の突帯を め ぐ ら し た も の で 刻 み 目 は 入 っ て

い な い。 た だ、 凹点文が ま れ に確認で き る 。 こ れ は連続す る も の で は な く 周 囲 を い く つ か に 分割 す る 位置 に

あ る も の と 恩わ れ る 。

こ の 時期 の 土器 の 底部 は平底でつ く り も 厚 く な る 傾向 に あ る 。 た だ、 本遺跡で の 出土例 は少な い 。

浅鉢形土器 に は少数で あ る が、 第36図の P - 256の よ う な 土器がみ ら れ る 。 た だ、 他 の 器種 も あ る と 思 わ

れ る が、 確認で き た の は こ の タ イ プの み で あ っ た。 こ の土器 は胴部上半が外湾 し 、 頭部 と 口 縁部 は ほ ぼ一体

化 し 、 か ろ う じ て前段階の特徴を持 っ て い る も の の非常 に 間隔が短 く な っ た 器形を示 し て い る 。 外器面 の 口
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層部 に あ っ た 沈線 は す で に な く 、 内器面 に 口縁部の立 ち 上が り の痕跡が沈線 と な っ て め ぐ っ て い る 。

ま た、 形態的 に は椀形 と し て も い い よ う な P - 258 も 浅鉢形土器の変化 し た も の と 捉え ら れ る 。 こ の 土器

の最大径 は 口縁部付近 で 口 縁外器面 に文様 は ま っ た く な く 、 内器面 に沈線がか ろ う じ て残 さ れて い る 。 P -

256 と P - 258が同時期 な の か時期差 に よ る 形態変化な の か は に わ か に決 め が た い 。 し か し 、 他 の 遺跡の例 か

ら す れ ば、 ほ ぼ同時期で器種 の 違 い と で も す る べ き で あ ろ う か。 こ れ ら の土器 は明確な 黒色磨研土器で、 よ

く 精製 さ れ た 胎土 と 丁寧 な 器面調整及 び黒色の器表面が特徴で あ る 。

椀形土器 に つ い て は、 前型式 と 同様の も の と 考え ら れ る が、 詳細 は不明で あ る 。 た だ、 P - 260 と P - 295  

は椀形土器 に分類 さ れ、 外器面 に沈線 に よ る 重弧文様 を描 い て い る 。

高杯形土器 も 想定 さ れ る が、 出土 し て い な い た め不明 で あ る 。

【突帯文系土器】

こ の系 の 土器 は す で に 黒川式土器の段階 に初源が在 る よ う で あ る が、 明確 に み ら れ る の は 山 の寺式土器の

段階か ら で あ る 。 そ の後弥生時代 ま で続 い て い く 。 た だ、 こ の土器 は黒色磨研土器 と 重な る 時期 が あ り 、 ク

ロ ス し な が ら さ ら に赤色磨研土器 と の 関係 を持ち な が ら 続 い て い く よ う で あ る 。

山 ノ 寺式土器

こ の段階の土器型式 は熊本県で は ま だ明確 に な っ て い な い と こ ろ が あ り 、 他地域の型式名 で あ る 山 の 寺式

を便宜的 に使用 す る 。 鶴羽 田遺跡で は 山 の 寺段階の土器片 と 思わ れ る も の が僅 か な が ら 出土 し て い る 。 突帯

に刻み 目 が入 る い わ ゆ る 刻 目 突帯文土器で あ る 。 ま た 、 こ れ に伴 う 黒色磨研土器 も 出土 し て い る 。 こ の段階

で は、 器形 と し て は深鉢形土器で は突帯文が現れ、 浅鉢形土器 は そ れ以前か ら 黒色磨研が施 さ れ て い る 。 し

か も 、 こ の黒色磨研土器 は よ り 洗練 さ れ た も の も 生 ま れ、 他地域か ら の要素 も よ り 目 立つ 傾向 に あ る 。

P - 263-265 は い ず れ も 刻 目 突帯文土器で、 外器面 に粘土 を貼 り 付 け、 そ れ に 刻 目 を細か い工具でつ け て

い る 。 小破片 の た め調整 は は っ き り し な い が、 P - 265 の外器面 に は条痕 に よ る 調整 が み ら れ る 。

【底部】

最後 に底部 に つ い て述べ る 。 底部 は こ の黒色磨研系土器 に お い て は、 他 の 遺跡例 と も 併せて考え る と 、 上

げ底か ら 平坦 な 底へ と 変化 し て い く よ う で あ る 。 ま た 、 径 も 変化 が あ る よ う で あ る が、 口 縁部 と の 関係 を 具

体的 に み る こ と がで き な か っ た た め こ こ で は不明 と し て お く 。

こ の遺跡で 出土 し た大部分の底部 は、 上 げ底か やや上げ底気味 の も の で、 晩期 の後半に み ら れ る 完全 な 平

底の も の は な い よ う で あ る 。 た だ、 底部の み を み な が ら 全体的 な 傾向 と し て は平底化が進行 し て い っ て い る

よ う で あ る 。

(2 )石器

本遺跡か ら 発掘 さ れ た縄文時代の石器 は総数100点を は る か に越 え る 。 出土状況 と し て は 、 遺 構 に 伴 う も

の と 包含層 か ら の 出土で あ る 。

石器 の 器種 ご と に以下 に分類 し て記述 し て い く が、 図化 し た遺物 の計測値や観察結果 に つ い て は 出土石器

観察表 (第 3 表) に ま と め て い る 。

a 石 鎌 (第39図)

総数33点が遺跡全体か ら 出土 し た。 遺構 に伴 う も の が12点 と 少な く 包含層中か ら の 出土が多 い 。 石鍛の 出

土状況 と し て は、 遺構内 で 出土 し た も の と 点取 り し て あ げ た も の の う ち 総数 の 1 / 3 程 は原位置 を保持 し て

い る 。 こ こ で図化 し た も の は遺構か ら の 出土品 を主 と し て、 全体の 1 / 2 近 い 14点で あ る 。
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石鍛 は そ の形状 と 特徴か ら 、 大 き く 8 類 に分類 し た。

l 類

図化 し て い な い が、 全体の 形状が二等辺三角形を し て い る 平基式の石鍛が 1 点 の み 出土 し て い る 。 両側辺

は ほ と ん どふ く ら ま ず に 先端へ と 続 く 。 裏面 は側辺の加工以外 ほ と ん ど剥離面が そ の ま ま 残 り 、 裏面か ら 表

面へ の剥離に よ っ て調整 し て い る 。

1 1 類 (第39図 S - 003、 004)

全体の形状が正三角形 を し て い る 凹基式の も の が 3 点出土 し て い る 。 S - 003 は 凹基 で は あ る が、 わ ず か

に 内 湾す る く ら い で あ る 。 両側辺 は や や外湾 し な が ら 先端へ続 く 。 石材 は チ ャ ー ト を利用 し て い る 。

S - 004 は わ ず か に 凹基 な が ら 、 ほ と ん ど平基 に 近 い 。 両側辺 は わ ず か に ふ く ら み な が ら 先端 へ 続 く 。 石

材 は安山岩 で あ ろ う 。

も う 1 点 は 図化 し て い な い が、 S ー 004 に似 る も の で、 ほ ん の わ ずか に扶 り が入 り 凹基式 の 中 に 入 れ ら れ る

も の で あ る 。 両脚 は先端が丸 ま っ て い る 。

1 1 1 類 (第39図 S - 005、 006)

全体の形状が二等辺三角形を し て い る 凹基式の石鉱 で あ る 。 凹基 は わ ず か に 内湾す る 。 両側辺 は基部か ら

や や外湾 し 、 下か ら 1 / 3 を す ぎ た と こ ろ か ら 先端部 に 向 け て 直線的 に な る も の で あ る 。 S - 005 は 黒 曜 石

製で、 両側辺か ら の剥離が丁寧 に な さ れ、 一見鋸波状を呈 し て い る 。 両基部の 先端 は尖 る 。

8 - 006 も こ の 中 に含 ま れ る が、 005 に比べやや作 り が粗雑で、 片面 に素材か ら の剥離面が 残 っ て い る 。 同

じ く 黒曜石製で あ る 。

IV類 (第39図 S ー 007-009)

全体の形状が五角 形 を し て い る 非常 に特徴的 な 凹基式の石鎌で あ る 。 凹基の扶 り は 内 湾状 を し て い る が、

扶 り 自 体 は浅 い 。 両側辺 は基部か ら ほ ぼ垂直 に 立 ち 上が り 、 中位置 よ り も や や下部で最大幅を計 り 、 そ こ か

ら 先端部へ と 直線的 に伸 び る 。 二つ の 脚部 は そ の た め 内 側 に 向 か っ て い る か、 直 に 降 り て い る も の で あ る 。

そ の最大幅 の位置か ら 2 つ に分 け ら れ る 可能性が あ る 。

S - 007 は全長 の 1/ 2 付近が最大幅 を計 り 、 他の も の に比べ て や や小振 り で あ る 。 安山岩製で あ る 。 S -

008 は全長の 1 / 3 付近 に 最大幅 を も つ も の で あ る 。 黒曜石製で裏面 に素材か ら の剥離面 を そ の ま ま 残 す 。

S ー 009 も 全長 の 1 / 3 付近 に最大幅 を も つ も の で、 丁寧 な 剥離がな さ れ て い る 。

V 類 (第39図 S ー 010-012)

全体の形状が二等辺三角 形 を し て い る 凹基式の石鍛で あ る 。 凹基の挟 り は浅 い が、 丁寧 に 挟 り を入 れ て い

る 。 両側辺 は基部か ら 直線 的 に 先端部へ伸 び る 。 基部 の両脚部の先端が丸、 も し く は方形 ぎみ に な っ て い る 。

両側辺か ら の剥離 は剥離面 に 対 し て鈍角 に な さ れ た た めか、 断面が他の も の よ り や や 厚 い 印象 を受 け る 。

S - 010 は裏面の剥離が や や粗 い よ う で あ る 。 S - 012 は や や小振 り で あ る 。 基部 の両脚がか な り 明確 に 方

形 に近 く な っ て い る 。 凹基 の 扶 り は丸い。

図化 し て い な い も の の う ち 、 5 点が こ の類に入 る 。

V I 類 (第39図 S - 013、 014)

全体の形状 は二等辺三角 形を呈 し て お り 、 両脚の先端が鋭角 に 尖 る も の を こ の類 と し た。 た だ 、 S - 0 1 3 

は凹基の挟 り が深 く 、 全長 の 1 / 2 近 く ま で入 り 込ん で お り 、 両側辺 も や や外湾気味 で あ る 。 一方 S ー 0 1 4

は凹基の扶 り が浅 く S ー 01 1 と 類似 し て い る 。 こ の た め こ の類 は さ ら に分類可能か、 S - 014を他 の 類 に 移 す

必要が あ る の か も し れ な い。

図化 し て い な い も の で こ の類 に 入 る も の は 2 点 あ り 、 い ずれ も 図化 し た も の よ り も 小振 り で あ る o

VlI類 (第39図 S - 015、 016)
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全体の形状が二等辺三角 形 を し て い る 凹基式の石鎮であ る 。 凹基の扶 り は ア ー チ 状 を し て お り 、 扶 り 自 体

は そ れ ほ ど深 く は な い。 両側辺 は や や外湾す る がお お む ね 直線状を し て い る 。 さ ら に特徴 と し て両脚部がや

や 幅広で、 先端が水平 に な っ て い る 。 S - 015 は両脚 と も 欠損 し て い る も の の S - 016 と の類似性か ら こ の 中

に 含 め る 。 S - 016 は 出 土 し た 石鎮で は大 き い方に入 り 、 凹基 は そ う 深 く は な い も の 明 確 な 扶 り が入 っ て い

る 。

図化 し て い な い も の の う ち 、 8 点が こ の類に入 る o

V111類
高 さ に対 し て基部 の 両脚 の 幅が広 い二等辺三角 形を呈す る も の で、 l 点の み の 出土で あ る 。 こ れ も 図化 し

て い な い。 挟 り は浅 い が幅 は広 く 大 き く 感 じ る 。 黒色気味の安山岩製 で あ る 。

こ の よ う に 石鍛 を お も に形態 に よ っ て分類 し た が、 時期 に つ い て は明確 に す る 事 は 困難 で あ る 。 こ の遺跡

で は、 縄文時代早期か ら 晩期 ま で の土器が出土 し て お り 、 時期 を特定す る の は か な り 厳 し い よ う で あ る 。 し

か し 、 そ の 中 で も 後期末か ら 晩期 は じ め の時期の造物が多 い と 考え れ ば、 石繊の う ち の か な り の も の が こ の

時期 に 含 ま れ る と 推定 さ れ る 。

ま た 、 使用 さ れて い る 石材 は、 黒曜石 と サ ヌ カ イ ト 類似の石材 に 大 き く 2 分 さ れ る よ う で あ る 。 黒曜石 は

明 ら か に姫島産 と い わ れ る も の も あ る が、 大部分 は や や気泡 を含む黒色の も の で あ る 。

b ス ク レ イ パ ー (第40図~第42図)

こ こ で い う 「 ス ク レ イ パ ー J と は、 こ の石器 に よ っ て対象物 を薄 く 削 っ た り 、 剥 い だ り 、 な め す な ど の 作

業 を行 っ た と 推定 さ れ る 石器 を指す。 そ の対象物 は石材 よ り も 軟 ら か い も の と し て お く 。 形態上、 定型的 な

形 と 剥片 の 側辺 の鋭 い エ ッ ジ を そ の ま ま 利用 し た も の が あ る 。

以下 に そ の 具体的 な 石器 と そ の個 々 の説明を行 う 。

S - 017-019 ま で は い わ ゆ る 「石匙」 と 呼ばれ る 石器で あ る 。 S - 017 は縦型 の も の で あ る 。 石 材 は 黒色

の サ ヌ カ イ ト に 似 た 安山岩で作 ら れて い る 。 横長の剥片を利用 し た も の で、 長軸 の 一方 の 端 に 扶 り を い れて

つ ま み部を作 り 出 し 、 刃部 を 作 り 出 し て い る 。 S - 018 も 縦型の石匙で、 横長の剥片の各側辺 に 剥離 を 入 れ 、

長軸 の 一方 に扶 り を い れて つ ま み部を作 り 出 し て い る 。 側辺の剥離 は丁寧で あ る が、 全体的 に は素材か ら の

剥離面 を よ く 残 し て い る 。 こ れ も 安山岩製で あ る 。

S - 019 は横型の も の で、 横長の剥片 を利用 し た も の で あ る 。 パ ル プが残 っ て お り 、 そ こ に 扶 り を い れ つ

ま み と し て い る 。 刃部 は細か い 剥離を入れて い る 程度で、 剥片本来 の 薄 く 鋭利 な 部分 を利用 し て い る よ う で

あ る 。 頁岩製か。

以上の 3 点が こ の 遺跡 に お け る 石匙 の す べ て で あ る 。 こ の他 に ス ク レ イ パ ー の 類 に 属 す る と 思わ れ る の が、

第41図、 第42図 に 示 し た 石器群で あ る 。 こ れ ら は石匙 に比べ る と 定型的 な も の で は な い が、 細 か い 剥離 に よ

る 調整痕が あ る も の で、 い わ ゆ る 「調整痕の あ る 石器」 と い わ れて き た も の で あ る 。 こ れ ら の石器 は剥片 を

そ の ま ま 利用 し た も の が多 い が、 薄 い も の だ け で な く やや厚 い素材を利用 し て い た り 、 刃 と し て利用 す べ き

部分 に あ え て剥離 に よ っ て調整を加 え て い る と こ ろ か ら 、 皮 な め し な ど の 作業に利用 し た可能性が高い。 S -

020か ら S - 022 は適当 な 剥片 の ー側辺 も し く は二側辺 に加工を施 し 、 刃部 と し て い る 。 そ れ以外 は ほ と ん ど

素材か ら の剥離面 を そ の ま ま 残 し て い る 。

S - 023 と 024 1ま や や趣が異な り 、 厚め の素材を利用 し て い る も の で あ る 。 S - 023 は 明 ら か に 石核 で あ っ

た も の で あ ろ う が、 そ の側辺部分 に や や剥離を加え、 刃部 と し て い る よ う で あ る 。 S - 024 も 石核 と し て は

薄 目 で あ る が、 素材の剥 ぎ取 り 跡か ら み る と 石核で あ ろ う か。 そ の や や 薄 い 側辺部 に剥離を施 し 、 刃部 と し

て い る 。 S - 023、 024 と も に安山岩を利用 し て い る 。

こ の ほ か に少 し の調整痕 ら し き も の が残 る 剥片があ っ た が、 こ こ で は掲載 し て い な い。
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c 石核 (第42図 S ー 025)
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こ の遺跡で明確 に 石核 と と ら え ら れ た の は、 4 点 ほ どで あ る 。 こ の う ち 図化 し た の は S - 02 5 で あ る 。 こ

の 石器 は黒曜石 を材料 と し 、 剥離作業面を裏表 と 次 々 に変え て い っ た結果、 全体の 形状 は多面体を呈す る よ

う に な っ て い る 。 剥離作業 の 回数 は ゅ う に 10回 を 越 え て い る 。

先 に 示 し た S - 023 も 本来石核 で あ っ た も の で あ ろ う 。 S - 024 も そ の可能性が高 い 。 こ の ほ か に 図化 し て

い な い がサ ヌ カ イ ト 製 の も の も 出土 し て い る 。

こ れ ら の石核か ら 取 ら れ た 剥片 は割 と 細長の剥片で あ る よ う で、 石搬な ど に利用 さ れ た の で、 は な か ろ う か。

こ の石核 も 他の石器 と 同様 に ど の 時期 の も の か を判断す る の は非常 に 困難 で あ る 。 石材 と し て は黒曜石や サ

ヌ カ イ ト が ほ と ん どで あ る 。 た だ、 こ の遺跡か ら は多 く の剥片や石屑 が 出 土 し て お り 、 石器の原石 と 思 わ れ

る も の も 出土 し て い る 。 剥片や石屑 は い く つ か の集中域がみ ら れ、 住居跡の集中す る B 、 C - 6 ・ 7 グ リ ッ

ド 付近 に 多 く 、 遺構 と し て は81 - 13、 14、 19 に よ り 多 く 出土 し て い る 。 他の住居跡や土坑 な どか ら も わ ず か

な が ら 出土 し て い る 。 大 き さ は せ い ぜ い 1 - 3 咽大の も の が ほ と ん どで、 ま だ加工 の加 わ っ て い な い も の で

あ る 。 SK - 38か ら は長 さ が 5 cm、 幅 5 cm、 厚 さ 3 cm ほ ど の黒曜石 の 原石が出土 し て い る 。 こ れ ら の 黒 曜石

は気泡 を わ ず か に含む も の の質 は全体 と し て よ く 、 風化す る と 縞状 の文様の現れ る も の で あ る 。 原産地 は特

定で き て い な い。 他 に 乳 白 色 の 黒曜石 も 石材 と し て み ら れ、 こ れ は大分県の姫島産の も の で あ ろ う 。 こ の 黒
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曜石 に 次 い で多 い の が サ ヌ カ イ ト で あ る 。 剥片や チ ッ プ も 遺構内や包含層 な ど か ら 多数 出土 し 、 剥片 は そ の

ま ま 使用 さ れ た 痕跡 の あ る も の も あ る 。 そ の ほ か安山岩、 チ ャ ー ト 、 石英、 頁岩 な ど の 剥片 や チ ッ プ も わ ず

か な が ら 見 ら れ る 。

d 十字形石器 (第43図)

従来か ら 「十字形石器」 と 呼ばれ て き た こ の 石器 は、 そ の 用途が あ ま り 明確 に さ れ て い な か っ た。 こ の 遺

跡で は 3 点の み が 出 土 し て お り 、 S - 027、 028の 2 点 は表土剥 ぎ に 際 し て 出土 し 、 そ の層位や 出土位置 の 特

定が難 し い も の で あ る 。 S - 027 は粘板岩 の板状石材 を利用 し た も の で、 四方向か ら 扶 り を い れ、 そ れ ぞ れ

の方向か ら 整形剥離を施 し て作 り 上 げて い る 。 上部が使用 に よ る も の か破損 し て い る 。

S - 028 は 閉 じ く 粘板岩の 板材 に 四方か ら 扶 り を入れ、 縁辺部 に丁寧 な 剥離整形 を 行 っ て い る 。 4 つ の 扶

り は や や擦れて い る よ う で あ る 。

S - 026 はSI -41か ら 出土 し た も の で、 形態的 に他の 2 点 と は趣を異 に す る 。 石材 は 安 山 岩 を 利 用 し 、 肩

平 に し た石材に 四方か ら 扶 り を 入れ る の は 同 じ で あ る が、 突起 の う ち 2 本 は先端を 尖 ら せ て お り 、 全体的 に

小振 り の も の で あ る 。 他 の も の と 用途の違 い が あ る の か も し れ な い。

e 磨製石斧 (第44図~第45図)

磨製石斧 は破片 ま で加え る と 、 総数17点を数え る 。 そ の 中 に は局部磨製石斧 も 含 め て い る 。 竪穴遺構か ら

の 出土 の ほ か包含層、 イ モ 穴 な と、か ら の 出土 で あ っ た。

こ の調査で 出土 し た 磨製石斧 は 個 々 の形態が様 々 で、 中 に は未製品 や欠損 し た も の も あ り 、 分類の し に く

い も の で あ っ た。 そ の 中 で石材 と 形状、 厚み、 磨製部位 な ど に よ り 分類 し た。

l 類 (第44図 S - 029、 035)

S - 029 は B - 3 グ リ ッ ド で 出土 し た も の で、 全体 の形状 は 中膨 ら み で、 平面形が鰹節 風 の も の で あ る 。

部分的 に 研磨 さ れ て お り 、 下部が薄 く な り 刃部 と な る も の で あ ろ う か。 製 品 な の か未製品 な の か不 明 で あ る 。

場合 に よ っ て は整形 し 直 し て い る も の か も し れ な い。 し た が っ て、 石斧 と す る に は不安が残 る が、 石材が蛇

紋岩で研磨部分 も あ る と い う こ と で磨製石斧 の 中 に 加え た。

H 類 (第44図 S - 030、 033)

基部が欠損 し て い る が、 全体の形状 は長方形 も し く は そ れ に近 い 、 い わ ゆ る 「短冊形」 を し て い る も の で

あ る 。

S - 030 は81 - 10か ら 出土 し た も の で、 破損が激 し い も の の 刃部 は し っ か り と 残 っ て い る 。 断面形 は 平 面

で薄い。 刃部 は片刃 に な っ て い る 。 研磨 は刃部の み に み ら れ る 。 S - 033 はSI - 26か ら 出 土 し た も の で 、 片

岩の肩平 な 自 然板材を利用 し 、 刃部 は研磨 に よ っ て両刃状 に つ く ら れ て い る 。

1 1 1 類 (第44図 S - 031) 

S - 031 は B - 2 グ リ ッ ド で 出土 し た も の で、 片刃でか ん な 状の石斧で あ る 。 側辺が や や 張 り だ し な が ら

も 直線上 に な っ て い る 。 側辺 に き ち ん と し た面取 り が な さ れて い る が、 断面 は レ ン ズ状 に 近 い 。 全体的 に丁

寧 な 研磨が施 さ れ て い る 。 刃部 は 片斧状 に な っ て い る 。

IV類 (第44図 S - 032) 

断面が楕円状 に な っ た 棒状 の 石材を利用 し た も の で、 全体的 に研磨を施 し て い る 。 頭部 と 刃部が欠損 し て

い る た め 、 本来の 長 さ は不明 で あ る 。 刃部 は残 さ れ た部分か ら 考え る と 両刃であ ろ う 。 丸 ノ ミ 状の形態を と っ

て い る よ う で あ る 。 こ こ で は S - 032 の み が こ の類に入 る 。

V 類 (第44図 S ー 034-036)

大型の 丸 ノ ミ 形の両刃石斧で あ る 。 全体的 に細長 く 、 最大幅 は側辺 の 中位か ら や や下部 に か け て で あ り 、

頭部が細 く 、 刃部が丸 く な っ て い る 。 断面 は楕円状を し て い る 。

- 79 -



第 2 節 縄文時代の遺構 と 遺物

S - 034 は こ の 形態 の 典型的 な も の で 、 断面形が楕円形で、 刃部 は丸 ノ ミ 状 で あ る 。 頭 部 に 使用 に よ る 欠

損 が あ る 。

S - 035 は81 - 41 か ら 出土 し た も の で、 こ の類の未製品で あ ろ う 。 こ の遺物 は鰹節 状 を 呈 し て い る が 、 表

面 に は細か い 丁寧 な 琢調痕が残 り 、 製作途中の状況を示 し て い る 。 頭部 と 刃部 に み ら れ る 剥離 は調整 の た め

と 思わ れ、 こ こ か ら 研磨 に よ っ て全体の形態が整え ら れ た の で あ ろ う 。 た だ、 な ぜ廃棄 さ れて い た の か不明

で あ る 。

S - 036 は81 - 26 の 床面直上 で 出土 し た も の で、 刃部が欠損 し て い る 。 こ れ も こ の 類 の 典型 的 な 石斧 で あ

る 。 側辺の下部 に最大幅 が あ り 、 頭部 は す ぼ ま り 尖 り 気味で あ る 。 全体的 に丁寧 な 研磨が施 さ れて い る 。 刃

部 の 欠損 し た部分 に は敵打痕 が あ り 、 欠損後 に敵 き 石 と し て利用 さ れ た の で あ ろ う 。

VI 類 (第45図 S ー 037、 038、 040-043)

二等辺三角形を呈 し て お り 、 最大幅が刃部 に あ る 。 断面 は薄 く 扇平 の も の が多 い。 刃部 は両刃で丸 く な っ

て い る 。 石材 は打製石斧 に使用 さ れ る 、 や や軟質の安山岩を用 い、 調整痕を残 し な が ら 刃部 を 中心 に 研磨 を

施 し た 局部磨製石斧で あ る 。

S - 037 と 038 は と も に頭部 の 残欠で あ る 。 と も に 玄武岩質の安山岩製で あ る 。 調整の た め の 剥離痕を残 し

て い る も の の 、 研磨 は し っ か り と し て い る 。

S - 040 と 041 は刃部だ け の も の で、 丸 い刃部 は丁寧 な 研磨が施 さ れ て い る 。 た だ、 S - 040 は 破損 し た 部

分 に さ ら に打 ち 欠 い て加工 し た よ う な あ と が あ り 、 そ の後 に ス ク レ イ パ ー と し て再利用 し た可能性が あ る 。

S - 042 は肩平 な 板状石 の側辺に簡単 に加工を施 し 、 刃部の み を よ く 研磨 し て成形 し て い る 。 や や 片 刃 気

味 で あ る 。

S - 043 は母岩か ら 剥片 を と り 、 裏面の両側辺か ら 粗 く 加工 し 、 さ ら に細か い剥離に よ る 加工 を 施 し て い

る 。 刃部の み を丁寧 に 磨 き 上 げ、 他 は打製石斧 そ の ま ま で、 片面 に は 自 然面 を そ の ま ま 残 し て い る 。

VII類 (第45図 S - 039) 

全体の 形状 は短冊形で や や刃部付近が最大幅 と な る も の で あ る 。 細長 い剥片 を 側辺か ら 打 ち 欠 い て加工 し 、

刃部を 中心 に局部的 に磨製を施 し た も の で あ る 。 S - 039が そ れで、 安山岩製で あ る 。

以上、 磨製石斧 に つ い て分類 し た が、 磨製石斧の場合 も そ の 所属時期 を決定す る の は難 し い。 た だ、 い く

つ か の も の は縄文時代後期 の 遺構か ら 出土 し て お り 、 こ の 時期 の も の と す る 事がで き る も の も あ る 。 特 に 打

製石斧 と 同 じ 石材で作 ら れ た も の は 明 ら か に縄文時代後期以降の所産 と し て も よ い と 思わ れ る 。 し た が っ て、

こ の安山岩質 の 局部磨製 的 な 石斧 は打製石斧 に似た機能を持つ も の か も し れ な い。

他 の 磨製石斧 に つ い て は時期 を特定す る こ と は困難で あ る 。

f 打製石斧 (第46図~第50図)

今回の調査で出土 し た打製石斧 の総点数 は52点で あ る 。 出土 し た石斧の う ち に は、 破損 し た も の も 多 く 、

単 に 石片 と し て処理 し た も の の 中 に打製石斧の破片が混 じ っ て い る 可能性 も あ る 。 こ こ で は、 確認 し た 打製

石斧の う ち 完形 に 近 い も の を 中心 に 図化 し た。

打製石斧 は包含層 や イ モ 穴、 溝か ら の 出土 に加え て、 竪穴遺構 に伴 っ て 出土 し て い る も の も 多 い。 そ の分

布 を 図化 し て み た が、 調査区の 限 り も あ り 、 そ の分布に一定の傾向 は読み と れな か っ た。 出土数 と し て は遺

構の数量に比較 し て や や少 な い か も し れ な い。 た だ、 遺構 は集落が中心 で あ り 、 人 々 の 居住空間 に も 打製石

斧が少な か ら ず存在す る こ と の意義 は大 き い。

石材 と し て は安山岩製の も の が多 く 、 こ の遺跡か ら 北東約 4 固 に 所在す る 二子山石器製作祉の 石材 に 類似

し た も の で あ る 。 こ の製作祉の 石材 は玄武岩質安山岩で あ る 。 表面観察の み で石材を み た範囲で は非常 に類

似 し て い る よ う に 思わ れ る 。
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出土点数 の う ち こ こ に 図化 し て い る も の は27本で、 全体の 5 割 ほ ど で あ る 。

次 に 打製石斧 を そ の形状、 調整、 大 き さ か ら 大 き く 7 類に分類 し 、 具体的 に遺物 を み て い く 。

l 類 (第46図 S ー 044)

全体の形状 は や や細長 く 、 側辺がやや胴張 り し 、 最大幅が中心よ り や や下が る も の で あ る 。 厚 さ も 薄手の

も の で あ る 。 母岩か ら 剥 ぎ と っ た細長 い剥片の側辺、 頭部、 刃部 を そ れ ぞ れ打 ち 欠 い て成形 し た も の で あ る 。

片面 に は 自 然面がの こ る も の で あ る 。 長 さ は 10cm前後でやや小型 の も で あ る 。 第46図 の S - 044 が そ れ に あ

た る 。

H 類 (第46図 S - 045- S ー 051)

全体的 に細長 く 、 側辺が直線的で、 刃部 と 頭部が丸 く な る も の で あ る 。 幅 の 違 い か ら さ ら に ll a 類 と ll b

類 に 分 け ら れ る 。

ll a 類 は長 さ 15cm-20cm ほ ど の も の で、 幅が 7 c皿以下の も の で あ る 。 S - 045- S - 049が こ の 中 に は い る 。

た だ、 さ ら に細分で き る か も し れ な い。

ll b 類 は長 さ は欠損 し て い る た め 不明 で あ る が、 幅が10cm ほ ど の も の で あ る 。 S - 050 と S - 051 が こ の な

か に 入 る 。 第48図 の S - 057 も や や下部が張 り 出 し て く る も の の、 こ の類 に 入 る か も し れ な L 、。

1 1 1 類 (第47図~第48図)

従来か ら 「パ チ 形」 と 呼ば れて き た も の で あ る 。 全体の形状 は二等辺三角形 に 近 く 、 最大幅 は石斧の下位

に く る も の で あ る 。 最大幅 の位置 と 形状か ら 二つ に細分 さ れ る 。 最大幅が刃部か ら や や上位 に な り 、 全体 の

形状が I 類 に近 く 、 円 形 に 近 い 刃部 を持 っ た も の を m a 類、 最大幅が ほ ぼ刃部付近 に あ り 、 刃部が直線 的 な

も の を m b 類 と す る 。 大 き さ に や や ぱ ら つ き は あ る よ う で あ る 。 m a 類 と し て は、 S - 053、 054 、 0 5 5 が あ

る 。 m b 類 と し て は、 S - 058、 061、 062が あ る 。

IV類 (第48図~第50図)

形状 と し て は I 類 に よ く 似 て お り 、 両側辺が直線的でや や頭部の 方 に す ぼ ま り 、 刃部 と 頭部が丸 く な る も

の で あ る 。 S - 056、 057、 059 な ど が こ の な か に は い る 。 刃部 は や や偏 る 。

縦が短 い も の で、 従来 は打製石斧以外 に入れ ら れ て い た も の が多 い。 こ れ も 形状か ら い く つ か の類 に分か

れ る 。 こ こ で は大 き く IV a -IVdの 4 類 に 分 け た。

IV a 類 は石斧の 側辺 に 内湾す る 扶 り が わ ずか に作 り だ さ れ た も の で、 従来 「分銅形」 と 呼ば れ て き た も の

に近 し 、。 た だ、 分銅形 と 言 い 切 る の は難 し い面 も あ る 。 こ こ で は、 S - 063、 064、 071、 073 な ど が こ の 類 に

は い る 。 S - 072、 075 も こ の 中 に い れ で も よ か ろ う 。 た だ、 大 き さ が先の も の に比べ る と や や大型で あ る 。

あ え て分 け れ ば、 先 の も の を IV a - 1 類、 後の も の を IV a - 2 類 と す る 。

IV b 類 は全体的 な 形 が や や 角 張 っ た 楕円形 と で も い え る も の で あ る 。 S - 065 は本来磨 製 石 斧 と 思 わ れ る

が、 破損 し た後 に 側辺 と 頭部 に打撃 を加え、 こ の形態 に し て い る 。 S - 067 は純粋 に 打製 品 で 敵打 に よ っ て

こ の形態 と し て い る 。

IV C 類 は、 IV a 類 よ り も 縦長 の も の で側辺 に 弱 い扶 り が は い る 。 こ の た め IV b 類 に 含 め て も よ い が、 形態

的 に や や異 な る も の と し て こ こ で別 の 類 に分 け た。 縦長が10cm前後、 横幅が 6 cm、 厚 み が 1 .8cm を 測 る 。 S -

066、 068が こ の類で あ る 。

IV d 類 は横長 の も の で刃部が下方 に 設 け ら れ た も の で あ る 。 頭部の 方 は 厚 み が2 . 4 cm - 3 cm ほ ど を 測 り 、

か な り 厚 め で あ る 。 刃部 は対称的 に 尖 り 気味 で あ る 。 S - 074、 076、 078な ど が こ の 中 に は い る 。 S - 076 は

上部が欠損 し て い る よ う で あ る が、 意図的 に破壊 し 、 上部 の平坦面を作 り 出 し て い る 可能性 も あ る 。 S - 078

は図上で は 刃部が側辺 に あ る よ う に 図化 し て し ま っ た た め縦長 の よ う に み え る が、 本来 は他の も の と 同 じ よ

う に 刃部 を下 に す べ き も の で あ る 。 こ れ も 刃部の対辺が平坦 に な る よ う に 打 ち 欠 か れ た 可能性が あ る 。 こ れ
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ら の石器 は厚み も 2 個以上の も が多 い。 そ の形態か ら 単 に打製石斧 の 類 に すべ き も の で は な く 、 ク サ ピ の よ

う な 使用 の さ れ方が あ っ た の か も し れ な い。

V 類 (第50図 S - 077) 

V d 類 は、 先 の IV類 の よ う に 頭部が厚 く 刃部が尖 る も の で あ る 。 他の打製石斧 よ り は短 い が、 確か に 刃部 を

利用 し て い る の が窺 え る 。 こ の類 と し て は図で は S - 077が あ る 。 こ の石器 は縦長が10叩程 で 、 横 幅 は 側 辺

で 9 佃 ほ ど で あ る 。

VI 類 (第49図 S - 069) 

S - 069 は、 肩平 な 石材を利用 し た大型品で、 全体の形状 は長方形 に 近 い 縦長 の も の で あ る 。 た だ、 頭部

は欠損 し て い る 可能性が あ る 。 扇平な 石材の側辺に敵打を加え簡単 に成形 し て い る よ う で あ る 。 刃部 は下方

の 表裏面か ら 打 ち 欠 き 作 り 出 し て い る 。 側辺 の片方 は や や扶 り が入 り 擦れ も み ら れ、 柄 な ど を装着 し た 可能

性 も あ る 。 石材 は軟質の安山岩で あ る 。

VII類 (第49図 S - 070) 

S - 070 は硬質の安山岩を利用 し た も の で果た し て打製石斧 と す べ き か疑問 の あ る も の で あ る 。 両 側 辺 か

ら 剥離 を繰 り 返 し 全体の形を作 り だ し て い る 。 頭部 は欠損 し て い る 。 刃部 は下方 よ り 打撃 を 加 え 作 り 出 し て

い る 。 厚み は他の打製石斧 に比べ厚手で他の も の と や や異質な 感 じ を受 け る 。

以上、 分類基準を 示 し そ れ ぞ れ に つ い て も み て き た。 な お、 装着 に 際 し て側辺の 「擦れ」 は 図上 に ス ク リ

ン ト ー ン を は り 、 使用 に よ る 「潰れ」 は図上の泡粒状 に集合 し た 円文 に よ っ て示 し た。

g 円 盤状石器 (第51図)

従来 「円盤状石器」 と 呼ばれて き た も の で平面形が円形で、 ほ ぼ全周 を打 ち 欠 い て刃部を作 り 出 し て い る 。

刃部 と し て使用 さ れ た 部分が明 ら か に み ら れ る も の が あ る 。 大 き く 厚み の あ る も の と 薄 い も の に分 か れ、 そ

れ を I 類 と E 類 と す る 。

I 類 は 直径が 5 -10c皿 ほ ど の も の で、 厚みが 2 叩前後を計 る も の が多 い。 し か も 側辺 に は い く つ か の敵打

に よ る 潰れ が み ら れ る 。 第51図 の S - 079- S ー 081、 S - 086が こ の類 に 入 る 。

こ の類 は敵打器 と し て の利用 が想定 さ れ、 打製石斧 の変形 と し て考え ら れ る こ と も あ る 。 打製石斧の使用

法か ら 考え れ ば、 土掘 り 具 と し て は よ い の か も し れ な い。

E 類 は厚 み が 1 .5咽以下で、 直径が10cm前後を測 る も の で あ る 。 石材 は粘板岩質の も の で 、 薄手 で あ る 。

第51図 の S ー 082-085が こ の類 に含 ま れ る 。

こ れ ら の石器 は本来薄 い板状の石材の側辺 を丁寧 に打ち 欠 き 、 円盤状 に作 り 上 げ た も の で あ る 。 こ の類 に

も 側辺の一部 に 使用 に よ る と 思わ れ る 潰れが あ る と こ ろ を み る と 、 敵打 に使用 さ れ た こ と が窺 え る 。 し か し 、

石材の脆 さ と 石材 自 体 の 破損率が少な い こ と を考え る な ら ば、 決 し て敵打を 中心 と し た作業 に利用 さ れ た も

の で は な い よ う で も あ る 。

先 の I 類 と も 共通す る 事で あ る が、 土掘 り 具 と し て利用 す る な ら ば こ れで よ い の か も し れ な い。

h 融 石 (第四図~第53図)

こ こ で特 に 敵石 と し た の は、 石器 自 体の一部 に 明確な 敵打 に よ る 破損が認め ら れ た も の で あ る 。 磨石 の一

部 に も 敵打 に よ る 破損 の あ る も の も あ る が、 こ れ は含 め て い な い。

第52図で は S - 087-091、 093、 095、 第53図で は、 S - 096、 097な ど で あ る 。 こ れ ら を あ え て分 類 す る な

ら ば、 大 き く 4 類 に 分 け ら れ る 。

I 類 は長細 い棒状 の 自 然石 を利用 し た も の で、 両頂部 ま た は片方の頂部を手で握 り 、 他 の よ り 硬質 の 石材

を 台 と し て敵打を行 っ た痕跡を残す も の で あ る 。 こ こ で は、 S - 087、 090、 091 が こ の類 に含 ま れ る 。

S - 087、 091 は と も に棒状の 自 然石 を利用 し た も の で、 両頂部 に敵打痕が あ り 、 特 に 下部 の も の が強 い 。
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S - 090 は上部が破損 し て い る た め 、 頭頂部 は不明 で あ る が同様の も の で あ る 。

E 類 は や は り 棒状 の 石材を利用 し た も の で あ る が、 こ の石器を手 に 持 ち 何 か を 打 ち 欠 く た め に利用 し た も

の と 想定で き る も の で あ る 。 S - 088、 089が こ の類 に 入 る 。

S - 089 は形状が石斧状を し て い た た め打製石斧 と 捉え て い た。 た だ、 調整痕が ほ と ん ど 無 く 、 刃 部 と 思

わ れ た部分 に剥離痕が み ら れ る 程度 で あ っ た。 そ の頂部 に敵打痕があ り 、 ま た 刃部 と し て い た部分 は、 偶然

に欠損 し た部分で あ ろ う 。 S - 089 は 明 ら か に何か硬 い も の を敵 き 、 そ の 際 に一部欠損 し た も の で あ る 。

E類 は基本的 に I 類 と 共通 し 、 棒状な が ら 横幅があ り 、 敵石 と し て の利用 と と も に磨石 と し て の利用 も 行

わ れて い る も の で あ る 。 S - 092、 093が こ の類 に 入 る 。

S - 092 は下部 に 敵打痕を持つ が側面 は磨研 し た跡があ る 。 さ ら に そ の面の一部 に は赤色顔料 が 付着 し て

お り 、 顔料を す り つ ぶす 際 に 利用 し た の で あ ろ う か。 S - 093 は側面 の 敵打痕 の ほ か に 平面 部 分 で も 敵打痕

がみ ら れ、 あ る 場合 は台石 と し て使用 さ れ た 可能性 も あ る 。

i 喋 器 (第52図 S - 095) 

こ の種 の 石器 と 認定 し た も の と し て、 大型の剥片 を利用 し た S ー 095 が あ る 。 こ の 石 器 は 大型 剥 片 の 薄 く

な っ た ー側辺を敵打 に よ っ て打 ち 欠 き 、 刃部を作 り 出 し て い る 。 ま た、 石器 の 表面 自 体 は か な り 磨研 さ れて

お り 、 磨石的 な 使用 も な さ れ た も か も し れ な い。 表面に は火を受け赤化 し た部分 も み ら れ る 。 石材 は安山岩

で あ る 。

j 磨 石 (第53図~第56図)

こ こ で磨石 と し た も の は、 い ずれ か の 面 に 研磨痕跡が認め ら れ る も の で あ る 。 敵石 と し て 利用 さ れ た も の

も あ る が、 基本的 に 磨石 の な か で捉 え る こ と に し た。 そ の総数 は約20点 ほ どで石器 の 中 で も 多 い 方 で あ る 。

こ の石器の分布状況 に 顕著 な 特徴 は な く 、 遺跡全域か ら 出土 し て い る 。 そ れ ら の う ち 本来 の 形状 を よ く 保 っ

て い る も の を 中心 に 図化 し た。

磨石 の形状 は使用頼度 の 違 い に よ っ て、 ま た使用 の方法 に よ っ て も か な り 異 な っ て く る と 考 え ら れ る 。 こ

の 磨石 と 対 に な る 石皿 と の 関係 を 考 え る 必要 も あ る 。

こ こ で は以上の こ と を深 く 追求す る こ と は で き な か っ た の で、 磨石 の形状か ら 分類 し た も の を示す だ け に

す る 。

S - 096 は敵打痕が側辺 に み ら れ、 敵石 と し て の利用 も 想定 さ れ る 。 断面 は長方形 を呈 し 、 一面 に 磨 っ た

跡があ る 。

S - 097 は不正形な 自 然石を利用 し た も の で頭部 は欠損 し て い る 。 下部 に敵打痕 が み ら れ 、 平 坦 面 が 研 磨

さ れて い る 。 こ れ も 敵石 と し て の 利用 も あ っ た よ う で あ る 。

S - 098- 108 は 自 然の 平 ら な 転石 を利用 し た も の で あ る 。 た だ、 そ の大 き さ は ば ら つ き が大 き く 、 ま た、

断面 も 非常 に 扇平 な も の か ら 分厚 い も の ま で様 々 で あ る 。 こ の こ と は、 そ の使用 に 際 し て の違 い を示 し て い

る の か も し れ な い 。

S - 098、 103 は非常 に肩平 な 断面を示 し 、 両面が使用 さ れ て い る 。 S - 100 も 同様 で あ る が や や 厚 い も の

で あ る 。 S - 102 は長径が 5 c:皿 ほ ど の 小 さ い も の で片面の使用 が多 い よ う で あ る 。 こ れ ら の 石 器 は 大 き さ の

点か ら 考 え て も お そ ら く 、 石皿 と セ ッ ト で使用 さ れ た の で は な く 、 土器の 磨 き な ど器面調整 に 使用 さ れ た の

か も し れ な い。

S - 099 は縦が7.5cm、 幅が5.45個、 厚 さ が3.55cm を 測 る も の で、 一面か ら 側面 に か け て 赤色顔料 が 付 着 し

て い る 。 こ れ は ベ ン ガ ラ と 思 わ れ、 先 に示 し た S ー 092 と と も に、 赤色顔料を 粉砕す る 際 に 使用 し た も の と

考え ら れ る 。 表面 は そ の 作業 に よ っ て よ く 研磨 さ れて い る 。

S - 101 は平面が茄子状で、 断面が扇平 な も の で あ る 。 磨 い た痕跡 は あ ま り は っ き り と し な い が、 磨 研 が
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両面で行 わ れ て い る よ う で あ る 。

S - 104-108 の 石器 は、 よ り 典型的な磨石に近い も の で、 磨研 さ れ た 面が一方、 も し く は 両方 に 確実 に 認

め ら れ る も の で あ る 。 特 に S - 105 は片面の み が特 に使用 さ れ た結果、 片面が扇平で片 面 が 盛 り 上 が っ た よ

う な 状況 の ま ま で あ る 。 S - 108 に な る と 両面の使用 が多 く て両面が平坦 な 面 を形成 し 、 断面 が長方形 に 近

く な っ て い る 。

さ ら に研磨 の 状況が進展 し て い く と 、 S - 109-112 は研磨 さ れ た 直方体的 な 様相 を し め す よ う に な り 、 い

わ ゆ る 「石鹸石」 と い わ れ る よ う な も の も あ る 。 同時 に い く つ か の面 に敵打 に よ る 跡が み ら れ る 。

S - 109 は長 さ が 1 1 .6cm、 幅が7.2c皿、 厚 さ が4.6cmを測 る も の で典型的 な 「石鹸石」 の 部類 に は い る 。 こ の

石器 の 表面 に は敵打 に よ る 跡が残 っ て お り 、 敵石 も し く は 凹石 と し て の使用法があ っ た のか も し れな い。 S -

110 は大型の転石を利用 し た も の で あ る が磨石 と し て の利用 が長か っ た た め か角 が形成 さ れ て い る 。 欠損 は

敵打 に よ る も の と 思わ れ、 ー側面 に非常 に よ く 敵打痕跡が残 っ て お り 、 そ の方 向 か ら 破損 し て い る 。 こ の 石

器 も 磨石 と し て使用 さ れ た と 同時 に 敵石 と し て の利用 も な さ れて い る 。

S - 1 11 は よ く 研磨 さ れて い る が片面の誠 り 方が強 く 、 そ の面 も 使用 が多 か っ た も の と 恩 わ れ る 。 こ れ も

敵打痕 が あ り 、 そ れ に よ っ て破損 し て い る よ う で あ る 。 や は り 敵石 と し て利用 し た の で あ ろ う 。

S - 112 も か な り 磨石 と し て の利用 が な さ れ た も の と 思わ れ、 転石 と し て の面か ら か な り 角 張 っ た も の へ

と な っ て い る 。 そ れ と と も に縦長の上面 と 下面 に敵打痕があ る 。 特 に下面 の も の は か な り 強 く 、 こ の面で敵

打が繰 り 返 し 行わ れ た の で あ ろ う 。

S - 113 は一面 と 側面の一部 に研磨痕が あ る 。 製品 と し て は大型で、 長 さ が16 .5個、 幅が12 .5畑、 厚 み が 8 .

6cm、 重 さ が2.65kgを 測 る も の で あ る 。 磨石 と し て使用 さ れ た と は思わ れ る が、 使用 の さ れ 方 は 先 に 示 し た

よ う な 小型 の 磨石 と は異 な っ て い た の で は な か ろ う か。

以上、 磨石 に つ い て や や分類を加え る よ う な形で述べて き た が、 一 口 に 磨石 と い っ て も 研磨す る と い う 行

為 は行 わ れ た で あ ろ う が、 使用方法 は そ れ ぞ れ で か な り 異な る も の で あ っ た の で は な か ろ う か。

k 凹 石 (第52図 S - 094) 

こ の遺跡で唯一 の 凹石 と 認定 し た の は、 S - 094で あ る 。 こ の石器 は多孔質の安山岩 と 考 え ら れ、 自 然 の

転磯を利用 し た も の で あ ろ う 。 表面 に窪ん だ部分がみ ら れ、 そ こ を使用 し て い る 。

l 石 皿 (第57図、 第58図)

石皿の 出土総数 は少な く 、 こ こ で は 5 点 ほ ど 出土 し て い る 。 そ の う ち 3 点 は破損 し て い る 。 石皿 は本来大

き い遺物で あ り 、 耕作な ど で邪魔な 存在 と し て掘 り 出 さ れて い た と 考え ら れ る 。 調査前 に調査区 の 畦 に 大 き

な 石皿状の 石塊が あ っ た が、 表面 に は そ れ ほ どの使用痕がみ ら れ な か っ た た め、 放置 し て き て し ま っ た が、

そ れ な ど は耕作 に 際 し 、 掘 り 起 こ さ れ た 石皿 で あ っ た可能性が高 い。

こ れ ら の 石皿の う ち 5 点 を 図化 し た。 第57図及 び第58図 に示 し た も の で あ る 。

S - 114 は本来か な り 大 き い安山岩製の石皿で、 表裏両面 に石皿の く ぼ み が見 ら れ る も の で あ る 。 く ぼ み

は か な り 発達 し て お り 、 長期間使用 さ れ た こ と が窺わ れ る 。

S - 115 は片面 に石皿の く ぼ み が見 ら れ る も の で\ こ れ も か な り 長期間 に 渡 っ て使用 さ れ た よ う だ。

S - 117 は そ う 大 き く な い 円離を利用 し 、 片面 に石皿 の く ぼ み が見 ら れ る も の で、 く ぼ み も あ ま り 発達 し

て い な い。 S - 114、 115 と は す り つ ぶす対象 も 異 な っ て い る の だ ろ う 。

S - 118は81 - 13か ら 出土 し た も の で、 ほ ぼ完形で あ っ た。 床面近 く で 出土 し た が 、 全 面 火 を 受 け た よ う

で、 赤化 し 剥落 し て い る 部分 も あ る 。 平坦な面を下に据え て上面の傾斜 し た部分が研磨 さ れ て い た。 石材 は

輝石安山岩を 使用 し 、 本来堅 い 石材で あ り 、 そ れが あ る 程度摩耗 し て い る と こ ろ を み る と か な り の使用 が な

さ れ た よ う で あ る 。 重 さ が12 .83kgを測 り 、 遺跡内 で は大型品で あ る 。
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0 
ヒコ

第56図 石器実測 図(9)

研磨面

5 - 1 1 2 

5 - 1 1 3 

1 0  20cm 

S - 119 は、 81 - 26 の 床面 よ り や や浮い た位置 で 出土 し た も の で あ る 。 片面が平 ら で も う 一面 は凸状に な っ

て い る 。 裏表両方が使用 さ れて い る が、 凸面の方 は一番凸 に な っ た部分が中心で、 平坦 な 裏面 は ま ん べ ん な

く 使用 さ れて い た よ う で あ る 。 完形で、 石材 は砂岩の 自 然石 で あ る 。

m 砥 石 (第57図 S - 1 16) 

こ こ で砥石 と 考え た も の は S - 116の 1 点で あ る 。 溝を も っ た砥石で は な く 、 平砥石で あ る 。 破片 で あ り 、

本来 は石皿 の 破片か と も 考え た が、 幅 は こ の 広 さ だ け で あ る よ う で一面の み の使用 で あ る 。 下部の座 り は あ

ま り よ く な い が さ ら に 台 を 用 い れ ば十分使え そ う で あ る 。 表面 は研磨 に よ っ て つ る つ る し た面 と な っ て い る 。

以上鶴羽 田遺跡 に お け る 縄文時代の石器 に つ い て器種 ご と に分類 し な が ら 述べ て き た。 石器 は こ の ほ か に

も 出土 し て い る 。 中 で も 使用 痕の あ る 剥片 を こ こ で は ほ と ん ど記述 し て い な い。 こ れ ら の石器 は剥片 の 薄 く

- 98 -



第 V 章 調査の成果

Lーコ 5 - 1 14 

5 - 1 1 5 5 - 1 1 6 人J 研磨面

5 - 1 1 7 研磨面

0 1 0  20cm 
ヒ=コ

第57図 石器実測国側

- 99-



.:. .;.:. ・ -
・: 目 .:. ・ ;.:

.::.:目:;:::・::.::::.:
':::山

ー ー
ー・，:::�.:::.::.�.::;::: ・':.，'山.:::;・- ・目立 白 :.:.�.:.;:..;.:. 巴 :':. ':':， ・': .:. ー. 九九 ・\. ー 二. .;， '・;.，'.::.:.::.，'.・匂 . '

ー '. ・ .

第 2 節 縄文時代の遺構 と 造物

、

。
』

第58図 石器実測図的

- 100 ー

研磨面

5 - 1 1 9  

5 - 1 1 8  

1 0 20cm 
ゴ



第 V 章 調査の成果

0 - 2  
{D 4S  

0 - 3 

ぬ
0 - 1 

。
』

1 0  20cm 

第59図 土偶実測図

鋭 い部分 を刃部 と し て使用 し て い る 不定型 な 石器で あ る 。 そ の ほ か に も 出土 し た遺物 の う ち か ら 任意 に 選 び

出 し た の で、 記載 に 漏 れ た も の も あ る こ と を付記 し て お く 。

(3 )縄文時代の特殊遺物

a 土偶 (第59図)

D - l は 1 号土偶 と し た も の で、 A - 2 グ リ ッ ド か ら 表土剥 ぎを行 っ た 後 の精査中 に 出土 し た も の で あ る 。

前面を上 に 向 け て横 た わ り 、 そ の 側 に 腕 も 出土 し た。 出土層 は、 E 層上面で あ る 。 胴体 と 腕 は接点が な か っ

た も の の 、 胎土や焼成 な ど が似 て お り 、 同一個体 と 思わ れ る 。 欠 け た部分 が あ る も の の 、 肩か ら 足先 ま で ほ

ぼ そ ろ っ て い て頭部 よ り 下部 は全体像が推定で き る 。 肩部か ら 足先 ま で、 の残存長が20cm、 胴部 の 幅 が5 . 1 cm 、

胸部の 厚 さ が4.2c皿、 腹部の 厚 さ が3.6cm を計 る 。

胸 に は豊か な 乳房 を表現 し 、 腹部 は妊婦 を示す よ う に 高 く 盛 り 上が っ て い る 。 腰 は 強 く は っ て お り そ こ か

ら や や短 め の 足先へ と 降 り て い く 。 両腕 は何か で意図的 に破壊を加え ら れ た よ う で、 え ぐ ら れ た よ う に な し 、 。

近 く で こ の土偶 の も の と 思わ れ る 片腕が出土 し た が、 ま っ た く 接合で き な か っ た。

ま た 、 背面 は や や 張 り 気味の肩、 肩1甲骨 を示す よ う な 縦 に 延 び た 隆起線、 そ の下 の 突 き 出 た 暫部が表現 さ

れて い る 。 首 は欠損 し て い る の で し 、 か な る 頭部があ っ た か不明で あ る 。 た だ、 首 の と こ ろ に は土器片が埋 め

込 ま れ て お り 、 肩部の 中央付近で あ る た め、 頭部 を接合す る の に利用 さ れ た も の と 考え ら れ る 。 全体的 に み

る と 、 非常 に豊か な 女性の像で あ り 、 県内 出土土偶 の 中 で も 優品 の 一つ で あ る 。

他 に埋め込み土器が な い か、 ま た土偶 の 製作技法が ど の よ う で あ る の か と い う 疑問 に 基づ き 、 土偶 の 工業

用 X 線CT ス キ ャ ナ ー に よ る 撮影を試み た (巻頭 グ ラ ビ ア ) 。 熊本大学工学部 の尾原祐三教授、 菅原勝彦教授

の 協力 に よ る も の で、 TOSCANER - 2320mini を操作 し て得 ら れ た 画像か ら 大 ま か な っ く り が読み と れ た 。

nu
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ま ず大 き な 粘土紐を 2 本作 り 、 そ れ ら 2 本 を並べて 1 つ に す る よ う に接合 し て、 胴体及 び脚部 と し て い る 。

そ の接合 し た胴体部 に 肉付 け を し て い く 。 胸 の 乳房や腹部、 啓部 な ど は い ずれ も こ の段階で貼 り 付 け ら れ た

も の で あ る 。 こ の途中 で首近 く の土器片 は埋め込 ま れ た よ う で あ る 。 こ の よ う に し て全体の 成形が行 わ れ た

も の と 想定で き る 。

D - 2 は頭の み で、 や や特殊な 雰囲気の あ る 竪穴遺構で あ る SI - 14か ら 出土 し て い る 。 残存高が4 . 1 5 畑 、

最大幅が5.25cm、 最大厚が2.75cm を計 る 。 こ の遺構か ら は 同時に石棒 も 出土 し て い る 。 こ れ を 2 号土偶 と し

た 。

土偶 の顔の表面 は平 ら で、 中央よ り や や上部 に 目 も し く は眉 を細線で上円 弧状 に描 き 、 そ の下部 に 凹点で

丸 く 口 を表現 し て い る 。 そ の 口 は 自 (眉) と 比べ て や や左 に 偏 っ て お り 、 ち ょ う ど ひ ょ っ と こ 面の イ メ ー ジ

が あ る 。 ま た 、 目 の描 き 方か ら 笑 っ て い る よ う で も あ る 。

D - 3 は 整理作業 中 に 確認 さ れ た も の で、 イ モ穴中の 出土で あ る 。 当 初 よ く わ か ら な か っ た が、 詳細 に 観

察 し た と こ ろ 土偶 の 胴部の半裁 さ れ た も の で あ る こ と が わ か っ た。

乳房 を表す と 思わ れ る 小 さ な 隆起を胸 に つ け、 腹部 は す っ と 下 に ま っ す ぐ 伸 び、 肩 の 付近 に 腕の一部が残

存 し て い る 。 ま た、 下部 の方で は一部足 を形成 し て い る よ う で あ る 。 こ の土偶 も D - 1 と 同 じ く 粘土紐を二

本並べて つ な い だ も の と 思わ れ、 そ の部分か ら 二つ に別れて い る 。 ま た 首が繋がれ て い た と こ ろ に は、 胴部

に 細 い 棒状の痕跡が残 り 、 棒で胴 と 首を接合 し て い た よ う で あ る 。

こ の ほ か に も 土偶 で は な い か と 思わ れ る も の が あ る が、 明確で は な い た め こ こ に は い れ て い な い。

b 石棒 (第60図 S - 122) 

第59図 の S - 122 に 示 し た も の が こ の石器で、 SI - 14か ら 出土 し た。 SI - 14 の 床面 直 上 1 0 佃 ほ ど の と こ ろ

に横転 し た状態で、 刃部が水平面 よ り や や下に 降 り た よ う な 状態で出土 し た 。 こ の た め、 本来立 っ て い た も

の が倒 れ た の で は な い か と 推定 さ れ る 。 た だ、 他の遺物の 出土状況か ら 考え る と 、 こ の遺構 に 廃棄 さ れ た も

の に混 じ っ て い た と も 考 え ら れ る 。

長 さ が29畑、 刃部の 最大幅が4.25cm を計 り 、 下部 の方 ほ ど幅広か っ た よ う で あ る 。 最大厚 が 2 . 4 佃 を 計 る

が、 こ れ は刃部 の 始 ま り 部分で あ る 。 石材 は硬質砂岩で あ ろ う 。

頭部 は先の方 ほ ど細 く な っ て お り 、 先端 に横方向 に 幅2mm、 深 さ 1mm ほ ど の 凹線が彫 り 込 ま れ る 。 そ の下部

に は両面 に 凹線が 4 本彫 り 込 ま れて い る 。 一番上の凹線 は一周 し て お り 、 頭頂部 の 横線 と つ な が っ て い る 。

2 本 目 の 凹線 も 一周 し て い る 。 3 本 目 の 凹線 は側辺 ま で い かず に途中で両面 と も 終わ っ て い る 。 4 本 目 の 回

線 は 2 本 目 と 同様 で あ る 。 2 本 目 以下 の 回線 は い ずれ も 丁寧 な 研磨 に よ る も の で、 幅3皿、 深 さ 1mmを計 る 。

l 本 目 の も の は頭頂部 の 凹線 と 似て お り そ れ以下の も の と や や線の付 け方が異な る 。 幅1 .5m皿、 深 さ 1 mm を 計

る 。 こ の こ と は凹線を入れ る 技法 の 差か、 時期 の差を示す も の か も し れ な い 。

頭部か ら 8 cm付近 の 体部途 中 か ら 刃部が作 り 出 さ れて い る 。 刃部 の 端 は通常の磨製石斧 の よ う に と が る の

で は な く や や平坦面 を も っ 。 こ の部分 は本来尖 っ て い た も の が使用 に よ っ て摩耗 し た も の で あ ろ う 。 使用 に

よ る 摩滅痕や擦痕 も 多 い。

ま た、 頭部か ら 14...... 15叩 ほ ど よ り 下部 は や や赤変 し て い る 印象 を 受 け る 。 明瞭で は な い た め 推定で あ る が 、

赤変 し た部分 は火 を 受 け た 可能性 も あ る 。

と こ ろ で、 調整痕 を み る と 本来 の 器表面 は全面丁寧な 研磨が施 さ れて い た よ う で あ り 、 ほ と ん ど当 初 の擦

痕 は認 め が た い ほ ど で あ る 。 た だ、 石器途中の刃部を作 り 出 し 始 め る 部分か ら 石 の は ぎ取 り 面が残 り 、 仕上

げが粗 く な っ て お り 、 切 っ 先の部分 も 研磨 は か な り な さ れて い る も の の本来の調整痕 に は及ぶべ き も な い。

こ の よ う に観察結果 を も と に し て考え る と 、 本来石棒状の石器で あ っ た も の が途中か ら 何 ら か の理由 に よ

り 、 「特殊 な 」 形態の 石斧 に 変 え た も の だ と 思わ れ る 。 し た が っ て、 あ え て こ こ で は こ の遺物 を 「石棒」 と
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と ら え て項 目 を設 け た。

c 双刃石斧 (第60図)

こ の遺跡か ら は双刃石斧が 2 点出土 し て い る 。 いずれ も 安山岩製で あ る 。

S - 121 は、 81 - 19 の床面か ら 出土 し た も の で非常 に丁寧 な 作 り の も の で あ る 。 石 材 自 体 は 、 多孔質 の 安

山岩で あ る た め、 本来 あ ま り 見栄え の よ く な い も の で あ る が、 そ れ を丹念 に 研磨 し 石斧 と し て仕上 げ て い る 。

長 さ が17.4cID、 最大幅7.3cID、 最大厚1 . 7CID を 計 る 。

双刃 と も 完全 に残 っ て い る が、 刃 に は と も に 刃 こ ぼれが あ り 、 何 ら か の 行為 に 使用 さ れ た の は 間 違 い な い 。

た だ、 石材の 強度か ら 考え て、 木 な ど の 切断 に は利用 さ れ な か っ た も の と 思わ れ る 。 刃 自 体 は両刃で あ ろ う 。



第 2 節 縄文時代の遺構 と 遺物

両側辺 は 刃部 よ り も や や細 く 、 厚 く な っ て い る 。 そ の両側辺の一部 に は擦れ た痕跡が あ り 、 こ の部分 に 柄 な

ど が装着 さ れ た可能性が あ る 。 し か し 、 ど の よ う な 柄が装着 さ れ た の か不明で あ る 。

S - 120 は81 - 27 の 床面か ら 出土 し た も の で刃部付近 の み が磨研 さ れ る 局部磨研の 双 刃 石斧 に な る よ う で

あ る 。 長 さ が、 18.8cm、 最大幅が7.4cm、 最大厚が1.8c皿 を計 る 。

双刃 に対す る 研磨 は非常 に丁寧 に な さ れて い る が、 そ の 間 の 体部で は両側辺か ら の打撃 に よ る 調整痕が残

さ れ た ま ま で あ る 。 た だ、 側辺の 中央部 に は擦れた跡があ り 、 こ の部分で柄 に 装着 さ れ た の か も し れ な い。

双刃 の う ち 一方 は欠損 し て お り 、 実際に使用 さ れ た も の で あ る 。 か な り 衝撃の加わ る 作業が行わ れ も の と 考

え ら れ る 。

た だ、 こ の石斧 は一方 の 刃 が破損 し た た め に、 新 た に頭の方 に 刃 を作 り 出 し た も の と も 考え ら れ る 。 製作

状況 を み る と S - 12 1 と は 明 ら か に 大 き な 差異が あ り 、 ど ち ら か と い う と 打製石斧 の製作方 法 に よ く 似 て お

り 、 新 た に 刃部 を 逆 の 側 に 作 り 出 し た可能性が高い よ う で あ る 。

(4)土製品 ・ 粘土塊 ・ 玉
A 土製品 ・ 粘土塊 (第61図)

C - 01 は81 - 41 か ら 出土 し た も の で、 粘土塊で あ る 。 明褐色を呈 し 、 気泡 も し く は指の押圧 ら し き も の が

表面 に 多 く 見 ら れ る 。 胎土中 に は 白 い細砂粒を僅か に含み、 か な り 精製 さ れ た も の の よ う で あ る が、 焼 き 自

体 は甘 く 、 か な り 表面 が風化 し て い る 。 特 に 目 的 を も っ て焼かれた も の と は い え な い よ う で あ る 。

C - 02 は81 ー 14か ら 出土 し た も の で、 粘土紐状の も の で あ る 。 も し か す る と 土偶 の 一部か、 勾玉の 可能性

も あ る 。 残存長 は4.5cmで、 径が1.2cm を 測 り 、 欠 け て い な い方の端部 は丸 ま っ て い る 。

C - 03 は81 - 13か ら 出土 し た も の で、 粘土塊 と 最初考え て い た が、 よ く 観察す る と 丁寧 な 面取 り が な さ れ

て お り 、 土偶 な ど の一部 の 可能性 も あ る 。 表面 は暗褐色を呈 し て お り 焼成 も 良好で あ る 。 最 大 幅 は 3 . 5 cm 、

最大厚 は2.3cm を測 る 。

C - 04 は8K - 37か ら 出土 し た も の で、 粘土塊で あ る 。 焼成 も 悪 く 、 粘土の塊 を そ の ま ま 火 に く べ た も の

の よ う で あ る 。 最大長 は2.9cm、 最大幅 は3.65cm、 最大厚 は 1 .6cm を測 る 。

こ の ほ か に も 粘土塊 は数点 あ る が、 い ず れ も 焼成が悪 く 、 赤褐色を呈 し 、 も ろ い も の で あ る 。

B 玉 (第62図)

本遺跡で唯一 の玉が第62 図 の も の で あ る 。 81 - 19か ら 出土 し た も の で あ る 。 埋土中 の 出土で土層観察 用 の

ベ ル ト を取 り 除 き 始 め た と き に埋土の上部でみ つ か っ た も の で あ る 。

碧玉製 と 思わ れ、 淡青緑色 を呈 し て い る が、 全体的 に は や や乳白色がか っ て い る 。 高 さ が0.3cm 、 径 が 0 . 9
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第 V 主主 調 査 の 成果

crn、 重 さ が0.6 g を 測 る 。 搾孔 は一方向 か ら だ け な さ れ て お り 、 図

で は上方か ら で あ る 。 そ の た め 、 穴 の 上部径が5mm、 下部径が 1 . 5 mm

を 測 る 。

玉 は両方向か ら 穴 を あ け る 場合が多 い の で、 片側か ら の搾孔方法

は や や特殊 な よ う で あ る 。 こ の大 き め の 穴 と 組合わ さ る も の が あ る

の か も し れ な し 、。

第 3 節 弥生時代以降の遺構 と 遺物
遺構

@ 
江D

。 3 cm 

第62図 玉実測図

弥生時代以降の遺構 と し て こ の遺跡で検出 し た も の は 、 あ ま り 時

期 の特定がで き な い も の が多 し 、。 道路状遺構 CSR - 02、 03) 、 溝状遺構 CSD - 15) が お も な 遺構 と す る こ と

が で き る 。 さ ら に こ こ に 多 く 見 ら れ た の が い わ ゆ る 「 イ モ 穴」 で あ る 。 以下 に そ れ ら に つ い て記述す る 。

OSR - 02、 03 C第63図)

A 、 8 - 3 グ リ ッ ド で確認 し た も の で、 ほ と ん ど硬化面 の み が残存 し て い た 。 確認 し た一帯 は調査区の 東

北側 に 当 た り 、 一部 は調査区外 に 延 びて い た。 こ の 2 木 の 硬化面の帯 は ほ ぼ平行 に 並 ん で い た が 、 SR - 03

は上部 の 削平が進ん で お り 残 り が悪か っ た。

SR - 02 の 確認面 は表土下 5 crn ほ ど で表土剥 ぎ後す ぐ に 確認で き た。 ま た 、 2 b 層 が 残 る 段 階 で 黒 ボ ク と

ア カ ホ ヤ が混 じ っ た 状態の 土 の さ ら に 上の層か ら 掘 り 込

ま れ て い る と 思わ れ た 。 こ こ で は完全な 黒 ボ ク 層 は確認

で き て い な い た め推定で あ る 。 た だ、 硬化 し た 土 は黒褐

色を呈す る も の で黒 ボ ク 起源 と 思わ れ る 。 非常 に よ く 堅

く 締 ま っ て お り 、 か な り 道路 と し て利用 さ れ た も の と 思

わ れ る 。 幅 は40crn ほ ど で あ り 、 残存 し て い た 長 さ は 4 m

ほ どで あ る 。 硬化面 の 厚 さ は 10crn を i.l!IJ り 、 か な り し っ か

り し た 道路敷 で あ っ た と 思わ れ る 。 方 向 は NE - 1 0 度 

SW で あ る 。 こ の 延長 は僅 か に南側 に も み え そ う で あ っ

た が、 精査す る う ち に 確認で き な く な っ て し ま っ た。 地

形的 に 南側 が僅 か に 高 く な っ て い る た め 、 削平 に よ り 消

失 し た の で あ ろ う 。

SR - 03 も 確認 し た 面 は 同 じ で あ る が 、 先 に 述 べ た よ

う に残 り が悪 く 、 部分的 に 確認 で き た だ け で、 は た し て

こ の ま ま 長 く 延 び る も の か不明 で あ る 。 残存 し た 部分で

は 幅約40crn、 長 さ 約2 .5 m を計 り 、 方 向 はNE - 10度 - SE

で、 SR - 02 と ほ ぼ同 じ 方向 で あ る 。 し か し 、 レ ベ ル 的

にSR - 02 よ り も 高 い位置で確認 さ れ て お り 、 SR - 02 に

後続す る 可能性が あ る 。

こ れ ら の遺構か ら は ほ と ん ど 造物が出土 し て お ら ず、

時期 の特定 は 困難 で あ る が、 出土層 や そ の 埋土 な ど の 状

態か ら 考え る と 、 中 世以降の も の で あ る 可能性が高 し 、。

OSD - 1 5 C第 6 図〉
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第 4 節 第 E 調査区の遺構 と 遺物

こ の遺構 は A - 7 - C - 7 グ リ ッ ド に か け て、 ほ ぼ南北 に長 く の びて い る 。 確認 し た範囲で の 長 さ が20m、

幅が 2 m前後、 確認面か ら の深 さ が30cm前後を計 る 。 埋土 は 3 層 に分 か れ①、 ②層 は 暗褐色土で、 焼土 と 炭

化物 を少量含み、 あ ま り 締 ま り の な い土 で あ る 。 若干①層 と ②層で は 明 度 に 差 が あ り 、 ①層 の 方が よ り 明 る

い 。 ③層 は②層 に 似 る が、 明褐色の ブ ロ ッ ク 状 の土塊を含み、 や や 締 ま っ て い る 。

こ の遺構 に 含 ま れ て い る 遺物 は縄文時代後期末の遺物が ほ と ん ど で あ る が、 埋土 は 明 ら か に 竪穴遺構 と は

異 な り 、 黒色の 強 い土で締 ま り が な く 、 黒 ボ ク がかな り 含 ま れて い る よ う で あ る 。 こ の こ と か ら 、 時期 は 特

定で き な い も の の先 の 道路状遺構 と 併行か、 よ り 新 し い 時期 に形成 さ れ た も の と 考え ら れ る 。 も っ と 具体的

に い え ば、 埋土の し ま り 具合 は イ モ 穴 の も の に近 く 、 そ れ と 非常 に 近 い 時期 で は な い か と 考え ら れ る 。

Oイ モ 穴群

こ れ ら の遺構 は調査 I 区 の か な り の部分で検出 さ れ た。 約40基 ほ ど あ っ た と 思わ れ る 。 残念 な が ら 縄文時

代の遺構 を 中心 と し て と ら え て い た た め、 こ の遺構 は縄文時代の遺構 に と っ て単 な る 撹乱 の穴 と し て綿密 に

調査 さ れ な か っ た。

埋土 は い ず れ も 暗灰褐色を呈 し 、 締 ま り は ほ と ん ど な い。 円形の も の が ほ と ん どで 2 、 3 基長方形を呈す

る も の が あ っ た。 円形の も の は径が80-100cm ほ どで、 深 さ は地表か ら 1 m - 1 .5 m ほ どで あ っ た。 か な り の

も の が現在の 畑 の 畦近 く に 分布 し 、 そ れ以外の も の も 畑の 旧状態で は畦近 く で あ っ た 場所 に 分布 し て お り 、

現在の畑地 も し く は、 10数年前 の畑地 と の 関 わ り の 強 い も の で あ っ た。 さ ら に 1 基だ け で あ っ た が、 底部近

く に サ ツ マ イ モ の 腐植 し か か っ た も の が そ の ま ま 出土 し た。 こ の こ と か ら こ れ ら の遺構 は イ モ 穴 で あ る と 判

断 し た。 さ ら に そ の所属時期 に つ い て も 近代以降、 現代 と い っ て よ い 時期 に掘 ら れ た も の と 結論づ け た。 ま

た 、 方形の も の と 円形 の も の は、 時期の差かそ の貯蔵す る も の の 違 い と み て よ い で あ ろ う 。

2 遺物 (第64図)

こ こ で ふ れ る 遺物 は弥生時代の も の と 古墳時代の も の と 考え ら れ る 。 も ち ろ ん イ モ 穴 な ど の近代以降の遺

構か ら も 遺物 は 出土 し て い る が、 こ こ で は ふ れ な い。

弥生時代の遺物 と し て P - 308 は聾 の 口 縁部で あ る 。 須玖式の聾 の 口 縁部で あ ろ う 。 口 径 な ど の 復元 は で

き な い く ら い の小破片 で あ る 。 一括遺物 と し て取 り 上 げた 中 に あ っ た も の で、 遺構 に は伴 わ な い。

P - 309 は聾の破片 で あ る 。 こ れ は古墳時代前期 の も の で あ ろ う 。 こ れ も 口 縁 で の 復元 は困難で あ っ た。

P - 310 は須恵器片 で あ る 。 杯の蓋の一部 と 考え ら れ る 。 こ れ は、 廃土中 に 混 じ っ て い た も の で あ る 。 時

期 は古墳時代後期 の も の で あ ろ う か。 調査区内 で は須恵器の杯の破片 と お も わ れ る も の を も う 1 点確認 し て

い た が、 取 り 上 げ る 前 に 紛失 し て し ま っ た。

第 4 節 第 H 調査区 の遺構 と 遺物

第 E 調査区の調査 は第 I 調査区 と 同 じ E層上面 ま で表土剥 ぎを行 っ た。

こ の調査区 は 先 に も 記 し た が、 工事 に 際 し て道路敷 き と な る う ち の下水道

な ど の配管 に よ り 掘削 さ れ る 部分 の み を対象 と し て い る 。 そ の た め 調査区

は幅10m、 南北 に長 さ 50m、 東西 に 120m ほ ど の L 字形 を 呈 し て い る (第

65図) 。

表土 を剥 ぎ終わ っ た 時点で、 お お ま か な 当 時の地形が復元で き た。 以前

の 確認 ト レ ン チ に よ っ て も 確認 さ れて い た こ と と 併せて考え る と 、 西 に 傾

斜す る 浅 い 谷部が こ の調査区の 中央部 に 入 り 込ん で い る の が分か っ た。 こ

れ は現地形で も そ の傾向が あ る が、 旧地形で は さ ら に谷の 落 ち 込 み が大 き
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第 V 主主 調査 の成果

か っ fこ 。

確認調査時 に は一番低 い 谷部付近で焼土坑を確認 し て い た が、 こ の調査部分 で は 確認で き な か っ た。 た だ、

ー箇所で焼土が認め ら れ た が、 土坑 は確認で き な か っ た。 そ の焼土 は 2 - 8 グ リ ッ ド の 谷 の 落 ち ぎ わ で あ っ

た。 I 区の調査 を 踏 ま え 、 こ の焼土 の 周 囲 で遺構の存在 を 確認す る た め 精査 を 進 め た 。 し か し 、 何 ら 遺構 は

確認で き な か っ た。

さ ら に調査区全体の精査 を 進 め て行 く と 、 縄文後晩期 の土器片が散発的 に 所 々 で 出土 し た。 遺構 と し て は

以下 に 述べ る も の が 出 土 し た。

OSK ー 20 1 (第66図)

こ の遺構 は V - 8 グ リ ッ ド に お い て確認 さ れ た も の で、 確認面 は第 I 調査区 と 同 じ く E 層 の上面で あ る 。

こ こ に 暗褐色土 の 落 ち 込 み が は っ き り と 確認で き た。

こ の掘 り 込 み の 上面 は E 層 の途中か ら 掘 り 込 ま れ て い た。 掘 り 進 め る と 、 焼土 と 炭化物が互層 に な っ て い

た。 た だ、 炭化物以 外 の 出 土造物が な く 、 時期 の特定 は困難で あ る 。

掘 り 込み は調査区外 に 伸 び て お り 、 こ れが土坑 で よ い の か北へ延び、 る 溝 の一角 で あ る の か こ れ だ け の調査

範 囲 で は 不明 で あ る 。 こ こ で は一応土坑 と し て お く 。

SK - 201 の 規模 は幅が2.72 m で、 壁 ま で の 長 さ 1 .84m 、 遺構確認、面か ら の深 さ が0.8m を 計 る 。 遺 構 内 の 埋

土 は 4 層 に 分 け ら れ る 。 図 の 土層断面図 は表土層 な ど を併せて記録 し て い る 。

追構 の埋土 と し て 第66 図 の 土層断面図の③層以下を想定 し て い る 。 ①層 は耕作土で あ る 。 ②層 は 暗褐色土

で あ り 、 基本層序の II a 層 に 当 た る 。

③層 は黒褐色を呈 し て お り 、 II a 層 と 同 じ で は あ ろ う が や や 砂質層で あ る 。 こ の 面 が く ぼみ と な っ て い た

時期が あ り 、 そ こ が水 た ま り を形成 し た こ と で砂粒の 集 中 が あ っ た と 推定 さ れ る 。 ④層 は焼土 と 炭化物 を 含

み、 黄褐色 の ロ ー ム も 一部 に 含 ま れ る 。 ⑤層 は黄色の ロ ー ム を ブ ロ ッ ク 状 に 含み、 茶褐色を呈す る や や締 ま っ

た層 で あ る 。 ⑥層 は焼土 と 炭化物 を一番多 く 含む 層 で あ る 。 こ こ は か な り 締 ま っ て お り 、 こ の面 で 火 を 焚 い

た よ う で あ る 。 形態的 に は 中 世 に み ら れ る 溝状遺構 の状況 に よ く 似て い る 。 埋土 の 状況か ら 考 え る と 、 近世

以前 の も の と い う 可能性が あ る 。
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第 4 節 第 E 調査区の遺構 と 造物

⑧ す ? T T 〒

A �唱量. 5側同
.国�

S K - 2 0 1  

A' 

A' 
� 

S K - 2 0 1  

①厨 :耕作土

②厨 :黒褐色土;粒子治T細かく 、 焼土粒を少量含む

③厨 : 黒褐色土 ; ②眉よ り 砂質で、 粒子は細かい

@周 : 黒褐色土 ; 上層 と似るが、 焼土塊や炭化物、 黄褐色のロ ームを含む

⑤周 :茶褐色土 ; ロ ームを プロ ッ ク 状に含み、 やや硬い

⑥厨 茶褐色土;焼土を多〈含み、 硬 く しまる

。

第66国 土坑実測図

no

 

nU

 



第 1 節 遺構 に つ い て

1 竪穴遺構

第VI章 調査の ま と め

第羽 章 調査の ま と め

竪穴遺構 は第 I 調査区の方で の み 出土 し た。 そ れ ら の遺構 は住居跡 と 考え ら れ る も の と 単 に 落 ち 込み と し

て の土坑の二つ に 分 け ら れ よ う 。 竪穴住居跡 と し て認定 し た も の は 19軒で あ る 。 81 - 14 を除 け ば、 全 体 的 に

平面形 は 円形を呈す る 。 81 - 14 の み が や や変形 し た方形の も の で あ る 。 遺構の 規模 は や や分布域 に よ る 差 が

あ り 、 大小の 2 タ イ プ に 分 け ら れ る 。 た だ、 切 り 合 い が多 く 、 確実 に大 き さ を判断で き な い も の も あ る 。

大型の も の は調査区 の西側で の ま と ま り で あ る 。 た だ、 こ の住居跡 は か な り 削平 を受 け て お り 、 正確 に 輪

郭を確定で き た と は い え な い も の も あ る の で、 こ の想定 し た も の が確実で は な い 。

一般的 な も の は、 調査区の 中心部で検出 し た も の でか な り 多 く ま と ま っ て い た 。 や や小型の も の も あ り 、

中心の東側 に か た よ っ て い る も の で数 は少な い。

炉 は あ る も の と な い も の が あ り 、 一概 に い え な い状況が あ る 。 炉 の あ る も の は単純 な 掘 り 込み に よ る も の

だ け で、 特 に 石組み を配 し た も の は な か っ た。 規模 と し て は径が40畑、 深 さ も 20.......40咽 ほ ど の も の が ほ と ん

ど で あ っ た。

2 土坑

竪穴住居跡 に つ い で多 く 出土 し た の が土坑で あ る 。 そ の総数 は 13基で あ る 。 こ れ ら の形態 は様 々 で あ る が、

住居跡 と 切 り 合 う も の の 中 に は、 住居跡が含 ま れて い る 可能性が大 き い。 か な り 定型的 に 円形 に 形作 ら れ た

も の が多 い た め で、 そ れ を住居跡 と す る に は難があ っ た も の を土坑 と し た た め で あ る 。

3 道路状遺構 ・ 溝状遺構

本調査区で は 1 区の う ち A ・ B - 3 区 に お い て確認 し た も の で、 北東~南西方向 に 二本併行す る 状態 で 出

土 し た。 8R - 02、 03 と し た が、 8R - 02 が よ り は っ き り と 硬化面が残 り 、 小道 と し て 利用 さ れ た も の で あ ろ

う 。 遺物の 出土 が な か っ た の で時期 は不明で あ る が、 埋土や周 囲 の 層序 な ど か ら 考 え て、 平安時代以降で近

代 よ り も 以前 と 考 え ら れ る 。

溝状遺構 は現在の畑地の 区画割 り に 沿 っ て お り 、 こ の地の畑地が形成 さ れ る よ う に な っ て き た近代以降の

も の と ，思わ れ る 。

4 蝶土坑

多 く の焼土坑が住居跡 と の 関連で捉え ら れ た が、 住居跡か ら 離 れ た 地点か ら 検出 さ れ た も の も あ る 。 こ れ

ら は時期が不確実で あ っ た。 C ・ D - 9 グ リ ッ ド 付近 に集中 し 、 意図 的 な 掘 り 込み か ど う か は っ き り し な い

も の も あ っ た。

な か で も 8X - 42 は、 そ の 中 に入 っ て い た炭化物の量が非常 に 多 く 、 こ こ で 火 を た き 、 そ の ま ま 押 し 込 ん

だ も の の よ う で あ る 。 C 14年代測定 に よ り 、 縄文後 ・ 晩期 と さ れ よ う 。

第 2 節 遺物 に つ い て

1 土器

こ の遺跡で 出 土 し た 土器 は 縄文時代の も の が大半で あ る 。 早期 の塞の神式土器、 押型文土器、 後期 の 三万

田式土器、 太郎迫式土器、 御領式土器、 晩期初頭の 天城式土器な ど で あ る 。 こ の う ち 中心 に な る の は御領式

土器で あ る 。 竪穴遺構の ほ と ん どが こ の 時期 の も の で あ る 。

後期末か ら 晩期初頭の土器の器種は深鉢形、 浅鉢形が中心で あ る が、 注 目 形土器 も あ る 。 深鉢形土器 は 口

縁部 に文様 を 持つ も の と 、 い く つ か の 土器 に は赤色の顔料で彩色 し た と 思わ れ る 痕跡が認め ら れ る も の も あ
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第 2 節 造物 に つ い て

る 。 ま た、 小型の浅鉢 と い う よ り ミ ニ チ ュ ア と も い う べ き 土器片 に は、 内 部 に 明 ら か に 赤色顔料 の 痕跡 が あ

り 、 塗布 さ れ た と い う よ り も こ の 中 に 顔料 を納 め て い た可能性があ る o 他 に 赤色顔料 を す り つ ぶ し た と 思わ

れ る 磨石 も 出土 し て お り 、 こ の遺跡内 で土器な ど を赤彩 し た の で あ ろ う か。

2 石器

生活用具 と し て の 石器 に は打製石斧、 磨製石斧、 石銀、 石匙な ど が あ る 。 使用痕 の あ る 石器 も そ の 中 に 入

ろ う 。 石器 は遺構 内 か ら 出土 し た も の も 多 く 、 そ の遺構 に伴 う の で は な い か と 思わ れ る も の も あ っ た が、 か

な り の も の が流れ込 み ゃ 廃棄 に よ っ て遺構内 に入 っ た も の で あ ろ う 。

3 特殊遺物

・ 土偶

本遺跡か ら は 3 個体 の土偶が出土 し た。 頭部の み の も の が 1 体、 首の な い土偶が 1 体、 胴体の 半分 の も の

が 1 体で あ る 。 時期的 に特定 は で き な い も の の形態的 に は ば ら つ き が あ る 。 頭部の 1 点 は遺構内 か ら 、 そ の

ほ か は包含層 や イ モ 穴中か ら 出土 し た。

・ 石棒

石棒 と し て は か な り し っ か り し た 作 り の も の で あ る 。 本来 は も っ と 長か っ た も の が、 欠損 し た 際 に刃部を

付 け 加 え る こ と で別 の 形態 に 変化 さ せ た よ う で あ る 。 竪穴遺構で あ る 81 - 14か ら の 出土 で あ る 。 横 に倒 れ た

状態で 出 土 し た。

・ 注 口 土器

注 目 土器 は 1 点の み で あ っ た が、 ほ ぼ完形品が 出土 し た。 単独出土で あ る た め そ の性格 は い ま の と こ ろ 不

明確で あ る 。 祭把的 な 行為 に使用 さ れ た も の で あ ろ う か。

- 双刃石斧

こ の形 の 石斧 は 2 点出土 し た。 2 点 と も 遺構内か ら 出土 し た も の で あ る 。 1 点 は非常 に丁寧 な 研磨 を 全体

に 加 え て作 ら れ、 特別 な 使用 が想定 さ れ る 。 も う 1 点 は打製石斧 の 刃部 だ け を研磨 し た も の で、 先 の も の と

は性格が異 な る の か も し れ な い。

4 赤色顔料

こ の遺跡か ら は、 赤色顔料 を塗布 し た と 思わ れ る 土器がわずか な が ら 出土 し て い る 。 ま た、 赤色顔料 を蓄

え た と ，思わ れ る 小型の椀形土器 も 出土 し て い る 。 内部に顔料の付着 し た こ の土器 は、 外器面 に 顔料 は付着せ

ず、 内器面の一定 の 範囲 の み に 限 ら れ、 こ の容器が顔料の貯蔵 に 使用 さ れて い た可能性が高 い 。

ま た、 こ の 遺跡で 出土 し た石器の 中 に 、 明 ら か に赤色顔料を粉状 に す り つ ぶす 際 に 使用 さ れ た と 考 え ら れ

る 磨石 が あ る 。 当然 こ れ に 見合 う 石皿 も し く は台石があ っ て よ い が、 こ の調査で は 確認で き な か っ た。
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第 1 節 遺構 と 遺物 に つ い て
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今回調査 し た鶴羽 田遺跡の特徴 と し て、 竪穴住居跡を含め た竪穴遺構が多 く 検出 さ れ た こ と が ま ず あ げ ら

れ る 。 竪穴遺構の う ち 竪穴住居跡 と 確認 し た も の は 19軒で、 切 り 合 い 関係 に あ る も の が数軒 あ る 。 他の竪穴

遺構 の な か に も 住居跡 と 思わ れ る も の が含 ま れて い る 。 出土 し た遺物 と し て、 旧 石器時代か ら 古墳時代 ま で

幅広 く 出土 し て い る が、 そ の 大部分 は縄文時代後期末か ら 晩期初頭 に比定 さ れ る 御領式土器、 天城式土器 と

よ ばれ る 土器 で あ る 。 さ ら に そ の 時期 の特殊造物 と し て取 り 上 げ た 土偶、 石棒、 双刃石斧 な どが あ る 。

こ こ で は そ れ ら の う ち 遺構 と 土器 と の 関係 に つ い て ま ず述べて み た い。

御領式土器 は縄文時代 の後期末 に位置 す る も の と い う 坪井清足氏 の見解が広 く 支持 さ れ て い る 。 亀 ヶ 岡式

土器 の影響 を受 け る 土器 で あ る 滋賀里系土器が古閑式土器 に伴 っ て お り 、 亀 ヶ 岡式土器 を 晩期初頭 に位置づ、

け た こ と に よ っ て相対的 に決め ら れ た も の で あ る 。 一方、 磨消縄文手法 を後期 の特徴 で あ る と し 、 す で に こ

の技法の 消失す る 時期か ら 晩期 と す る と い う 考え を と り 、 御領式土器 を晩期初頭 に位置づ、 け る べ き で あ る と

い う 見解 も あ る 。 た だ、 御領式土器 の概念規定 は研究者 に よ り 微妙に異 な る よ う な 状況 も あ り 、 一概 に 扱 え

な い部分 の あ る の も 事実 で あ る 。 い ず れ に し て も 御領式土器 は縄文時代後期末か ら 晩期初頭の境界 に位置す

る と 考 え ら れ る 。

天城式土器 は こ の 御領式土器の系統に位置す る の は間違 い な い。 た だ、 そ の系統の位置づ け を ど う す る か

に つ い て は今 の と こ ろ 型式学的 な方法に よ る と こ ろ が大 き い よ う で あ る 。 層位学的 に御領式か ら 天城式土器

へ の変化の過程を と ら え る の は先の土器の概念規定 と も 関係 し 、 か な り 困難で あ る 。 た ギ、 熊本市周 辺 の 縄

文時代後期末か ら 晩期初頭 に か け て の遺跡相互 の土器 の 出土状況 を型式学的 に み る と 、 御領式→天城式 の 流

れを追え そ う で あ る 。

こ こ で、 出土 し た土器を も と に竪穴住居跡の時期を大 ま か に 分 け る と 、 御領式段階の住居跡 と し て8I - 07、

10、 1 1 、 12、 14、 17、 26、 27、 41 が充て ら れ る 。 天城式段階 に は8I ー 16、 19、 21、 29、 40が 充 て ら れ る 。 そ

の他の住居跡 は、 出土遺物 の 数量や取 り 上 げ方 に よ っ て時期が不確定で あ る 。 ま た 、 同一遺構内 に 御領式土

器 と 天城式土器が存在 し て い る 場合 も 多 い。 そ の場合 は そ の 出土状態 を勘案 し て時期 を決め た。

一方遺構の 切 り 合 い 関係 で遺構 の新 旧 を み る と 、 8I - 06、 07 の 後 に 08が続 き 、 8K - 09→SI - 10→SI - 1 1 と

し 、 8I - 41→8I - 40 と な っ て い る 。 ま た、 8I - 17→8I - 16の順 も あ る 。 こ の こ と は遺物 か ら 判 断 し た 前後 関

係 に そ う 矛盾 し な い。 た だ、 先 に も 述べ た よ う に両型式の土器の混在 に 対 し て、 一部窓意的に 出土土器を扱 っ

た場合 も あ り 、 確実 に こ の と お り で あ る か疑問 は残 る 。

次 に 、 他遺跡 に お け る 縄文時代後晩期 の各時期 の住居跡 に つ い て み な が ら 本遺跡の 住居跡 の 位置づ け を考

え て み る 。

熊本県内 で後晩期 の住居跡が確認 さ れ る よ う に な っ て そ う 長 い年月 が流れて い な い。 こ の 時期 の最初 の住

居跡の調査例 は菊池郡澗水町三万 田東原遺跡で あ る 。 こ の遺跡で は楕円気味の 2 基 の住居跡が出土 し た。 屋

内 に は地床炉を も っ て い る 。 こ の遺跡 は三万 田式段階の も の と さ れ て い る 。 そ の後、 1978年 に は熊本市五丁

中原遺跡の調査が あ る 。 こ の調査で は5.70m x 5 .65m の 円形住居跡が出土 し て い る 。 屋内 に 地床 炉 を も ち 、

南側 に は一段高 い 入 口 と 想定 で き る 部分があ り 、 壁際 に柱穴が巡 っ て い る 。 出 土土器 よ り 天城式段階の も の

と さ れ て い る 。 そ の後調査例 は増 え 、 菊池郡旭志村伊坂上原遺跡、 熊本市上南部遺跡、 菊池市天城遺跡、 菊

池郡大津町 ワ ク ド 石遺跡、 七城町大久保遺跡、 熊本市石 の本遺跡、 人吉市中堂遺跡 な ど で住居跡が次 々 と 確

認 さ れて き た。 近年圃場整備事業 に 伴 う 調査で熊本市太郎迫遺跡や 山海道遺跡が調査 さ れ住居跡が検出 さ れ

て い る 。
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こ れ ら の後晩期 の 住居跡を土器型式を基 に し た段階別 に み て い く と 、 ま ず太郎迫式段階 の 住居跡 と し て、

ワ ク ド 石遺跡の 円 形 に並ぶ柱穴14本 を検出 し た 10号住居跡があ る 。 壁 は な い も の の住居跡 と 認定 さ れ て い る 。

三万 田式段階の遺跡 と し て菊池郡澗水町三万 田東原遺跡が あ る 。 ワ ク ド 石遺跡の 置鉢 を 持つ 6 本柱の 3 号

住居跡 も こ の段階 に 入 れ ら れて い る 。 壁 は確認 さ れず、 地床炉 を持 っ て い る 。

鳥井原式段階で は菊池郡旭志村伊坂上原遺跡で検出 さ れ た 、 壁際 に 8 本柱穴が並び、 地床炉 を 持つ 円形の

竪穴住居跡が あ る 。

御領式段階の竪穴住居跡 と し て は あ ま り 報告 さ れて い な い が、 ワ ク ド 石 か ら 出土 し た 6 号住居跡 も 柱跡の

み で あ る が、 置鉢か ら こ の段階の遺構 と さ れて い る 。 同 じ く 1 号住居跡 も こ の 段階か ら 天城式段階 に か け て

の 遺構 と さ れ て い る 。 こ の遺構 は 5 本の柱穴 と そ の 中心の 石囲炉、 硬化面か ら な る も の で、 壁 は確認 さ れて

い な し 、 。

天城式段階で は検出例が多 く 、 熊本市五丁中原遺跡の円形住居跡を始め、 伊坂上原遺跡の5.0m x 4 . 7 m を

測 り 地床炉 を 持つ 円形住居跡、 埋鉢炉を持つ 熊本市上 ノ 原遺跡の も の、 3 基 の 円形住居跡を検出 し た熊本市

上南部遺跡な ど が あ る 。 上南部遺跡の も の は地床炉や石囲炉を も ち 、 壁際 に住穴が巡 る も の で あ る 。 規模 は

3.5m- 4 m の 径 を 測 る 。 4 基が石囲炉 を持 ち 、 l 基が地床炉 を持つ 。 ま た、 七城町大久保遺跡 で も 4 基 の

円形住居跡 と l 基の 楕 円形住居跡を検出 し て い る 。 そ の う ち 3 基 に は床面中央部 に は地床炉が あ る 注 l 。 国体

会場 と し て調査 さ れ た 熊本市石原町 の 石 の 本遺跡か ら は、 50基以上の こ の 時期 の 竪穴住居跡が 出 土 し て い る 。

大部分が円形の竪穴住居跡で あ っ た。

古関式段階の竪穴住居跡 は、 上益城郡益城町古閑北遺跡の も の が あ る 。 円形の住居跡で あ る 。 ま た、 熊本

県人吉市中堂遺跡で 出 土 し た も の は、 こ の 頃か ら 黒川式段階 に か け て の63基が報告 さ れて い る 。 方形 は 8 基

で大半 は 円形系統で あ る 。

こ の よ う に 熊本県 内 の 住居跡の調査状況 を み て く る と 、 後晩期 の住居跡 は概 ね 円 形 も し く は楕円形を呈 し

て い る 。 例外的 に方形 の も の が検出 さ れ る 場合 も あ る 。 晩期 の半ば過 ぎか ら 方形の も の の 出土が徐々 に増加

す る よ う で あ る 。 鶴羽田遺跡で 出土 し た竪穴住居跡 は、 例外 は あ る が い ずれ も 円形 も し く は楕円形を呈す る

も の で あ る 。 時期で は御領式か ら 天城式段階 に か け て の も の で、 特 に こ れ ま で の 調査例 と 翻臨す る と こ ろ は

tH 、 。

次 に 住居跡の規模 を み て み よ う 。 熊本県内で検出 さ れ た縄文時代後晩期 の 住居跡の規模 と し て は、 6 m近

い も の と 5 m前後の も の と 4 m前後の も の に分 け ら れ そ う で あ る 。 鶴羽 田遺跡出土の住居跡を類別す る と 、

4 m前後の 径 を も つ も の ( 1 類) 、 5 m前後 の径を持つ も の ( 2 類) 、 6 m ほ と、 の 径 を 持つ も の ( 3 類) の 大

き く 3 類 に 分 け ら れ よ う 。 た だ、 最後 の も の は掘 り 方の確認が し に く か っ た81 - 08、 10で あ る た め 、 こ の 類

は こ こ で は は ず し た方 が よ い と 思わ れ る 。 し た が っ て、 大 き く 2 類の存在が あ る も の と 考 え ら れ る 。 こ の場

合、 特殊 な 形態を示す81 - 14 も は ず し て お き た L 、。 l 類 に含 ま れ る も の は、 81 - 12、 17、 19、 21、 26、 2 7、

29、 41 な ど で あ る 。 2 類 に 含 ま れ る も の は、 81 - 06、 07、 1 1、 13、 16、 40 ( た だ し 2 基 と 考え る と l 類 か )

な ど で あ る 。

こ の類別で き そ う な 大 き さ の違 い は何を意味 し て い る の で あ ろ う か。 居住者 の 人数 の 差、 ま た は 時期差 と

い う 見方 も で き る 。 床面積を具体的 に割 り 出 し て、 民族例 な ど を参考 に し て居住人数 の推定 を 行 っ た 研究が

あ る が、 こ の遺跡で出土 し た遺構 に 直接当 て は め る に は や や調査者 と し て不安が あ る 。 時期差 と し て み た場

合、 一応先 に 記 し た よ う に御領式段階、 天城式段階の遺構 と 分類 し た も の と 比較 し て み て も 必ず し も 一致 し

な い。 た だ、 遺物 を十分詳細 に検討 し た と は言い難 い の で、 一概 に否定 は で き な い。

さ ら に こ の住居跡 と し た も の の 中 に は屋内 に炉を持つ も の と 持 た な い も の が あ り 、 持 た な い も の が居住跡

で は な い と も い え な L 、 。 81 - 21、 29 は明 ら か に硬化面が形成 さ れ、 住穴 も 確実 な も の が確認で き て い る 。
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こ の よ う に鶴羽田遺跡 の 調査区内 で 出土 し た住居跡を巡 っ て、 様 々 な 解釈が可能で あ る 。 縄文時代後晩期

の住居跡の検出 は今後 も よ り 一層綿密 に な さ れ て い く こ と で あ ろ う 。 そ の 中で、 多 く の課題が解 き 明 か さ れ

て い く こ と を期待 し た い。

第 2 節 特殊遺物 に つ い て

鶴羽 田遺跡か ら 出土 し た特殊遺物 と し て、 土偶が胴体 2 個体 と 頭部 l 個体の 計 3 個体、 石棒が 1 本、 双刃

石斧が 2 本 ( 1 本 は疑わ し い) あ る 。 こ れ ら の遺物 は点数 と し て は少な い が、 こ の遺跡の一つ の特徴 を 示 す

遺物 と 考え ら れ る 。

1 土偶 に つ い て

熊本県 は九州 島 内 で も 土偶 の 出土数 の 多 い と こ ろ で あ る 。 中で も 熊本平野北部 は一大集中地域 と い え る 。

近年大分県 な ど で 出土数が増加 し て い る が、 熊本の 出土数 に は遥か に 及 ば な い 。 熊本県内 で も そ の 出土す る

地域 は 限定 さ れ て い る と い え よ う 。 特 に 出土数が集中す る の は熊本平野か ら 北部 の 台 地 で あ る 。 例 え ば、 熊

本市上南部遺跡 (108個) 、 七城町大久保遺跡 (26点) 、 三万田遺跡 (50個以上) な ど が あ り 、 今 後 も そ の 数

は増加す る も の と ，思わ れ る 。 富田紘一氏 は土偶 の 出土地を菊池川流域か ら 熊本市の 託麻原台地 ま で の 聞 に 限

定 さ れ る と し た。 た だ、 こ れ に は近年例外的 な 地域で の 出土 も み ら れ て い る 。 ま た 、 こ の地域の縄文後期 末

~晩期前半 の黒色磨研土器が展開 し て い く 時期 に異常 に 多 く の大規模遺跡が台地上や河岸段丘 な ど平坦 な 面

が連続す る 地形 に 形成 さ れ て い る 。 多 く は広域台地上 に あ り 、 幅狭台地お よ び河岸段丘が そ れ に次 ぐ と い う 。

こ の 時期 の、 集落が依存す る 水 を全体的 に 考え る と 、 少量の水で も 一定量が継続的 に 求 め ら れれ ば生活が確

保で き る 状況 が あ っ た と 推測 さ れ て い る 。

ま た 、 土偶が出土す る 遺跡 と そ れ以外の遺跡 と の 関連を、 密集地の一つ で あ る 白 川 中流域で求 め ら れ て い

る 。 そ の結果、 地域 に お い て核 と な る 土偶 出土遺跡 と 、 そ の周辺で継続的 な 生活が営 ま れ な い 小規模遺跡 と

が存在す る と 結論づ け ら れて い る 。

鶴羽田遺跡 は も ち ろ ん植木台地の縁辺部 に位置 し 、 水の供給源 は近 く の川 も し く は 湧水点が確保 さ れ る 地

点で あ る 。 そ こ に近接 し た時期の20軒近 い 住居跡の存在 は、 集落 と し て大 き い方 と 考え て も よ い の か も し れ

な い。 し か し 、 そ の数 は多 い方で あ る が、 あ る 一定時期 に集落形成が集中す る 短期 的 な 集落 と い え る 。 出 土

し た土偶 も わ ずか 3 点で あ る 。 遺物 と し て は か な り 長 い 時期の遺物 は存在 し て い る の で、 周辺 に さ ら に遺跡

が広が る 可能性 は あ る 。 そ の 中 に は富田氏の い う 核的 な 集落の存在 も 予想 さ れ る 。 そ こ に 多 く の 土偶 が 出 土

す る の で あ ろ う 。 今 の と こ ろ こ の 周 辺 に そ れ ら し い 遺跡 は確認 さ れて い な い が、 も う 少 し 目 を広 げ れ ば、 谷

を挟ん だ京町台地の 四方寄遺跡 な ど も あ り 、 何 ら か の つ な が り も 予想 さ れ る 。

土偶 は祭把 に使用 さ れ た と す る の が定説で あ る 。 し か も 壊れて い る 状態で出土す る こ と が多 く 、 意図的 な

破壊が あ っ た と 従来か ら 言 わ れて い る 。 鶴羽 田遺跡で 出土 し た 土偶 も す べて破損 し て い る 。 1 号土偶 は首か

ら 上が な く 、 両手 は欠損 し 、 片足 も 折 り と ら れて い る 。 こ の 土偶 に近接 し て 同ーの も の と 恩わ れ る 腕が l 点

出土 し た に も か か わ ら ず、 接合 し な か っ た。 こ れ な ど も 単 に破損 し た以上の こ と が考 え ら れ る 。 2 号土偶 は

頭部の み で接合す る 胴体 の か け ら も こ の遺跡内 で は見つ か っ て い な し 、。 た だ、 土偶 は 壊 れ た状態で 出土す る

こ と が多 く 、 こ の壊 れ た 土偶が必ず し も 意図的な破壊 に よ る も の で あ る と は い え な い の も 確か で あ る 。

l 号土偶 を観察す る 限 り に お い て は、 壊 れ や す い 首 に は土器片が挟み込 ま れ、 足 の 付 け 根 な ど に は粘土の

張 り 付 け が見 ら れ る 。 こ れ は弱 い部分を補強 し た と も 考え ら れ る 。 一方腕 は打 ち 壊 し た か の よ う な 破壊 の 跡

が観察で き 、 意図的 な 破壊 も 考え ら れ る 。 こ の破壊が何 ら か の祭杷行為 の結果か ど う か は不明 で あ る 。

土偶 を使用 し た祭杷行為が ど の よ う な も の で あ っ た に し ろ 、 最終的 に土偶 は廃棄 さ れ る よ う で あ る 。 祭杷

qo
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行為の判断 は発掘者の 問題意識 と 関係す る し 、 遺跡の状況 に も 影響 さ れ よ う 。 今後 さ ら に丹念な 調査が必要

で あ ろ う 。

2 号土偶 は頭部の み で あ る が、 こ れ に よ く 似 た も の が上南部遺跡で出土 し て い る 。 耳 の 表現 な ど や や 異 な

る 部分 も あ る が、 非常 に よ く 類似 し て い る 。 た だ、 時期差 は あ る 。 富 田氏 に よ れ ば、 乾原遺跡 に も 同類 の も

の が 出土 し て い る と い う 。 こ れ は何を意味す る の で あ ろ う か。 や は り 同 じ 文様構成の み な ら ず、 う り 二っ と

ま で類似す る の は人の交流を通 じ た情報の交換が あ っ た の で あ ろ う 。 そ れ は 祭杷行為の 共通性 と ま で い い う

る の か も し れ な い。

土偶 を巡 っ て は さ ら に多 く の興味深 い 問題が山積 し 、 様々 に論議 さ れ て い る 。 こ の 鶴羽 田遺跡で 出土 し た

土偶が そ の議論 に 何 ら か の寄与 を す る も の と 考え ら れ る 。

2 石棒 に つ い て

石棒 は石剣、 石万 な ど と と も に珍品 と し て注 目 さ れて き た。 熊本県内各地の遺跡調査 に 際 し 出土 し た も の

の ほ か、 偶然に発見 さ れ た も の な ど多 く の例 が あ る 。 こ の遺跡で は住居跡 と 想定 し たSI - 14か ら 出土 し た が 、

こ の遺構 に伴 う も の と は 限 ら な い。 儀礼行為が終了 し 、 廃棄 さ れ た も の か も し れ な い か ら で あ る 。 た だ、 こ

の遺構 自 体 も 唯一方形 に 近 い形を示 し 、 掘 り 込み が深 く 、 土偶 も 出土す る と い う か な り 特殊 な あ り 方 を し て

い る 。 詳細 は報文 に譲 る と し て、 ま ず石棒 ・ 石剣 ・ 石万 に つ い て ど の よ う に こ れ ま で定義 さ れて き た の か み

て み よ う 。

石棒 な と、 の特殊 な 遺物 に つ い て は早 く か ら 着 目 さ れ、 特別 に取 り 上 げ ら れ る こ と が多 か っ た 。 し か し 、 そ

れ は散発的 に採 り 上 げ ら れ る に過 ぎな か っ た。 昭和初期 に 至 っ て、 八幡一郎氏 に よ る 『北佐久郡の 考古学的

調査』 に お い て 「石棒 は形の大小 を 間 わ ず体部断面が正円乃至 こ れ に近 い楕円形を な し 、 原則 と し て は一端

又 は 他端 に 頭部を有す る 。 石剣 は一般石棒 に比較す れ ば短小、 断面楕円 形、 菱形文 は肩平 に し て、 概ね頭部

を有 し 、 他端鋭 く 尖 る か、 体両側縁が刃 の よ う に薄 く な り て利器に適す る 。 {本 は 多 く 真直 で あ る 。 石万 は 石

剣 と 略同大、 体断面 は 卵 円 形又 は扇平 に し てー側縁が刃 と な り 、 万 の如 き 利器 と 見倣 し 得 る も の。 体 は轡曲

す る 場合が少な く な い 。 」 と 定義 さ れ た 。 こ の定義が今 日 に も 大枠で捉え ら れて い る 。

こ の定義 に し た が っ て 改 め て本遺跡出土の資料 を み て み る と 、 頭部 は確か に男根を象 っ た か の よ う な 形 に

造 り だ し て い る 。 下部 に 目 を移せば、 体部 は や や偏平がか っ た 楕円形で あ る 。 途 中 か ら 両側面が剥落 し た よ

う な 状態で あ る が、 意図的 に剥落 さ せ て お り 、 刃を頭部 と 逆の方に つ け て い る 。 こ の 刃部 は 明 ら か に 石斧の

形状を し て お り 、 あ た か も 細長 い 磨製石斧の よ う な形で あ る 。 刃部 自 体 は尖 っ て お ら ず、 5 mm ほ ど の平 ら な

部分を残 し て い る 。 丁度皮韓 し で も 行 っ た か の よ う で あ る 。 し た が っ て全体の形状 と し て は、 男根状 の 頭部

を持つ粗作 り の 磨製石斧 の よ う な も の で あ る 。 こ の石器を石棒 と 呼ぶべ き か、 石剣、 石万 の 変形 と 呼ぶべ き

か、 意見の分か れ る と こ ろ で は あ る が、 通称的 に使 っ て き た石棒の名称で呼ぶ。

熊本県で最初 の 石万 に 関す る 記事 と し て は、 菊池郡旭志村御願所馬糞塚付近出土 と さ れ る も の が昭和11年

(1936年) に三宅宗悦氏 に よ っ て紹介 さ れて い る 。 こ の石万 は そ の 頭部 に 陰刻 に よ る 装飾 が み ら れ 、 断面 は

ほ ぼ卵形を呈 し て い る 。 そ の後、 各地で石棒が偶然 も し く は調査 に よ っ て 出土 し て き て い る 。 た だ、 調査 に

よ っ て 出土状態が特定 さ れ た も の は少な い よ う で あ る 。 熊本市教育委員会が調査 し た健軍神社遺跡で 出 土 し

た 石棒 は、 祭杷行為が推定で き る よ う な 状態で出土 し た希有な 例 で あ ろ う 。

石棒 は そ の形状か ら 土偶 と の 関連で説か れ る こ と が多 い。 本遺跡の石棒 も 2 号土偶 と と も に 81 - 14か ら 出

土 し て い る 。 た だ、 そ れが何か意味す る と は い え な い 状態で は あ っ た。 た ま た ま 同 じ 遺構 に廃棄 さ れ た と 考

え る 方が 自 然で あ る の か も し れ な い。

鶴羽田遺跡で 出土 し た 石棒 は広義の石棒であ ろ う 。 今後類例 が出土す る か ど う か わ か ら な い が、 石棒のー
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つ の あ り 方 と し て祭紀行為の 想定 に は何 ら か の意味を も っ と 思わ れ る 。

3 双刃磨製石斧 に つ い て

こ の遺跡か ら は 2 点の両刃の あ る 磨製石斧が出土 し て い る 。 1 点 は非常 に 薄手で幅 は広 く 、 丁寧 な 研磨が

施 さ れて造作 し で あ る 。 石材 と し て安山岩が使用 さ れて い る が、 こ の遺跡で一般的 に み ら れ た 打製石斧 な ど

に使用 さ れ た菊池郡西合志町の 二子山石器製作跡で得 ら れ る 石材 と は 明 ら か に異 な る 。 多孔質 で や や硬質の

も の が使 わ れて い る 。

両方 に 同 じ 刃 を つ け る 石斧 の 出土例 と し て佐原真氏が著書で紹介 さ れ て い る の が、 新潟県三仏生遺跡 (縄

文時代後期) か ら 出 土 し た 石斧で あ る 。 こ の石斧 は長 さ 23 .2cm を 測 る 双刃 の も の で、 黒及 び赤漆 の 結縛塗痕

が認め ら れ る 蛇文岩製の も の と い う 。 漆 は装飾 と 考え ら れ、 柄 を 付 け な い 祭 り の道具 と 想定 さ れて い る 。 ヨ ー

ロ ッ パ の新石器時代 ・ 青銅器時代 の 双刃斧 は柄穴 を 持 ち 、 戦 い の道具 で あ り 、 祭 り の 斧 で あ る と い う 。 他の

民族事例 で も 、 双刃 の 石斧 は ど う も 特殊 な 使用 法があ っ た よ う で あ る 。

他に類例 が あ ま り な い 現状で は、 こ の 石斧 に つ い て詳細 に述べ る こ と は で き な い が、 こ の石斧 も 伺 ら か の

祭杷行為 に使用 さ れ た 可能性が あ る と い う こ と を指摘す る に と と‘ め た い。

注

1 . 熊本県文化財報告第143集 『大久保遺跡j (1994) に お い て、 遺構 に 関 し て記載事項 の 誤 り が あ る の で、 補足 ・

訂正 し て お く 。

第 8 図、 第 1 1 図~第15図、 第139図~第144図 に お け る ス ケ ー ル は 2 m ス ケ ー ル で は な く 、 4 m ス ケ ー ル で あ る 。

本文 P . 3 - P .  26 に お け る 住居跡401号、 802号、 1201号、 1302号、 1303号、 1 304号、 1305号、 P . 2 15 に お け る 住 居

跡501号、 801 号、 1301号 に つ い て の 記述 の う ち 、 遺構規模 な ど の数値 は す べ て 2 倍す る 必要 が あ る 。
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表 3 土器観察表

図番号 遺物11号 | 遺構 ・ グ リ ッ ド 取 よ 番 号 首 位 口 径 底 径 局c:;，勿イ子 色調 (内) 色調 (外) 調竪 ;内， 調整 (外) 島 土 焼 成 備 考
22 1 P -1 H  81 -40 3623 胴 B 5 に13iい黄橿 け

一
一!

こ

こ

J

3
1
1

い

�1
貧
質種

橿

ア 一 角閃石 長記t 砂粒
包 P -I 措 レ 括 胴 3. 1  撃で 二王 ワキ ー 長記可 砂粒
2 P -l ト商 ー揖 3 
2 P -004 1 8K -32 2876 I �� I  0 1 1 3 5  三三 ワキ ー 邑 砂粒
2 P -1 411  J 1 4 3 1 日い貫橿 一 ι 砂粒

P -1 按i し一括 明 一
P -007 1 B- 3(腕 断言 黒 喜 一
P -DOB 1 B- 317'6 ， 43m 4065 3 6  U )\L l赤褐 示 喜 一 角閃石 砂粒
P -llll I U一 例82 B 噴種 目い黄積 一 角閃石 砂粒
' 一U IU I I::!- 3 A層一括 3 2  1 I<: i�il， 1褐 日い褐 一 角閃石町
' 一U I I I I::!- 一括 3 B  褐 目い黄橿 ー
J -U I � I I::!- A 層 4m2 . 3 層上面一措 置 場 ナデ
' 一 l も 層 括 冨 量 一
B -l ト面ーー揖 3 2  局1* 1 1<:/3il，1量 償 ナデ 亘、

P -015 1 8 1 - 2 1 4006 1 �� 1 ßJlil 1 1 4 5 λ倍 λ桂 5 、
P -Ulö  I I::!- 3  1 4309 1 �� 1 0 1 1 5 7  λ'Ii!l橿 パ章 橿 ナデ ヨ 、
P - 1 -40 1 -:fi5 1 �� 1 ßJlil 1 1 3 6  AF褐 λ司 褐 - 5 
P -018 1 B- 1 1 4447 1 �� 1 ßJlil 1 1 5 λZ竜橿 警長 一 剥離
P - ;ー 炎i 褐 ーデ
P - B- L一括 謝 褐 ーデ ナデ
J ー ; ー L 括 2 B 薫 ナデ 白英 砂粒
3 - 81 - 1 2  1 305 1 �� 1 ßJlil 1 2 :ぷい黄褐 14 ぷい黄褐 ナデ - 5t 
' 一 日一 応 1 ßJlil 1 3旦 喧灰 重; - i英 妙粗

P - B - 1 3∞4 ー 炎褐 ナ デ
P 一 泡5 1 _1 3 4 1璽よ曹三重 深解 明褐 ナ 田デ 砂粒

22 1 P -Oíぉ ; - 5 層一括 lIñI 1 4.4 思 ナ: 妙粧
22 IL-027 1 B一 一 3 9  ナf - 5 、 砂粒

l -028 1 C- 2 1 3A1l!!-f古 一 褐 一 一 宜
l 一 回 J一括 ー ナラ ー ヨ 砂粒
l - E- 1 0 -:fi5 1 �� 1 0 1 1 6.3 151い赤褐 ナデ ヨ 砂粒コ - 81 -05 1 01 1 %i!� 1 0 1 3  B 掲 ミ ゴキ ミガキ Z蔓ZIごl ト商ーー伝 7 13iい赤褐 ミガキ
' 一 C - 1 1 4 104 1 �� 1 0 1 32 6  1 1 7 B  積 憧 ミ ヨキ ナデ
' 一 B- 2 3 書 括 8 褐 パ桓 ナデ 砂組 成
l - c - 1  1 -:fi5 I j3i� 1  0 1 2 3 糧 パ黄櫨 ミ ガキ BJ粧[_ _1 Bl 1 ì1l1tt 
' -036 1 1 !l�i5L 括 コ 3 2 史i 黒 ミガキ 砂粒 bt 
' - c - 1 4 ー コ 3 7 日い賞掻 黒 ナデ 夫

ロ ー し一括 コ 賓I 民 二三 Iキ ミ ガキ 犬コ -1 し一括 2 4  λ黄櫨 | λ貧橿 ワキ ミガキ 、 七 、 長 砂粒
P 81 -05 2 5  寄 l パ檀 「固 ナデ 、 {: ‘ 長 砂粒
ロ ー B一 λ黄信 轟に15iい貢三糧 ーデ ナデ 英 、 陸' ー し一括 λ黄櫨 デ 一 英、 E 砂粒
' - 043 1 81 - 5 1 1 夜夜tに貢京ぷ蚕い覆膏日橿蚕一一覆-一 ーァ 一 石 位' -044 1 1 Il | ，-:fi5 ナ - � 砂粒
} - 81 -21 - 3-:fi5 f褐 ナー ー
' -E 3H 上匝 一括 4 5  1 1<:/3il， 1'èió'� 1 I<:ifll， 1寅檀 ナ ー 長石1 妙桓

23 1 P -047 間 | -:fi5 1 %i!� 1 HJlil 1 4 1貢褐 ナ ー 長石

P 一例8 1 B一 一 ミ ヴキ ー

P -1 附 Z-6.7 3 、 圏一括 3.7 1 l\\\褐 一 一 長白
P -1 鰐乱一種 ナデ ー
P -051 1 C- 1 1 - 5 13iじ黄褐 ナデ ー 長色 . 砂粧
' -1 3 壇賞褐 ナデ ミ Iキ f 
J -053 1 1 3β 喜一括 E 8  1 1<:/3iじ 黄信 l褐 一 見 長白 砂粒 E 
B -054 1 C- 2 -:fi5 1 %i!� l m 1 2 1 1<:/3iじ 褐 λ檀 ープ 一 角閃石 砂粒 E 

P -I 撹 L一括 路 1 .5 灰黄褐 喝i ナデ ナデ 負閃右 �. 辱有 制舶 、問時門堀



図番号 l 濯物t 宅 | 遺構 グ リ ッ ド
自 P -I B- 2 
�3 P -I B- 2 
�4 P -I 81 - 1 4  
�4 P -I 81 - 29 
�4 P -I 8K -32 
�4 P -I 81 - 1 6  
24 P -I 81 - 21 
24 P -063 8 1 - 14 
25 P -064 B- 6 
25 P -065 B- 2 
25 P 一成治 c- 6 
25 P -067 A- 7 
25 P -068 0- 5 
25 P 一成羽 B- 5 
25 P -070 A- 6 
25 P -071 B- 2 

P -072 
P - 81 ー 1 ，
P - 8K -45 

，- ， 日
，、 ，

! 一 日
:-1 

コ ー 、

， -

2 J ー
P - 8K -32 

αコ ， -
， -
， -ー
， -

P -
P -
P -I 
' 一 l l床
' 一l l床

2 ' 一l
B ' 一l
26 P -I 
26 P -I � -35 
26 P -I 
26 P -I 
白 P -I 床
26 P - )-E 
27 P - ( -01 
2 P -
2 P - - 2 
E P - 、-，巴
2 P - 1 1  
E P - 1 1  
2 P - 1 1  
2 P - l (  
27 P - 1 C  
27 P - 1 1( 
27 P - 1 1 1  14 ・ B-
27 P - 1 1 2 l ー 1 3

取 上 番 号 重 習 位
万
73 . 74 規乱一括
1 102 . 1 1 81 
2491 
お19
3356 ' 3357 
1468 . 2392 . 2141 
回7 ' 9羽 1 078
2 B層一括

2969 
必52
2 8 層一括
1935 
3 A 層一括
1 お4
38 . 44  
3 一層一括

犯25
3812 
45 
45 
25 
14  

33 口
z ロ
日; 口

口
雪ー描 コ

笥 25， ユ
PIT2 

富一括
U 

J5 

|一括

3τ却北刃肩4一
E
4王括二面落二「宮一 胴

2 初回

コ
コ
コ

13238 ' 3 A 層一括 コ

口 径 底 径

21 .2  
23.4 
27.2 
お.4
35.8 

48.1 

E官 5
初 5
四日 4

1 5  
22.4 

19.2 
29.6 

| 局(;\銭仔， 色調 (内)
8.6 1 1 ，  :/3iい黄褐

5. 1 
6.1 
6.1 
17.6 
4.' 
4. 1 皮質褐

民褐
6.9 :/3iい黄褐
6.3 

!褐

3.7 

7.6 
3.8 
3.5 ，、橿
3.7 黒

ぶい黄信
t五い褐

i褐

l賞褐

1.6 F 6.6 
5 

， \買値
λ寅種
， \盲言符事

民寅褐
， \橿
， \貢橿

， \程

褐
9 ， \積

1.6 l貢種
4.3 l黄信
5.8 l黄信
7.2 累褐
1 5.9 151い黄信

藷育有旦一盟一一よ 扇雇 ( 内) 調整 (外) 島 主 税 成 1圃 者ヨ
ーデ ナう �. 長石
フー ナう 英、 砂粒

褐 ミ ワキ
ーー 日キ 宣

ミ ワキ
ーー 。キ

E褐 耳切 砂粒
ーア ーー げキ 受ーデ ーー ワキ 砂粒 煤{寸璽

ヲキ
ーー ヴキ 砂粒 煤付着

「褐 フー ナi 砂粒

灰 ワキ
ーー 力 ーJ I \/白星

!:k�:褐 戸フー ーー 紗桓

天 ヲキ ーデ ーー � 沼状口縁

f 守キ
ーー

E藷rデ ~ ー『

rデ 『ー『

ワキ :::; ー F 
「デ ナラ 赤褐色粗 砂粒

反黄褐 ーー ヲキ I子 波状口縁

嗣 ワキ 波状口縁

ぶい寛賞 ーー ド 砂粒

堅 ーー ド
， \貢桓 ー『 ド

ワキ ~ ー『

I褐 ナそ ーーー
，、積 ナー ナラ 6. 

ナエ ミガキ E ナ干 ナデ � 
黄褐 ミ ガキ ミ ワキ 百

ワキ ミ ワキ
ーデ ナデ

， \痘 間躍 更. b 砂粒

， \貫橿 ナニ ナデ 英、 百 、 砂粒

ワキ ミガ= 位
褐 三 Ijキ ミガ=

ナi ミ ガ=

五黒灰
に

亙褐黄
ぷ

日褐
い

重
黄橿

一
ナi ミガZ 5 砂粒
ミ りキ ミ ガ= 砂粒

ナf ミ ワz 砂粗

ナf ミ ワ= 也
賓l ~ ーー ヴキ ミガ= 砂粗

~ ーー ぢキ ミガZ 砂粧

ナ ナデ 百

ナ ナデ 葉、 面 町 砂粒
ーーー、 ヴキ ミ ワキ 英、 砂組

喝J ナ ナデ 英 、 砂桓
罷a ナ ミ ガキ

，可黄褐 ナ ナデ コ
ナa ミガキ コ

I褐 ヲキ ナデ コ
ー『ー 目キ ミガキ 日
ナ ナア 百

i灰 ナ ナデ E 宣

:ぷい賛橿 ナー ナデ 位
:/51し1貢恒 ::: 弓キ ミガキ 位

閣 ナーF、 ミガキ 削IJ置ミ '汁 E 
ー ，1\1 λ吉圭草書 ナー ナデ 陸
: /3iい黄横 ナ ナデ 陸



園1 rラ 五量物f 雪 ! 遺構 ・ タ υ ッ ド 取 上 番 号 器 種 自 位 口 径 底 径 局c\1茸仔， 凋 〔 内 ) 色調 〔外) 調整 ( 内 ) 調整 (外) 品 焼 成 備 考
8 1 - 21 2ぉO ' 2391 � 鉢 21 書? 『ーー ガキ ~ ー『 ガキ 角閃石! 寝! 砂粒

1 -29 2182 39.6 ナデ ナう 角閃石 6.  砂粒
1 -29 2 ( 22.4) ナデ ー::: ガキ コ 1 砂粒
1 - 26 2 44 日 25 δ窒璽 ナう ナう

343 百 m 0.2 ， ，貢褐 '" 刀キ '" 刀キ ヨ 砂粒
L一括 2隠 !褐 ーー 刀キ ー『 刀キ

2路 22.8 1 2  ナデ ー『 t.Jキ 長石 砂粒
乱一括 E事 4.2 i灰 ナデ ナデ 長石 砂粒
置と貫 2.7 i褐 ナデ ナデ 建璽1 91 4.8 13\い黄橿 '" ガキ '" 

4.7 燭 剥離 ーー
1T. 4.7 褐 ナデ ーー
28 1一括 8.8 

正豆灰
に

貧
友董ifl

褐

口亙
い

嚢黄二
冨
燈

灰 ー『 刀キ ーー
33: 2隠 E 4.5 黄 ナデ ナう 立

， 、 2 E 4.9 霞褐 ー『 刀キ '" 刀キ 五 百事司笹
， 、 D 25 E E 6.7 ー『 刀キ '" 刀キ ヨ 砂地' ーー z 2 E 5.8 !京い寅褐 褐 '" ガキ '" ガキ ヨ 砂粒' ーー 竺種 2 E 3.8 灰 褐 ナデ ナデ }粒
， 、 氾 3邸5 2 6.2 灰 灰 '" 刀キ 長石 砂粒

p - - 29 241却 2 灰褐 灰 '" 万キ '" ガキ
p - - H  一陪 2 灰褐 - ガキ、 剥閤 '" ガキ 黒曜石
p - く -� 4257 2 7.7 l黄信 『黄褐 剥離 ナデ 岩署霊堕三重 6 重信 盟

警

に重ぷ量

最

い褐一
高
一 ナ干 ナデ

日; ゴキ
》 一一 i一括 j-寺
， - 一 目同 底 T寺'ーー 一 H同 底 '.2 '.5 灰 :15í� l貫樋

P く-38 � ， ，黄櫨 珂貢褐 妙粧
p - - 14 g 例8 ・ 1 1 20 i.4 1.6 " 貨橿 :iflい黄償 ナニ 英、 砂粒 煤付着
p - - 39 期 土坑内 E 1同 ).2 7 霊 「そ ナそ 英、 位 煤付着にD

p - - 14 3260 べJ L 卜 2 層一括 E 』同 1 .8 

長烹右京喬許口一語一笠
一

一
。キ 砂1

P - 1 4  )1 - 14 21 B ，、黄楊 ナZ ナZ E 雲母、 砂粒
11 P - 145 8 1 - 1 4  931 34.4 日�，赤褐 ナ= ナエ 庭 、 百 砂粒
31 P 8 1 - 14  1 133 28.8 1.5 ;，い褐 ナニ ナ平 E 位' ーー 36 縄問 1 3.3 喝I 褐灰 ナ干 ナ干 百 笠'ーー 6.2 東�塑 にぶい褐 ナデ 「デ 位

， - 6.5 L塑費雪 ミ ガキ ガ= E 砂粧
3 一一 1 3  . 351 5  . 351 7 5.8 ナデ ガ= 位
3 一一 3即 日層ー鈷 7 事空 ナデ ガ= 白

6.9 ナデ ミ ガ= 白
' - 1 53 ， 、 日 3 ミ ガキ '" 百

P - 3� 褐 ナ干 '" E 
P く - 28 2.: ， ，貫桓 ナニ '" E 

31 P 8 1 - 13  732 . 738 4 目い黄褐 ;，い貧褐 ナニ ー::: F E 
31 P - 1 57 81 -21 1 471 B 燭E 日い黄褐 ナf - F E 砂粒
11 P - 1 51 ì l - 14 1 1 1 7 現E 宋 ナニ ナ 百
， - 1 - 14 171 :13íい褐 ， ，褐 ハィ ナそ 位
， - 萄 農 リ後ミガキ

P - 1 -4 12 喝灰 喝i ナニ ナエ 位
P - (-45 問 .7 :ぷい黄褐 ， ，黄褐 ナニ 。キ 英、 砂粒
P 一 冒一括 ì.3 史 褐 ナニ ーー 仔キ 位
P 加7 ì.8 い貢僅 事J離 ナう 位
P - 2495 鐙褐 ゴキ 、 -7' 三丈芹 ;!:! ' ーー 1 - 27 凶 以t黄褐 ずう P粗
， 】ー 2 )5 ì.5 に15íい貫 ゴキ ーー ゴキ 白 長 赤色粧 砂桓
， - 1 - 13  黒褐 ゴキ '" 1キ 9粒， - 主H口 ì.4 にぶい黄信 ナ弓 英、 量信 砂粒 煤付着



図 E号 皇物番号 惰 - F リ ツ ド 取 よ 喬 号 量 要 剖 位 口 径 底 径 l 局è\?茸存， 調 (内) 著書 語墜 ( 内 ) 話整 C9i-) E 焼 成 備 考
P - l70 時 ヒ坑内 1 3.3 ーー ヲキ 5英 長石
p - .0- 5 i一括 3 a 層一括 1 1 .8 開!睦 ーー ヨキ
ロ ー 41 お86 一括 6.2 黄褐 ナー

p - 3 6.9 6.5 ，1黄信 『ー ヲキ 却期I
2: 24l氾 7.8 1 8.7 [赤褐 ド 罰j離 ー『 ヲキ
59( 一層一括 6.2 げキ

ー『 守キ
10市 6.7 ナう ナF

260 ー『ー 廿キ =: りキ
， 、 332 6.2 褐 1i: /3íい黄櫨 =: 。キ 砂粒 煤付着

81 - ヲ81 -35 1 639 . 2908 . 2905 括 i.5 ミ ガキ ー=: 思キ
21 i褐 ミ ガキ ナー

3.4 ，可黄積 [褐 砂粒
i.5 

書草
i褐 ナデ ナー

生 や '良
一括 4 ナデ ナー

相 i.9 l寅褐 ミガキ
ーー ヲキ

B- 6  1 332 コ'3íい褐 ナー

じー 15 . 3146 1.6 ，可黄櫨 直 ナ干 ー『
ヲキ

L一括 '.2 ，、黄橿 目い黄橿 ナ干 ー『
ヲキ E 長

p - B- 8 4640 1.4 聞 事 ナエ 十ー
色、

p - 、層一括 3.2 目い赤褐 ナエ 到離 コ 、
33 P - 1 !  B - 6 1 31 1  B 2.2 褐 雲市 ナ 皇、 砂粒

1 - 191  B - 2 42 ì.6 E 百い黄橿 ナー
!褐 E華経塑 「デ ナー

ヨ、 砂粒
B- 責灰 「デ ナデ ヨ
B - '.2 灰褐

響冨右京[\口賓日頁覆雇ー一冨
ーデ ーー

コ ー 0- '0 1.6 4.7 寅褐 ーデ ~ ー 最右守 砂粧
c- 富 71 4. 1  寅褐 ワキ 『ー ι 辰己. 砂粗
c- 2.3 ぷい黄趨 なで ミ ブ 長色 町 妙粗
c- E 霞褐 ミガキ、 摩耗 ミ丈 ネ 摩耗

璽土E 5.4 匿 ナデ ナう
百一箔 7 喪に長ぷい黄

一

橿
百一括 6.2 2.4 ，1橿

4. 褐 ナデ ナデ
し一指 2.4 に1.5\い寅笹 ，1貢痘

， - 一指 6.8 寅褐 ミ ワキ 実. 砂粒
コ ー 4 買有

在
以L京寅責夜褐翠日一一覆一

そ る 砂粧
コ ー 1一括 3.6 1貢積 =:: ヲキ ーー ヨキ
コ - 207 、 l但 コ 3.8 l ー; 陪 、 B 274: コ 4 t黄信 ー 似}粗l ー ; 自 一長 コ 4.8 i褐 葉 二三 百キ 紗桓
コ -210 1 221 コ 3.6 l褐

45!犯 コ :褐 ーー 波状口縁
1 =:: 

， - 一括 =:: 
、 8 一括 _. 

1 891 褐臥: に1.5\い貢褐 『ー t 
， - l褐

最買t茂葡口盟一責一笠
冨
-

長記 砂粗
1 3  

， - 543 . 545  7 百古tに覆賀京1.5\
一福
日
い黄

責
一一

覆
信一- 長己 的}粗

2 ー 日[ 『ー ι ヨキ 1キ
， - 26 褐 _. コキ ゴキ 砂粗， - 一倍 い寅撞 T寺

3 1冒一括 民褐 T弓 砂粒
， - 、 7 浅黄 い貢桓 r寺 砂粒， - 1 - 21 1 2 . 1494 一層一括 暗褐 『ー i コキ ゴキ 砂粒

P - k周一詰 翼民 T寺

-
H
N
O

|

 



図 i号 泊物i IP 取 よ 沓 号 茜 陸 部 恒 種 底 径 色調 (内) 百調 (外) 讃盛 {内 ) 話竪 【外j 島 主 焼 成 備 考
日 にぷい貧橿 灰黄褐 ::: 守キ ー『 ワキ 葉

E突
、
、
、

赤
砂
長

粒
石

色組

、 砂
、 雲

粒
æ 

ー 羽85 34.8 灰褐 ーーー 喧キ 『ーー 守キ
褐灰 十・

ナー

1 221 胴 底 6.2 .8 浅] 曜 ，、黄橿 十・ - ヨキ
p - :-36 1い黄橿 ナー ::. ー ヨキ .壬 、 長石 砂粒
p - 褐i ナー ナ・ 5、 砂地
p - 1 4  1.6 灰1 ナー ナー

: - 1 8  -ti!i 1.2 �\" 寅橿 十・ 、E 砂粒
， - : -00 B ;.2 事 ナ・ 置
， - ;7 サ-" 世
， - -� 旧 ;.4 。キ 日キ 砂粒
， - ナ- 世
， - �-.t 。キ 『ーー 。キ

p - (-30 史j ー::: 。キ 守キ 霊堂p - (-33 盾1 ，、積 - 。キ 庁キ
p - -1i!I一括 盾; ナ
p - 3276 . 3f犯5 tい赤褐 ナ・

p - ， 、橿 ナ
， - rt :褐 晴1 - 。キ 。キ
， - :l2 4.2 黒1 ナう
， - 上面一括 !褐 暗1 『ーー 。キ 。キ
， - 同 2.4 ， 1賞褐 ナう - 。キ
， - 問 『ー『 ナ
， - 1 -0 4田 1 5 1 日 自由5 霞 ーー『 『ーー
' 一 s 2.9 l) --;7" 黒 ーーー ーーー
， - )1 -2 巴 2.5 灰 - ::: 

p - lK -25 一吉 2.8 iい寅橿 『ー， - lK -37 36 2.4 い貫橿 ，、黄信， - SK-32 一括 2. 灰j 褐
' ー

軍司f， -
E
灰

に
E2
黄
5\

い豆
褐

寅=橿: ，、寅桓 ミ ワヰ 議竺， - l 一括 輩 出， - (-， 口 ，、黄横
， - 口 史 t褐 ，、黄梅 剥F 声 事手コ ー ，一箔 嗣t 局J 沈線1 ミガキ 声

コ ー 1 - 11 立E 東j ナ"- ナデ
コ ー λ橿 震ご ナ・
コ ー J一括 ，，\'貫橿 ナデ E 
コ ー d一括 " ，�寅橿 ナデ 百 砂粒
コ ー 9 . 1 095 瞬 1 8  譲 ナ・ ナデ
コ ー 百 陽t ワキ
' ー ' 46弱 7 票 ミ ガキ

5.4 ，、貿橿 ，苗
:肩

1
、種
蚕覆冨覆

ー百 砂粒
，、貧糧 ナデ 砂粒
，、頁桓 ナデ ナデ i重量. 6  2 .  障 ー

， .2 2.5 種褐 ーデ
， - 1 - 3 36 E ，、買桓 に瓜い買種

p - SI 一日 4c 419  5 .  灰褐 ナデ ナデ
p - S I - 3  2799 " 2欧氾 B 2 灰貫褐
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石器観察表

図 番 号 選 吻 号 器 種 遺 構 No グ リ ッ ド 一 括 石 ヰオ 長さ (聞1) 幅 (00) 厚み (叩) 重量 ( g) 備 考
5 フ型石器 4073 C - 2 U岩 4.6 1 .7 6.2 
5 ， - 8 - 2  2.05 1 .25 0.4 

39 ， - 8 - 3 1 .3 1 .45 0.35 0.4 
39 ， - 8 - 1 ( 1 .55) 1 .4 0.4 0.5 
羽 ， - 8 1 - 39 1 .95 ( 1 . 1  ) 0.3 0.3 
39 ， - 8 - 6  1 日5 ( 1 .35) 0.4 0.8 
39 8 1 - 1 0  2 1 .25 0.35 0.6 
39 8K - 37 O 2.5 1 .65 0.3 0.8 

8 1 -08 包46 ( サ ヌ 力 イ 卜 ) ( 2.75) 1 .45 0.35 
制ω 8 - 1 2 回 1 .8 0.5 1 .2 

ì I - 1 1  O 1 .85 1 .35 0.4 0.5 
ì I 一 日 O 2.4 1 .4 0.5 0.9 
ì I 一 日 1710  チ ャー ト 2.35 1 .55 1.4 0.9 
ìK -4O 3745 チ ャー ト 2 日5 ( 1 .75) 1.45 1 .5 
ì I - 1 :  231 4  8 - 6  2 1 .75 1.45 
ìX -43 O 3 1 .95 1.5 2.1 

8 - 4  ( サ ヌ カ イ ト 7.35 3.3 45 30 
O ( サ ヌ 力 イ ト 6.5 3.25 1 5  
O 4.8 5.7 0.85 1 6  

8K-46 4287 3.6 6.5 0.9 20.7 
3928 8 - 4  ヌ 6.8 8. 1 5  1 .4 日日

81 - 1 4  1 1 91 安山岩 ヌ 8.9 
4: : -023 1 693 C - 6  空山賓 ヌ J-1 ï.2 
42 8 - 024 8 - 2  ヌ J-1 1 5  
42 81 ー 1 3 1 655 8 - 6  

n::;白話 81 -4 相4日 山岩 ï.4 1 3.5 
O ì.4 43.3 

十E O l.45 2 1 01 .2 
8 - 3  0.4 F 

44 81 - 1 0  352! l.O 1.65 74.7 
釦11 8 - 2  4 1 .45 77 

81 - 1 0  353( 1 0.8 3.3 1 .6 日 1 . 1
8 1 - 26 1 2.0 1 4. 1  1 .0 82.9 

2147 1 5.2 5.5 2 日 41 1 .8 
81 -41 3637 1 7.0 5.4 4.0 520.0 
81 -26 201 9  つ 1 5 . 1  5.65 3.3 388 . 1  

0 - 6  山岩 (9.4) (5.1 ) (2  1∞ 
8 1 ー 1 4 8 - 7  山岩 (9.4) 6.0 1 1 5.0 

4 1 3.8 包7.7
45 6.7 1 .25 79.4 

8 1 - 1 4  827 玄 1 66.2 
O 】5 i.8 

4070 8 - 3  1 5  
O 応 ï.4 

8 1 - 1 3  594 �.6) 
O ! 卜 1 0.45) 

46 C - 4  |岩 1 3.9) � .3 
46 8 - 3  |岩 �.3 31  
46 : - 049 81 -07 1 72 
47 8 - 由。 l 81 -40 3629 35 
4 S ー[応1 f 81 -08 2929 

i 一白2 81 -07 425 '5 
: - 053 81 -26 初22 1 1 .8 
i 一 郎4 81 -07 470 1 8.7 E 320 
i 一 回5 主 81 - 06 482 安止 ( 七 : 力 イ 卜 ) 1 3.4 i.2 2.2 1 80 
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図 号 遺 物 号 種 週 構 No ク 1 �ツ ド 一 括 面 棺 さ {ロ司 薗 [叩IJ 車砂 [団L 盤 g 偏 考
5K - 1 7  U宕 .2J 煤f守層
5 1 - 07 U宕 .6J 
51 - 1 1  B - 3 U宕
51 - 1 1  

'.2 
5 1 - 1 6  2� 
5 1 一 部 1 5ï 

F ? 5 1 - 27 1 6:: 1.8 
51 - 21  1 4E 1 - 4 ' 5 
51 - 1 8  � - 6 .2 
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O 1.6 
51 -40 ま盟
51 - 1 4  お57 B - 7 1.9 
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1.8 
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， -
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1 -0 294 砂宕
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51 - 1 日
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; - 6  45 
B - 1) 35) 

SK -4O U岩
C - 5  U岩

爾摺量 B - 4  目5
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， 、ーー 応-， u s 1.3 -， u 百
， ‘ u 05 '5 
， 、 あ u 応 黒田比 付漬物 (煤 ? ) 
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5 1 一 郎 1 21 

置
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| 一[

ー コー 盟事 3 
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図 版



図版 1



図版 2

S I ー 07 完掘状況 (北東 よ り )

S I ー 08 完掘状況 (南 よ り )



図版 3

S I - 1 0 完掘状況 (北よ り )

S I ー 1 4 遺物 出土状況 (南よ り )



図版 4

姐�

il -
� 

3 1 - 1 4 遺物出土状況 (東 よ り )

3 1 - 1 4 完掘状況 (東 よ り )



図版 5

S I ー 1 7 完掘状況 (東 よ り )

S Iく ー 1 8 ・ 28 完掘状況 ( 東 よ り )



図版 6

S K - 1 8 完掘状況 (東 よ り )

S I - 1 9  完掘状況 (南よ り )



図版 7

8 1 ー 1 9 丸玉出土状況 (北西よ り )

8 1 ー 2 1 完掘状況 (北 よ り )



図版 8

S I - 26 完掘状況 (南 よ り )

S I - 27 完掘状況 (東よ り )



図版 9

S I - 29 完掘状況 (北西 よ り )

S Iく - 30 完掘状況 (南東 よ り )



図版1 0

S I - 3 1  完掘状況 (南よ り )

-.7 、

E1 
S Iく - 32 完掘状況 (南よ り )



図 罰 二
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図版1 2

S I - 39内 小型深鉢形土器出土状況 (東よ り )

S I - 39内 焼土集中 (東 よ り )



図版1 3

S I - 40 完掘状況 (西よ り )

S I - 4 1  完掘状況 (北東 よ り )



図版 1 4

S Iく - 33 完掘状況 (東よ り )

S Iく - 35 完掘状況 (南西 よ り )



図版 1 5

S Iく - 37 完掘状況 (東よ り )

S Iく - 38 完掘状況 (東よ り )



図版1 6

SX - 42 完掘状況 (西よ り )

SX - 43 完掘状況 ( 東 よ り )
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図版1 8

S R - 02 ・ 03 完掘状況 (北よ り )

I 区 完掘状況 (西よ り )



図版1 9

I 区 完掘状況 (東 よ り )

E 区 完掘状況 (北よ り )



図版20

'・ .- ' -' 
. 

E 区 S Iく - 20 1 検出状況 (南よ り )

E 区 S Iく ー 20 1 完掘状況 (南よ り )
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ナ イ フ 形石器 ・ 細石器

縄文土器
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図版2 1



図版22

，.--. -r- .-、. . . ・ ・ 、

縄文土器

縄文土器



図版23

縄文土器

r 

v 

、---・由一 .J

縄文土器



図版24

縄文土器

縄文土器



図版25

〆

畠溢謹歯菌

縄文土器

、 ，

縄文土器



図版26

縄文土器

縄文土器



図版27

園田園園田園田・・

縄文土器

liII!!!I!!!P 

縄文土器



図版28

縄文土器

; 

司. . 

縄文土器



図版29

縄文土器

縄文土器



図版30

石 鑑

石匙 ・ 調整痕石器 ・ 削器 ・ 石核



図版31

十字形石器

磨製石斧



図版32

磨製石斧 ・ 打製石斧

打製石斧



図版33

打製石斧 ・ 小型打製石斧

小型打製石斧 ・ 円 盤状石器



図版34

円 盤状石器

磨石 ・ 凹石 ・ 礎器



図版35

鼓石 ・ 磨石

磨石



図版36

石皿 ・ 砥石

土 偶



図版37

2 号土偶 出土状況 (北東 よ り )

1 号土偶出土状況 (北よ り )



図版38

注 口 土器出土状況 ( 東 よ り )

注 口 土器



図版39

石棒出土状況 (西よ り )

石棒 ・ 双刃磨製石斧 ・ 双刃局部磨製石斧



図版40

丸玉 (上面) 丸玉 (下面)

小型深鉢形土器



図版41

粘土塊

弥生時代以降の土器
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